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　世界の定員は一名だ、と岡おか千ち波なみは常々思っている。自分が感じている世界には、自分だけしか住むことはできない。

　中学生の頃ころ、ある友人が、数字は色で見えると言い出した。たとえば１２３４という四桁けたの数字があると、彼女にはそれが赤からレモンイエロー、青、オレンジのグラデーションに見えるというのだ。彼女の数学の成せい績せきは優ゆう秀しゆうで、暗算も得意だった。頭の中で計算する数字の色を思い浮かべるだけで自然と答えも色で見えるとか。

　千波にとって数字は数字でしかなく、それをいきなり色彩と結びつけてしまうとは随分突飛とつぴな話に思えた。彼女の世界では、円周率はカラフルな雨のように天から渦を描いて降ふり注そそいでくるらしい。成績もセンスも羨うらやましかったが、どんなに意い識しきしてみても、その感覚が自分に芽め生ばえることはなかった。

　また別の友人は、これは男子だったが、音楽をしばしばラーメンの味で表現した。あの曲はとんこつ系だから胃にもたれる、とか、あっさりめの醬しよう油ゆスープみたいなベースラインがかっこよくてたまらない、とか、ドラムが鶏とり塩しお白ぱい湯たんすぎてツルシコ強ごう麵めんのボーカルに絡めてない、とか。わかるようなわからないような微妙な話だった。

　ある日、その彼が近所の公園のベンチで一人ひとり、夢中でギターの練習をしているところを見かけたことがあった。千波の耳にも結構上う手まく聞こえ、真冬の冷たい北風に紅こう潮ちようした真剣な横顔には思わず視し線せんが吸い寄せられた。が、奴やつは今なにラーメンを脳内実食してるんだろうと思うと、かっこいいようなそうでもないような、微妙な気持ちがせり上がってきた。結局声はかけなかった。

　味と言えば英えい単たん語ごに味覚を感じている友人もいたっけ。「あの単語が思い出せないや、ほら、あれ、ちょっとミント系の、マスカット味っぽいアレ……そうだ！　sustainability」……そういわれても。

　千波には、彼ら彼女らの独特な感覚を想像することはできても、共有することはできなかった。お互いに感じているものを差し出し合って、共有する方法など存在しないのだ。

　同じ世界を生きている同じ種の生物、同じ器官で同じ情報を得ていても、たとえば同じ飴あめを同じ舌で舐なめて「おいしい」と同じ思考を出力したとしても、実際にそれぞれが感じている味が同じかどうかを確たしかめる術すべなどない。飴の成分を分析して二人ふたりが舐めているものが同一の物質で構成されていると証明しても、味覚の概念からして違うかもしれない。あの子の味覚は千波には痛みで、千波の味覚はあの子には眩まぶしさかもしれない。とりあえず、「おいしい」という考えを表現し、他人に伝える技術として、動物は長い時間をかけて、言語や表情でコミュニケーションすることを学んではきたけれど。

　現実問題、わからないものはわからない。

　人間の世界は、結局定員一名。やっぱりそう思う。自分が生きている世界は自分だけのもので、誰だれとも分け合うことはできない。

　時折、こいつら世界を分け合って生きているのかも、と思うのは、たとえば群れで生きる生物──嵐あらしのように輝かがやきながら海中に渦巻く小さな魚たち。群れの端からマグロにカパーッと食われて、数十の仲間の生命が一口で奪われても、その欠損はあたかも「爪つめ切ったよ～」程度のライト感覚に端はたからは見える。

　おおむね生きてるからいいじゃん。マグロのカパーッ程度のことは新しん陳ちん代たい謝しやの範はん囲いじゃん、みたいな。欠けた部分はまた別の個体がカバーするし、本体が誰だれということもないし、群れが「おおむねある」ってことがすべてじゃん、みたいな。まあ、小魚には小魚なりの言い分があるかもしれないけれど。

　あるいは、よりマクロな視点から考えれば、生きとし生けるものは皆、種の保存、コピー、拡大生産という本能によってのみ存在しているともいえる。死にたくない・生き残りたい（一体どこの誰がどうやって、原始の生命に消滅することへの恐怖を教えこんだのだろう？）ただそれだけを目的として、生き物のすべてが過去現在未来を貫く一つの生命として生きているのが、この世界の真実なのかもしれない。

　でも、そこらの単細胞生物と一いつ緒しよにされちゃ困るのだ。受精卵から発生し、肉体という境きよう界かい線せんの内側で限定的に増殖していった細胞の塊が「自分」だ。あたしは大いなる誰かの細胞の一つなんかに成り下がった覚えはねえ、と千波は思う。細胞単位にばらして語るには、人間の自我は巨大すぎる。

　そう。ヒトは進化して、知性と理性を得た。分厚い人間性で剝むき出だしだった肉体をよろったのだ。社会を構成することが生き延びるには有利だと判断し、社会の安定的持続のために自らの本能をも隠し始めた。大局的にはそれだって「死にたくない・生き残りたい」活動の一いつ環かんに過ぎないけれど、本能を抑制することを覚えた結果、人はこの世の生命のルールを超越した「個人的な生き物」になったのだ。

　人はみな、この社会で、都合によって集つどったり離はなれたりしながら、一人ひとりに一つの肉体で自我を保ちながら個人的に生きている。小魚の群れほどクールにはなれない。時には生きる・死ぬ・殖ふえるよりも、個人的な都合、たとえば名誉やプライド、「自分らしさ」、「マイペース」、「自由であること」……を、優ゆう先せんすることさえあるのだ。これこそ、人を人たらしめている。本能のまま、それオンリーで満たされて生きている奴やつは要するに獣けもので、人ではない。

　だから、千ち波なみは、人間にとって世界は一人に一つずつだと思っている。あたしの世界を生きるのはあたしだけ。あなたの世界を生きるのはあなただけ。あたしの目には、数字は数字。あたしの「おいしい」とあなたの「おいしい」が同じ味である保証はない。確たしかめる術すべもない。分け合うことなどできない。人生とは、理り論ろん的てきにそういうものなのだ。千波にはそれが揺るぎない事実に感じられる。

　個人の世界に他人が踏み込んで、複数人で同じ一つの世界を生きることはできない。血の繫つながった親子であっても、不可能なものは不可能だ。そもそも誰だれかの世界に踏み込みたい、踏み込めると思うこと自体、不ふ遜そんな思い上がりではないだろうか。自分の世界だけでは満足できない、強欲さの表れではないだろうか。

　千ち波なみは時折、自分自身がグライダーであるように感じる。

　このグライダー感も、数字の色や音楽のラーメンや単語の味と同じく、他ほかの誰かと共有できるものではないと思う。自分だけが見ている、自分だけが生きている、自分だけの世界の個人的な感覚だ。

　グライダーは、あたし。

　見下ろす地上は星の球面。

　その地ち平へい線せんのずっと向こうまで果てしなく、黒い頭が隙すき間まなくひしめいて続いているのが千波の目には見える。それは無数の岡おか千波で、同じく岡千波である自分はその上空を音もなく、滑るみたいに高度を保って巡航している。空から見える無数の自分は、喋しやべり、笑い、怒り、泣き、呆ほうけ、眠り、騒さわぎ、おどけ、おもしろそうに、退屈そうに……それぞれの顔を見せている。

　グライダーの岡千波は上空からそれを確かく認にんして、自分自身を理解するのだ。ああ、あっちから向こうまでみんな笑ってる、楽しくておもしろくて大ウケしているんだ、というように。

　この我ながら意味不明な感覚を他人と共有することはできなくても、たとえば大学の講こう義ぎの空き時間、たまたまベンチに一いつ緒しよに座った美人さんに、ちょっとした時間つぶしの話題として提供することは可能だった。

　可能ではあったが、

「へえ。ぐらいだあ。ふーん。よくわからないけど、とりあえずキモ。超キモいよ」

「……そこまで言う？」

「ていうかかなりメンヘル入ってない？　そーうだ、メンヘルにはチーズがいいらしいよ？　それ食らえ！　鬱うつは内！　鬱は外！　って、いけない、これじゃただ出入りしてるだけだ。とりあえず、メンヘルたいさーん！」

「あいたっ！　いたいっ！　加か賀がさんそれいたいってば！」

　──きもい、で片づけられた挙句、チーズおかきを次々投げつけられる展開になるとは思わなかった。「バナナもいいらしいよ？」「ていうか……いっ！」「牛乳もいいらしいよ？」「たっ！　ちょ、まじ……」「ナッツもいいらしいよ？」「いたいから、いい加減やめ……やめてって言ってるじゃんか!?　チーズおかき投げないでよ！」思わず千波もポケットの喉のど飴あめを引ひっ摑つかみ、立ち上がって大人おとなげなく応戦する。「キャー！　なにしてくれんのよあんた！」倍の勢いで今度は柿ピーの小袋が千波の顔面をビビビ！　とリズミカルに襲おそった。懐ふところからたけのこの里を抜き、そいつを盾にして小袋攻こう撃げきをかわすと、その下段からさらに源げん氏じパイがアッパーカットの角度で突き付けられる。

「いい加減にしなさいよ！　この源げん氏じパイが割れてもいいっていうの!?」

「くっ……そ、それだけは避けたい……！」

　ひとしきり午後のおやつを投げつけ合い、というか披ひ露ろうし合い、二人ふたりして結局それをボリボリ食らいつつ、その美人さんこと加か賀が香こう子こは言った。「なんか今、今世紀もっともくだらないことにカロリー使っちゃった気がするわ……」これには同感であった。そして、「ま、もし今度その感覚がしたら、そのときは『今きた！』って教えてよ。あんたがどんなイっちゃったツラしてそんな意味不明時空にぶっ飛んでいくのか、私がこの目で確たしかめてせいぜい笑ってあげるから」と。恐ろしいほど整ととのった、意地の悪いその横顔。

　なーにさ、とか思った気がする。

　美人のくせにたけのこの里なんかボリボリ食べちゃって。口の端に思いっきりチョコつけてるよこの人。

「いいよいいよ、好きに笑ってくださいよ。ちゃんと教えるから、笑いたければ笑えばいいよ。ていうか気が付けば加賀さん、あたしより全然リードして食べてるじゃん」

「はん！」

　チョコレートの香りの鼻息を思いっきり吹きかけられたんだっけ。

　そんな会話をしたのは、確たしか七月の半ば。前期の試し験けん直前の頃ころの話だった。加賀香子と二人でおやつタイムなんてそうそう起こりうることではないから、あのときのことは妙に印象深く記き憶おくしている。

　千波はおもむろに背後を振り返った。あれからほぼ一か月か。

　まだ熱ねつ気きの残る、八月後半の飲み屋街の路上。ざわめく真夏の夜のとば口。

　教えてよ、と言われたから、教えようと思った「今きた！」の瞬しゆん間かんを、千波は現在進行形で迎えていた。しかし、香子は振り返った千波になどまったく気づいていなかった。

　彼女は千波の背後に突っ立ったまま、不ふ思し議ぎなへの字に口を歪ゆがめ、わずかに顎あごをしゃくれさせ、強こわ張ばらせた両手をなぜか前方に軽く突き出して、前方を凝ぎよう視ししたまま停止している。キャプションをつけるなら「写しや楽らく」一択。

　そんな写楽の傍かたわらでは多た田だ万ばん里りがへっぴり腰で、やはり前方を凝視している。いまだかつてこの男の目がこんなに大きく見えたことはないと断言できるほど目をカッ！　と見開いて、息を止めている。

　ぎょーええー……と喉のどの奥から低い呻うめき声ごえをフリーダムに絞り出して、その口を自らの片手でやや乙女おとめっぽく押さえたのが二に次じ元げんくん。本名（で呼ぶ人はいないけれど）、佐さ藤とうくん。

　そして、自分たち一行に目もく撃げきされたことに気づかないまま、知らない細身の女子と親しげに話しながら、飲み屋の暖の簾れんをくぐって店内に消えていったのが、ヤナ。

　柳やなぎ澤さわ光みつ央お。

　──音もなく、グライダーは滑空している。

　真夏の夜の路上に友人たちとともに立たち竦すくんで、千ち波なみは今、自分が実際にはどんな顔をしているのかも知ることはできない。笑ってくれるはずの美人はいまだに動作を停止したままだし。

　黒髪の絨じゆう毯たんみたいな眼がん下かの地平が、ダイナミックにうねり始めた。事態を理解した「自分たち」が、顔を上げてあちこちで騒さわぎ出したのだ。髪の黒に浮かぶ顔の白さが、暗い海面に次々砕け散る無数の波頭のように見える。

　みんな、勝手に言葉を口に出している。

　今のってどういうこと？　あれって絶対ヤナだったよね？　ヤナが知らない女の人と一いつ緒しよにいた！　ていうかあの人は誰だれ？　綺き麗れいだった？　わかんない！　よく見えなかった！　え、なになに？　ヤナがどうしたの？　ていうか、これは一体なにごとなの？　あれは彼女なの？　付き合ってるの？　え？　ヤナってあたしが好きだったんじゃないの？　そうじゃないの？

（ていうか、その情報はもはや古すぎるの？）

　あのさあ、あたしが好きだったんじゃないのとか、それって痛すぎない？　痛すぎる！　ああ、痛すぎるね！

（……だよね……）

　千波は、ゆっくりと一度、息をした。

　これは、突然の変化ではない。うん、そうだ。もう一度さらに深く呼吸をする。柳やなぎ澤さわが自分の知らぬところで変わりつつある、というのはすでに予想されていたことだ。考えてみれば夏休みに入ってすぐの頃ころから、その予兆はあったではないか。

　先月の映研の飲み会もそうだ。その前にもだ。

　柳澤は、現れなかった。

　とっくの前から、柳澤の不在は、千波の地平に白い波頭を立てていたではないか。垣かい間ま見みえたその姿に、今更動揺してどうする。







　　　　＊＊＊







　映像研究会の前期活動反省会──要するに、夏休みに入って第一回の公式飲み会──が開かれたのは、七月の末のことだった。

　居酒屋の座ざ敷しきの一番隅の一年生テーブル。さらにその最も奥の隅っこで、

「え？　今日きようは『やなっさん』、来ないの？」

　サラサラサラキラキラキラシャララララ……。美しいオノマトペを全身から惜しげなく放射しているのは、師匠。顎あご下したまで届くストレートの髪をゆっくりとかき上げて耳にかけ、残念そうに眉まゆ尻じりを下げる。

　千ち波なみはその隣となりの座布団に行ぎよう儀ぎ悪わるくちんまり体育座りして、

「そうなんだよヤナの奴やつ。バイトが入ったからとか言ってさ。いきなり欠席」

　どうしても言い方に険が混じってしまうのを、この突とつ拍ぴよう子しもないアニメ声をもってしても中和しきれずにいた。せっかくの飲み会。せっかくの師匠。楽しく明るくしていたいとは思うのだが。

「そっか、それじゃあしょうがないね。いつも万ばん里りの話に出るから、会えるの楽しみにしてたんだけど」

「……『しょうがない』かぁ？　先に決まってた予定が優ゆう先せんじゃないの？　ふつう」

　責めたい気分をダダ漏らしの千波を窘たしなめるように、師匠は「まあまあ」と両手をひらひらさせて見せる。白い指先の、その優ゆう雅がな動き。しっとり艶つややかな髪がはらりと零こぼれて流れる様。座ざ敷しき中じゆうの女性陣、だけではなくて男性陣からも、ある意味で熱あつい視し線せんが師匠の挙動に注そそがれているのが千波にもわかる。千波自身も彼をついじっとりと見守ってしまいつつ、

「せっかく師匠が飲み会に初はつ出しゆつ撃げきなのに」

「ふふっ……出撃。出撃ってなんかすごいな」

　なんなんだよもう、とほとんど呆あきれ果てていた。今日きようになっていきなりドタキャンかましてきた柳澤にではなく、師匠にだ。

　まったく……男ながら、なんて麗うるわしい奴。ＶネックのＴシャツなどさらりと上品に着こなしちゃって。小首傾かしげてそんな儚はかない笑顔えがおって。透き通るような美肌の頰ほおをほのかに赤らめて「ああでもやっぱり、知らない人ばっかりでちょっと緊きん張ちようしてきちゃったかも」って。憂うれいを含んだ伏し目の睫まつ毛げがそんなにもくっきり長いって。ずるいというかやばいというか、

「大丈夫だよ、師匠。大だい慈じ、大だい悲ひの心もて、そなたは今日も美しい──」

　とりあえず、賛さん辞じの言葉がビブラートしてぶるぶる震ふるえるというか。震え声の余よ韻いんの中、びし、と師匠を指さしてもみる。

「……千波ちゃん、そのノリは……美み輪わ明あき宏ひろ？」

「ううん。西さい遊ゆう記きの観かん音のん。小六の学芸会」

「観音役を？」

「ほんとは沙さ悟ご浄じようがよかったの。ミュージカル仕立てで、歌い踊りながらこう、長物の武器で辺りを薙なぎ払うところがかっこよくて。『かーっぱかっぱ、かっぱのヌードはグロテスク♪』って、そりゃね。亀かめ系生物の甲こう羅らの中身はね。あれこれピンクの小間物屋がね」

「それは……お寿す司しのコマーシャルでしょう……？　どういうことなの？　権利的にそれはありなの？」

　はい、いただきました。やや受け未満・ちょい引き気味。

　千波はてへ、と肩を竦すくめ、微妙な滑り具合を笑ってごまかす。シュールが過ぎたかもしれないが、もちろん冗じよう談だんだ。全部冗談だから、リラックスして力抜いて、もっと笑顔えがおを見せておくれ師匠。楽しんでおくれ。そんな思いが通じたのか、それとも滑れどもめげない千ち波なみの姿に心打たれて気を使ってくれたのか、師匠もにっこりと大きく笑い返してくれた。その笑顔の明るさに安あん堵どする。

　師匠こと、羽は野の氏。

　元々は万ばん里りの語学の友だった美形の彼は、諸事情あってこの夏に半はん同どう棲せいしていた恋人と破局を迎えてしまったらしい。その話を聞いて、千波は「気分転換ぐらいの気持ちでどう？」と、師匠を自分が所属している映像研究会に誘ってみたのだ。

　声をかけたからには、楽しんでもらう責任も自分にあると思う。このサークルに参加してよかったと思ってもらいたいし、そのためにできる努力はなんでもしたい。

　──なんて、我ながら少々肩に力が入ってしまっているから、柳やなぎ澤さわのドタキャンが余計に腹立たしいというのもあるのだろうか。千波の努力を援えん護ごしてくれる味方だと思っていたのに、ドタキャンするなんて。まるで後ろから撃うたれた気がするぜ、みたいな。

　と、店員さんが威勢の良い挨あい拶さつとともに次々に座ざ敷しきに上がってきて、飲み物の入ったグラスをテーブルに盆ごと次々置いていく。乾杯の準備だ。千波はひょいっと膝ひざ立だちになって手早く仲間たちの手元にそれを回していく。

「おっしゃ来た来た。はいビール、もいっちょビール、ウーロン、っと、これはなんだ？」

「あ、グレープジュース俺おれだ」

「あいよー」

　斜め向かいで手を上げた奴やつにグラスを手渡そうと、千波はテーブルに手をついて小柄な身体からだを目一杯に伸ばした。顔が近づいた拍子、そいつに小さく「おまえグッジョブすぎ」と囁ささやきかけられる。でっしょ～、と思わず顔がにやける。

　あんな美形を今いま頃ごろになってサークルに連れてくるとは、我ながらグッジョブ。それは先せん輩ぱいたちからもすでにいただき済みの褒ほめ言葉だ。

　この法学部映研は、基本的には、映像作品を自主制作したい者たちの集まりだった。千波もそうだ。昔から映画やミュージックビデオが好きで、好きが高じて見るだけでは物足りなくなって、制作に関しては技術も知ち識しきもなにもなかったが、好奇心だけでこのサークルに飛び込んでしまった。まだ作品として完成させるには至っていないが、ソフトの操そう作さや編へん集しゆう技術の練習も兼ねて、宝物のハンディカムで日々、身近な映像を撮とり溜ためている。

　レンズを通した過去の世界、かつての自分の視点を時間を置いて見直すと、やたらと冷めていて、無関係で無む機き質しつで機械的に思えて、そんな妙な距きよ離りの遠さが今はひたすらおもしろかった。このおもしろさを作品に昇華し、発表するのが千波の目標でもあった。

　一方師匠は、映像には特段の興きよう味みを持ったことはないという。しかし中性的なルックスは役者としての資質に見るからに恵まれまくっていて、制作したい側からすれば、彼は喉のどから手が出るほど欲しい人材だった。

　入学以来、学内でやや孤立気味であったという師匠は、千ち波なみの誘いに最初こそ気おくれした様よう子すを見せていたが、やがて頷うなずいてくれた。「自分なんか不器用だし、多た分ぶんぜんぜん役に立たないと思うけど、せっかくだからチャレンジしてみようかな。誘ってくれてありがとう」などと言いながらふんわり柔らかに微笑ほほえんで。……キューン！　と、そのとき胸に強烈に沁しみ渡った鮮せん烈れつなる衝しよう撃げき。人はこれを萌もえとか呼ぶのかもしれない。「なんか師匠って、いいんだよ……問答無用にいいんだ……」としばしば夢見るように囁ささやいていた万ばん里りの気持ちがよーくわかった瞬しゆん間かんであった。な、なんかいい。確たしかにいい。師匠って、いい。

　そんな「いい！」師匠が参加するというのに。それも、記念すべき初めてのサークル活動だというのに。

　千波はメンツの足りない一年生席を見渡し、座布団にデニムでぺったりと座り込んでテーブルの縁ふちに頰ほお杖づえをつく。グラスから滴したたった水気で肘ひじが濡ぬれて不愉快だった。そして、どこからなにを考えても、結局（ヤナの奴やつ、やっぱなんなの）に辿たどりついてしまうこの堂々巡りよ。

『バイトがあるから今日きようは欠席するわ』

　柳やなぎ澤さわから自分にきた連絡は、それだけだった。

　転落お坊ちゃまは現在苦学生。それは知っているけれど、しかしずっと前から知らされていた（四月にもらった年間行事表にも今日の日付入りで確かく定ていされていた）サークルの集まりを欠席してまで、どうしても出なければいけないバイトってあるだろうか。そりゃ、たかがサークル、たかが飲み会だけど。でも、先せん輩ぱいたちも揃そろう公式行事だ。それに師匠の初お目見えだ。

　師匠が映研に入ることになったと言ったら、柳澤も驚おどろいて「おお、『あの』師匠が!?　そうなんだ、会うの楽しみだな！」と盛り上がっていたのに。万里の口からしばしば出る師匠という呼び名の謎なぞめいた人物に、柳澤は以前から勝手な好奇心を抱いていたらしい（実は自分もだが）。

　それなのに。

　ていうか。

　柳澤は、最近おかしい。

　そう、この間のこともだ。あれはなんとなく変だった。あの一件をどう考えればいいのか、いまだにわからないでいる。自分には知らされない他ひ人と様さまの事情を変に詮せん索さくなんかしたくないけれど、でも先週のあれはさすがに──

「千波」

「……ん!?」

　トントン、と肩を軽くつつかれて驚いた。いつの間にか考え事の中に沈んでいたらしい。千波が慌てて顔を上げると、テーブルの向かいから同じ一年女子の仲間が「始まってるよ、なにぼーっとしてんの」と囁いてくれて、ようやく周囲の状況に気がつく。

「ええと、政治学科一年、羽は野の紫し生お、といいます。このたび、遅ればせながら、映研に参加させていただくことになりました。これからよろしくお願ねがいします。ええと……友達からは『師匠』と呼ばれています」

　軽い笑いが起きて、「なんでだよ！」「早くも師匠なのかよ！」「どんな弟子とったんだよ！」と先せん輩ぱい方がたから矢継ぎ早に声が上がり、さらに笑いが大きくなった。

　千ち波なみの隣となりで師匠は一人ひとり立たされて、遅れてきた新入りの自己紹介タイムが始まっていたのだ。こういうことに不ふ慣なれらしく、師匠は時折言葉に詰まって俯うつむき加減、

「その、もしよければ、皆さんも師匠と呼んでください！　……って、あれ？　す、すいません、思いっきり生意気な感じになってしまいました……！」

　顔から胸元までいきなり真まっ赤かに上気させる。くにゃっと身体からだを揺らして両手で紅こう潮ちようした頰ほおを押さえる仕し草ぐさはややカマっぽかったか、しかし座ざ敷しきの対岸では「ウホ──ッ！」先輩の女子たちが奇声を上げてドコドコドラミング合戦。美しいオスに興こう奮ふんしているらしい。よかった、と千波は息をついた。師匠は受け入れられている。大丈夫そうだ。

　これからよろしくお願いします、とようよう無ぶ難なんに締しめて師匠がお辞じ儀ぎをすると、会長の三年生が拍手しながら全員の起立を促した。

「よーし、じゃあ乾杯の音頭は師匠の入部を祝して一年の代表が……っと、今日きようはヤナいねえのか。サブリーダー！」

「おーっす！」

　千波は大きな声で返事をしながら、グラスを持っていない方の手をブンブン振り回す。ここにいます！　と主張しなければ、背の小さな自分は他人の陰に容易に埋もれてしまうのだ。

　そう、サブリーダーは岡おか千波。リーダー、学年の代表は柳やなぎ澤さわ光みつ央お。……リーダーのくせに、自分で立候補したくせに、「千波がサブリーダーやってくれよ」と頼んできたくせに、バイトを理由にドタキャンだなんて。本当にどうしてしまったんだろうか。いいのかそんなんで。

「それでは！　今こ宵よいはサブリーダー、この岡が音頭とらせていただきまーす！　えーっと、師匠への歓迎の意を表しつつ、充実した素す晴ばらしき夏をサークル一同過ごせることを期待しまして！　せーのっ！　かんぱーいっ！」

　かんぱーい！

　全員が声を揃そろえ、千波の音頭でグラスを高く突き上げた。そのまま思いっきり喉のどをそらしてゴクゴクと飲む。どんどん飲む。息が続く限り飲む。そんな周囲の様よう子すに気が付いて、「……？」師匠も慌てて再びグラスに口をつけるのが見えた。これは、習うより慣なれろのお約束というかブームというか。乾杯からしばらくはひたすら飲み物を飲み続け、耐えられなくなった先輩の誰かが「……喋しやべれよ！」と人語を解禁してから、ようやく改めて笑い合うのだ。

　着席するより早く、師匠には先輩たちのテーブルからお呼びがかかった。いっといでー、と見送って、千波は一気に残りのビールを呷あおった。相変わらず飲むのはえー！　と仲間たちに笑われて、おかわりもらいつつ笑い返して。

　──あーあ、と。

　ぷしゅ。こっそり、自分の空気を抜く。

　黙だまっていれば埋もれてしまう小柄な身体からだは、存在感を消そうと思えば容易たやすい。ざわざわと盛り上がる喧けん噪そうの真まっ只ただ中なかにちょこんと正座で納まり、千ち波なみはさりげなく仲間の肩の隙すき間まに小さく紛れる。気け配はいを消して、一人ひとり、ここにはいない奴やつのことを考えてしまう。

　バイトを理由に、来るべき飲み会に来ない。

　先週の〝あの感じ〟が、中二ぐらいで発育の限界を迎えてしまったらしいフラットな胸の中でさらに鮮せん明めいに増幅される。

　千波は先週、柳やなぎ澤さわを美び術じゆつ館かんに誘ったのだ。

　というかそもそもは夏前の帰り道、柳澤が駅構内に貼はってあった現代アートイベントの予告ポスターを見て「こういうの好きだな、始まったら千波もいかない？」と誘ってきたのが発端だ。イベントはおもしろそうだったから、いいね、そうしよ、と千波は答えた。そして夏が来て、バイトの帰り道にやはり駅構内のポスターを見て、そのイベントが始まっているのに気がついた。だからメールを送って誘った。誘った、というか、千波に言わせればすでに決まった約束を履り行こうしたようなものだ。

　それまで二人ふたりでどこかへ出かけたことはない。

　大学の行き帰りや飲み会の後に一いつ緒しよになったり、学食でランチを食べたり、カフェでお茶を飲んだことはこれまで何度かあったが、二人きりでどこかで待ち合わせ、遊びに行ったことはなかった。

　だから、それが初めての「二人きりで」の誘い。

　でも、特別な意味はなくて。ただ、イベントがあるから。ヤナは行きたがっていた。自分は誘われて、いいねと答えた。約束した。イベントが始まった。それに気づいたのは自分。だから誘った。それだけだ。

　もちろん、柳澤に会いたい、彼と遊びたい、という気持ちはあったとも。大学は夏休みに入ってしまったし、サークルの集まりだってそう頻ひん繁ぱんにあるわけではない。どちらかから遊ぼう、と声をかけて約束をしなければ、顔を合わせる機き会かいは作れない。

　しかし、誘いのメールを送ってから小一時間ほどが経たって柳澤からきた返事は、『それはちょっと無理だわ』であった。そっか無理か、わかった了解、と引っ込みかけて、（ん？）……ひっかかった。千波の地平に、にょきにょきと雨後のタケノコみたいに自分が伸びてきて騒さわぎ出した。

　ちょい待て、と。

　こら。

　無理ってのは、どういうこった。

（──行けない、ならわかる。行きたくない、でもなんならいいよ。でも、無理、っていうのはなんなの？）

　一体どういう心境から発せられた返事なのか。無理、の二文字で断じられた側からすれば、それにはかなり「特別な意味がある」ように思えるのだ。

　単純な不都合、あるいは拒絶というだけではなく、もっと大いなる意志のもとに俺おれは行動しているのだ、とわざわざ千ち波なみに宣言したがっているみたいな──いや、どうなんだろう。そんなことないか。わからない。どういう意味？　と聞くのも憚はばかられる。

　と、そこにきての、この不在。

　飲み会の騒そう々ぞうしいざわめきの底に沈んだようになって、千波は両手で摑つかんだ空のグラスを覗のぞき込む。ビールの瓶は遠くて手が届かない。声を出す気にはなれない。そもそも一杯の容量が少ないんだよ。ジョッキで寄よ越こせよ。

（要するに……避けられてるという状況なの？）

　今起きている事象を客きやつ観かん的てきに判断するなら、そういうことになるのかもしれない。自分は柳やなぎ澤さわに避けられているのかも。

（また？）

　かつて、もっと露ろ骨こつに、柳澤は自分を避けた時期があった。

　柳澤は自分に異性としての好意を持ってくれていたのだ。

　それを知って、でも、千波はなにも変わらなかった。だってどうすればいい？　柳澤は具体的になにを望んでいるのか、意志も行動も（素面しらふでは）示さなかったのだ。こちらから彼の望みをばっちり探りとって、彼が望む通りのアクションを起こして、今ある関係が壊こわれるリスクをとってまで積せつ極きよく的てきに「変化」させろと？　そうしたいとは思わなかった。そんな態度に業を煮やして、柳澤は自分を避けようとしたらしいが。

　なにも変わらない千波と、変えたかったらしい柳澤。二人ふたりの関係はその後結局、友達グループを構成する男女というところに落ち着いた。と、千波は思っていた。これからどうなるかはわからないけれど、今のところ、という地点で、バランスは取れていると思っていた。

　しかし、それではやっぱりだめなのか。無理なのか。またここにきて、自分は柳澤に変化を──というか、もはやクイズを迫られているのか。俺おれはおまえにして欲しいことがある！　さあ、どうして欲しいか当ててくれ！　当ててくれない!?　ならもういい！　絶交だ！　話しかけんなよ！　の、第二ラウンド……？

　マジかよ。それこそ無理だよ。付き合ってられないよ。

（いや、待て……）

　摑んだままだった空のグラスをテーブルに置いて、千波はつるりとした自分の額ひたいを手て癖ぐせで撫なでる。長い髪は今日きようは一本の三みつ編あみにして背中にほったらかしてある。

　まだなにもかも偶然で片付く範はん囲いじゃないかと、思おうと思えば思えた。美び術じゆつ館かんの件は、たまたま、あんな感じの返事になってしまったのかもしれない。そして今日きようも、たまたま、どうしてもバイトを優ゆう先せんしたい理由があって、ヤナ自身にもどうしようもなかったのかも。……うん、そうかも。ただそれだけのことなのかも。変に勘ぐって詮せん索さくするにもまだ早いのかも。

　千ち波なみはにゅっと身を起こし、「唐揚げとっておーくれ」と小皿を差し出した。おかずゾーンの近くにいた女子が「あれ、千波いたの!?　ほら食え食え！」と大きいのを二つも載せてくれ、気を取り直して箸はしを摑つかむ。よし。食う。

　とりあえず今日きようは、偶然こんな感じになってしまったということで納得して、飲み会を楽しもう。そしてあとで師匠とももっと話そう。そう決めて唐揚げを箸で摑み上げ、あーん、と思いっきりの大口でかぶりつきかけた千波の鼻先を、そのときいきなり暴ぼう力りよくが襲おそった。

　むわっ！　とけばけばしく香り立つ、強烈なるパウダリーブーケ。

「うっ……！」

　化学的人工お花畑臭が脳までクラッと突き抜けて、たちまち食欲が消え失せる。瞬しゆん間かん的てきにこみ上げた気持ち悪さに噎むせかけて、舌に着地させることなく唐揚げを小皿に戻す。

「ねえ岡おかぁー」

　くっさ！　とか、本当に言わないでよかった……。いっそ姫臭、とでも呼びたい強すぎる香りの発生源は、師匠がいた席に滑り込んできた先せん輩ぱいの女子であった。

　三年の玲れい那な先輩。

「ちょっと相そう談だんがあるんだけど、いいかなあ？」

　と言いながら、手て鏡かがみで自分の顔と前髪を確かく認にんしている。

「おす、なんでしょう？」

　さらさら命のロングヘアをまっすぐ垂らし、むっちり盛り上げた白い胸元も露あらわなミニワンピースに、ウエストマークのベルト。しっかりメイクでドールめいた顔立ちを強きよう調ちようして、ぷるぷるリップ。きらきらアイズ。そして仕上げに頭から香水を盥たらいでかぶってきたかなにかしたらしい。

　この人が、去年の法学部の準ミスであった。玲那ね実は準ミスなの～、と本人の口から聞かされたから間違いない。そう聞かされた新歓の席で、千波は「すごいですね」と答えたが、本人曰いわく、「全然すごくな～い！　準ミスなんて意味ないし！」だそうな。

　だって、エントリーできるのは在学中の一回限りなんだよ？　もう玲那は優ゆう勝しようはできないってことじゃん！　各学部のミスから大学のミスが選ばれて、その次にはミス中のミスが選ばれるの！　そういうのを経て、マスコミに取り上げられて、事務所に所属できたりするの！　玲那はそのミス中のミスのルート狙ねらいだったのに！　学部の準ミスどまりなんてむしろ最悪、取材とかも全然してもらえなかったし、全然得なこととかなかったし、まあ賞しよう品ひんの旅行券五万円分とかはあったけど、そんなの見返り少なすぎて納得いかな～い！　舞ぶ台たいに立って愛想振りまいてあげたのに、むしろ損したぐらいの話なんですけど～！

　……あー、とか、うー、とかしか千ち波なみは言えなかった。いっそすがすがしいほどに、価か値ち観かんの違う人であった。

　とはいえ、多た分ぶん、悪い人ではない。香水つけすぎ以外では千波に害を及ぼしたこともない。害を及ぼされたのは柳やなぎ澤さわであった。

　悪意をもってなにかされたわけではないのだが、やたらと気に入られてしまい、一時はかなり露ろ骨こつに迫られていたのだ。飲み会後に「帰りたくな～い、今日きよう泊めて？」とゴネられているのも見たし、「あ～ん酔っちゃったぁ」とぴったりくっつかれているのも見た。豊満な胸の谷間に、柳澤の肘ひじがめりっと数秒間にわたって埋まっていた。千波が見ていないところでも、部屋にアポなしで押しかけられたりもしたらしい。先せん輩ぱいである以上強くも出られず、今時の男子の中でも潔けつ癖ぺきな方に入るだろう柳澤にとっては、諦あきらめてくれるまでは相当悩みの種になっていたようだった。

　そんなこともあって、千波にとっては総合的に、あまり得意なタイプの先輩でもない。

　その玲れい那な先輩の口から飛び出したのは、

「岡おかって、あの加か賀が香こう子こっていう美人と親しくしてるんだって？　ほら、一時ヤナにしつこくしてたって子」

　そりゃおたくのことでは──とはもちろん言いはしないが。ここで聞くには、意外な名前ではあった。

「加賀さんですか？　まあ、親しくっていうか……何回か飲んだりもしてますけど」

「玲那ね、あの子を合コンに呼びたいの。岡、なんとか話つけることってできない？」

　ご、合コンに？　加賀香子を？　考えてみるまでもなく、千波は速攻でぷるぷると首を横に振ってみせる。

「それは……無理だと思います。加賀さんって合コンとか興きよう味みある系の人じゃないですし」

「え～、なんでよ？　今度の合コンはかなり重要なメンツが揃そろってるから、女の子のレベルも妥協したくないの！」

　重要なメンツ、というのは聞くまでもなく、玲那先輩にとって重要なメンツ、という意味であろう。

「ほら、玲那ってそろそろ就しゆう職しよくのこととか真剣に考えないといけないでしょ？　人脈は大事にしておきたいの。わかるでしょ？　なんなら岡は来なくてもいいから、あの子を呼んで。後輩なんだからちゃんと協力してよ」

「と言われましても……」

　玲那先輩が将来つきたい職業として千波が聞いたことがあるのは、まず女子アナ。そしてお天気キャスター。スポーツキャスター。フリーはあり、地方はなし。そんな感じ……からの、有名人の妻！　だそうな。

　それが正攻法ではかなり無理目な望みなのは、玲那先輩という人が云うん々ぬんの前に、まず現実的に、無名ではないが難なん関かんエリートコースともみなされない大学のレベルからして明らかだった。ミス中のミスに選ばれて「今、一番美人なあの子」として事務所に所属するルートも断たれてしまい、玲れい那な先せん輩ぱいはコネで業界に潜もぐり込むべく「どんな美人とでも友達のあの子」の立場をゲットしようとやっきになっているのだ。そこにはもはや色いろ恋こい沙ざ汰たの気け配はいすらない。ひたすらビジネス、ひたすらコネ作り、鬼のスケジュールで合コンを組みまくっているのはすでにサークル内でも有名な話だ。

　そんな先輩の姿は、究極に下品な言い方でぶっちゃければ、女ぜ衒げんの真ま似ね事ごとをしているように千ち波なみには思える。正直、自ら進んで協力したいとは思わないし、あの全身プライド装甲のクイーンビー・加か賀が香こう子こが玲那先輩の手ゴマになどみすみすなるわけもない。そんな話を持ち掛けたら千波の身だって多た分ぶん危ない。

　改めて千波は繰り返し、首をきっぱり横に振る。玲那先輩の小作りなドールフェイスが不ふ機き嫌げんそうにむくれていく。

「玲那のお願ねがいがきけないっていうの？」

「んー、まー、そうすねえ。聞けないですっていうか、絶対、ずえーったいに、無理です。加賀さんって彼氏とすごい熱ねつ愛あい中ちゆうで、合コンなんて見向きもしないですよ。それにあたし、その彼氏とも友達なんで、立場上やっぱり誘ったりとかはできません」

「……はあ？　まーじ？　つっかえねー」

　ち。とか舌打ちされたって、無理なものは無理なのだ。取りつく島のない千波を睨にらみ付け、玲那先輩は八つ当たりモードに入ったらしい。

「ていうか、今年ことしの一年ってなんか全員つかえなくなーい？　大ハズレの年だよね」

　同じテーブルにいた一年生たちはその言葉が自分たちに向けられたものだと気づいて固まり、先輩たちは「どうしたいきなり」「玲那ちん急にキレ出した」と揃そろって苦笑。

「だってそうじゃん。今日きようだってヤナはサボりなんでしょ？　しかも理由がバイト？　ありえないんですけどー。先輩方がみんな都合やりくりして出てきてるのにー、一年坊主がバイトが入ったんで行きません、って、失礼すぎなーい？　ていうか、ヤナってこないだの試し験けん明けの飲みも普通にブッチしたって二年生が文句言ってたけど、どうなってんの？」

　あら、と千波も固まる。ここにいない人の方へいきなり風向きが変わってしまった。さっきまで自分だってだいたい同じようなことを思ってはいたけれど、先輩たちからそんなふうに思われるのはまずい。

　さらにまずいことに隣となりのテーブルに座っていた別の先輩たちまで口を挟んできて、

「なんかそれ俺おれも聞いたわ。待ってても来ないから二年生が今どこ？　って電話したら、すいませんやっぱ行きませんって言われたとかなんとか。理由も説明なしで」

「あー、さっきあいつらがブーブー文句垂れてたのってそれか」

　玲那先輩は満足そうに髪をかきあげ、したり顔で頷うなずいた。

「舐なめてるよね、ヤナ。調ちよう子しに乗りすぎ、なんか勘違いしてるんじゃない？　学年リーダーの資格ないでしょ。まじ、このままもう来なくていいのに。やめちゃっていいよあいつ」

　──通じなかった片想いというのは、こんなふうに刺とげ々とげしく屈折していくものなのか。端はたで聞いている千ち波なみも思わず息を飲むほど露ろ骨こつに悪意を滲にじませて、玲れい那な先せん輩ぱいはさらに続ける。

「ていうか～、玲那的にはクビにしたいな。どうせバイトっていうのも噓うそで、ほんとはどっかのくっだらない女にでも引っかかって、サルみたいに必死のツラして乳ちち繰くり合うのに夢中なんじゃね？　サークルに所属してる立場とか、リーダーの責任とか、礼れい儀ぎとか全部、性欲のパワーでパンツと一いつ緒しよにどっかに捨てちゃったとか？　とりあえず最悪！　サークルの風紀を乱した罪で追放しよ～よ！」

　ってのは……いくらなんでも、あまりの言い草ではないだろうか。

　ちょっとひどすぎる。さすがに先輩たちも「それは言い過ぎ」と玲那先輩を窘たしなめているが、千波は収まらない。「でも事実でしょ」って、なんだそれ。どこが事実だ。ほとんど丸ごとあんたの妄もう想そうじゃんか。

　もしもここに香こう子こがいたなら、絶対に言い返してくれるのに。もっともっとひどい言葉で、あのぷりぷりリップを黙だまらせてくれるのに。……ああ、目覚めよあたしの中の加か賀が香子！　言い返せ！　ぶったぎるんだ、黙らせるんだこの女を！　これ以上の暴ぼう言げんは許さない！

　千波は腹に力を込め、顎あごをやや斜め上方に持ち上げ、香子がいつもするように冷たい半はん眼がん……は顔的にキマらないので、思いっきりの笑顔えがおを作ってやった。玲那先輩に向けて全力スマイル、生まれつき不自然なほどに甘ったるい声をさらに我ながらばかばかしい幼児声に作って、

「……もしくはぁ、サルみたいに乳繰り合おうと必死の半乳で迫ってくる人が怖くてぇ、おうちに引きこもってるんじゃないすかねえ～？」

　きょとん。と、無む垢くぶって両目をぱちくりさせて見せる。……言った。

　言ったった！

「……」

　玲那先輩はすぐにそれが自分のことだと気づいたらしく、まだまだ言い足りなさそうだった口をいきなり噤つぐんだ。やがてわなわな肩を震ふるわせつつ顔を真まっ赤かにして、乱暴にテーブルを揺らして席を立ってしまう。

　数秒間の微妙な沈黙の後に、先輩の一人ひとりが下を向き、小さく吹き出した。それにつられたみたいに他ほかのメンバーも。こらぁ、と後頭部を軽く叩たたかれるが、叩いた先輩も笑いをこらえている。

　向かいに並んだ一年生の仲間たちは、千波に小さく親指を立てて見せてきた。うす、と硬派に頭を下げ、千波は（やってやったぜ、ヤナ）とここにいないイケメン顔を思い浮かべる。自分だってさっきまでは彼の不在にぶつぶつ文句を垂れてはいたが、さすがにあんな言われ方ってないだろう。

　やり込めてやった相手は先せん輩ぱい。後味は良くないし、今後の展開も波乱含みになるかもだが、それでも友達として、仲間として、黙だまっているわけにはいかなかったのだ。味方船に攻こう撃げきを受けたとみなして、砲門開いてぶちかまし。一いつ矢し報むくいてやったぜ。







　──そんな出来事から日々が過ぎて、この夜だ。

　そういうことね、と、千ち波なみは理解した。多た分ぶん、ようやく話が通じた。

　ついさっき、知らない人と一いつ緒しよに居酒屋の暖の簾れんをくぐっていった柳やなぎ澤さわの横顔を思い出して、何度も思う。なるほどね。そういうことね。

　香こう子こはまだ歩き方が強こわ張ばっていて、両手も若干写しや楽らく入ったまま。万ばん里りは香子の方を見たり後ろを振り返ったり、明らかに挙きよ動どう不ふ審しんにオロオロしている。「あの店にしよう、あの店でいいよね」と二に次じ元げんくんが落ち着きなく指さした飲み屋に「そうしよ」と頷うなずいてみせて、千波はまた思う。そういうことね。

　あんな顔をするなんて、知らなかった。

　楽しそうなのに怯おびえているようで、嬉うれしそうなのにどこか痛そうで……さっきの柳澤の顔のことだ。エスコートしている人の表情を必死に窺うかがいながら、懸けん命めいに歩ほ調ちようを合わせているのが、ほんの数秒垣かい間ま見みただけの千波にも丸わかりだった。

　恋を、しているのね。

　ここしばらくの付き合いの悪さも、自分が誘った二人ふたりきりのお出かけが「無理」だったのも、それが理由なのね。

　先月の飲み会で玲れい那な先輩が悪意たっぷりにまくしたてたような事態とは全然違うと思う。柳澤は今、真剣に、心を賭かけた勝負をしているんだろう。そう思えばすとんと腑ふに落ちる。彼はそういう人だったのだ。

　グライダーから見下ろす遥はるかな地平は、今、凪ないでいる。黒髪の絨じゆう毯たんに戻って、かすかにふわふわと揺らぐばかりだ。なるほどね。そういうことね。ヤナのために騒さわがないでおこう。それがヤナのためだよね。そっとしておこう。それがいいよ。

（……見守りモードだ）

　無数に広がる自分自身の黒い頭の中に、白い顔が、ぽつんと一つだけなにかの間違いのようにこちらを見上げている。呆ぼう然ぜんとした間抜けヅラで、宙を音も立てずに巡航するだけのグライダーを見上げている。

　なんだよ。

　なにが言いたいんだよ。

　その上空をすり抜けながら、千波は、白い顔が言葉をなにも発せないまま黒頭軍団に取り囲まれて「だまれだまれー」と押おし潰つぶされて死ぬのを見た。「押し殺す」。もしくは「黙もく殺さつ」。まさにそういうことだ。

　言葉ってよく出来ている。







　　　　＊＊＊







「お。よかった、普通に映るじゃん。いきなりワイルド」

　ちゃんとつくか確たしかめてみよう、と万ばん里りがリモコンで電源を入れたテレビの画面には、百万頭を超えるヌーの群れが黒い奔ほん流りゆうのようになってサバンナを大移動している光景が映し出された。

『……このヌーの大移動は、野生動物の宝庫といわれるここ東アフリカサバンナでは毎年恒例の……』

　蹄ひづめの衝しよう撃げきは地鳴りのように、大陸を揺さぶるのだろうか。

　確かに「いきなりワイルド」な番組に気を取られ、千ち波なみはダンボールの開かい梱こん作業をしていた手を止めた。ローチェストの上に設しつらえたばかりのテレビについ見入ってしまう。

　ヌーの蹄に蹴け立たてられた土煙が風に吹き流され、それ自体が大地からいきなり湧わいた茶ちや色いろの雲のようだ。その中を無我夢中、ダイナミックに爆ばく走そうする獣けものたちを粒々サイズで真下に捕えて、空くう撮さつカメラもぐんぐん速度を上げる。地ち平へい線せんの先、もはや見えないずっと果てまで、この大移動の帯は続いている。

「出た。個としての自我が薄うすいヤツら……」

　思わず口をついた独り言に、「今なんて言ったの？」と香こう子こがこちらを振り返った。

　お嬢じよう様さまは床にぺたんと座り込んで、千波のカーテンにちまちまとフックをつけてくれているのだ。キャラには似合わぬこの破格の大サービスは、香子曰いわく〝物珍しさが高じての振ふる舞まい〟だそうだ。ありがたやありがたや。

「いや、別にたいしたこと言ってないよ。ただヌーの皆さんって絶対、全頭で意思を共有してるっぽいよなーって。だってそうじゃなかったら、こんなに一斉に、みんな揃そろって同じ場所を目指して走り出したりしないよねえ」

「やだ！」

　突然香子はわざとらしさたっぷりにカーテンを取り落とし、リモコン片手にまだ突っ立っている自分の彼氏に顔を向ける。

「万里、超音波が不ふ思し議ぎな発言かましてくるんだけど私はどうしたらいい？　乗ってやるべきなの？」

　わざわざ言い直させておいてそれか。

「べきべき。訊きき返したからには責任とんなきゃ」

　その万ばん里りのへらへら笑いながらの言い方も微妙に引っかかるのだが。わかった、と香こう子こは再びくるりと千ち波なみの方へ向き直り、

「いい、超音波。よく聞いて。あれはね、動物なの」

　上から目め線せんを超越したほとんど神から目線のしたり顔。

「そんなの見りゃわかるよ……」

「動物は単純に、おいしい草場を求めて移動してるだけなのよ」

「えー？　同じタイミングで？　同じ方向を目指して？　喋しやべって会かい議ぎしてスケジューリングしてるわけでもないのに？」

「答えは簡かん単たん。『雨』きっかけなの。さあ、想像してみて……季節が巡り、アフリカ大陸に雨が降るわね？　ザー……」

　うっとり目を閉じ、香子は両手を上下にさわさわと動かしてみせる。雨をイメージしているのだろう。「乾いた大地に沁しみる水滴、恵みの雨……渦巻く雲、生ぬるい風……そして豆太鼓みたいな遠い雷鳴……ああ、野生の王国……！　Ｇｅｔ Ｗｉｌｄ！」ポエムが始まってしまったが、かなりおもしろいのでそのままやらせてみる。
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「やがて一頭のヌーが気づくの。『はっ……？　どこか遠いところから、雨に濡ぬれたたくさんの草の匂においが漂ってくるぞ？』」

　香こう子こはヌーになりきってうっとり目を薄うすく閉じ、片手を「びしっ、びしっ」と胸のあたりで振り回して見せる。多た分ぶん、尾でハエを追い払うディテール。

「『どうやら遠くにいい感じの草地があるらしい……ふむふむ、さては向こうの方角か……くんくん？　この辺の草はあらかた食べ尽しつつあるし、ちょっと行ってみようかな？』……ぞろ、ぞろぞろ、ぞろぞろぞろ……『あっ!?　他ほかの奴やつらも来てるじゃん！　やばい、早く行かないと食べられない！』だっ！　だだっ！　やがて暴ぼう走そうする集団心理！　だだだだだ大だい爆ぼう走そうっ！　そしてその結果がこう！」

　びし！　と香子が指さすテレビ画面には、濁にごった川かわ面もにＷスケキヨ状態で逆さに四足突き立てて、死んだヌーが浮いていた。

　一部腐って膨ふくれた死体は、ハエを湧わかせながらあっちにもこっちにも。溺おぼれた奴、疲れ果てて流された奴、必死にもがいても逃げ切れずに尻しりからナイルワニにかぶりつかれて哀れな餌え食じきになった奴──ああ、食われてる、食われてるよ！　血っていうか臓ぞう物もつ溢あふれてる！

『……河を渡る旅は過酷を極め、セレンゲティを出発した多くのヌーがマサイマラに辿たどりつくことなく命を落とします……』

　どひー……と千ち波なみは目を逸そらす。映像制作なんかを志している割にグロ的耐性は実は低くて、出産シーンに並んで捕食シーンも結構苦手だったりする。

「と、いうわけよ」

　香子は平気でテレビを見ながら頷うなずいている。

「ヌーはなんらかの意志によって走らされているわけじゃないの。おのおの、走り出したいほど草が食べたいのよ。そのきっかけは雨が濡ぬらした草の匂においによってもたらされる。だから揃そろって出発する。それだけのことなの」

「それだけ？　ほんとに？　……なーんか納得いかないなあ」

　そっと薄うす目めを開いて確たしかめるとグロめなシーンは終わっていた。一休みしているヌーの群れに大きな鳥たちが混ざってなにかを啄ついばんでいる。

「なんでよ、納得しなさいよ」

　そう言われても。そりゃ千波だって、さしてヌー自体に興きよう味みやこだわりがあるわけではない。が、今の説明には微妙に腑ふに落ちないものを感じるのだ。

「だってさ、ほんとに単に草くいてー、ってだけだったら、なにもヌー全員が一団になって毎年毎年同じところを目指さなくたっていいじゃんか。どこにだって生はえるとこには生えるでしょ」

「……だから、そこの草が特別おいしい草なのよ。多た分ぶん」

「ほんとに？　アフリカはあんなにでかいのに？　ヌーも代替わりしてるはずなのに？　それにそもそも他ほかの草食動物は、雨が降ったからってあんな大おお仰ぎような大移動はしないでしょ？」

　う～ん……と香子が首をめぐらせたそのとき、「ちっちっち、お二人ふたりさん」と万ばん里りが妙な物腰で口を挟はさんできた。

「あれはね、おっさんが先せん導どうしているんだよ」

　えっ!?　と香こう子こと二人ふたり、思わず驚きよう愕がくのユニゾン。部へ屋やの真ん中に立っている万ばん里りののんきなツラを見上げてしまう。なんというかとりあえず……それはもう全然、違うだろう。今の発言によって、迫りつつあった神秘の核心から一気に遠く振り落とされてしまった気さえする。

「え、なんでなんで？　なんで違うの？　飼い主的なポジションの人がいろいろ計算した上で、うまいことヌーを導みちびいて次の食事場に移動させてるんだろ？　牛とかひつじはそうじゃん。だってそうじゃなかったらこんな大きな群れが揃そろって移動しようなんて思わないだろうし、正しく同じ目的地を目指せるわけないし」

「なに言ってんの！　百何十万頭のヌーの飼い主なんているわけないでしょー！」

　思わず千ち波なみが言い返すと、香子も続けて万里を責める。

「万里はアフリカを舐なめてる！　ああもう、詳しくはｗｅｂで！　ヌー、大移動、とかでググってみたらきっとすぐにわかるから！」

　ちなみにパソコンはオカメラとともに、まだ手荷物で運んできたリュックの底だった。携帯でちまちま検索するほど気力にも体力にも余裕はなくて、朝から始まった引っ越し作業の道のりは思ったよりもだいぶ長い。

　気が付けば、午後四時半。

　南向きのベランダから射さしこんでいた陽ひもだいぶ傾きかけていて、千波がこれから暮らす新居のワンルームを黄き色いろっぽく照らし出している。

　荷物はかなり厳げん選せんしたつもりだった。しかしそれでも部へ屋やに運び入れられた量を改めて見ると、多すぎた気がしてくる。壁かべ際ぎわにはまだいくつも段ボールが積つみ上げられていて、千波に開封されるのを待っている。

　ガスの開かい栓せん立ち合いは済んだ。電気と水道もオッケー。留守だった両りよう隣どなりの部屋の郵便受けには、挨あい拶さつ状じようとクオカードの封筒を入れてきた。あとは新居のサイズに合わせて新しく購こう入にゆうした冷蔵庫が搬入されるのを待つばかりなのだが、予定の四時はとっくに過ぎて、そろそろ電話で問い合わせた方がいいのかもしれない。

　自分では動かせない家具などもなく、特に人手が必要なわけではなかった。両親も今日きようは手伝てつだいに来る予定はなくて、今度の週末に上じよう京きようしてきて、かつての錦きん糸し町ちよう社宅の最終点検と引き渡しの手続きをする予定だ。

　千波としては、自力で作業を終わらせて、ちゃんと片付けてから改めて友人たちを招くつもりだった。しかし万里が明日あしたからしばらく実家に帰ることになったと聞いて、別れの挨拶というわけでもないけれど、とりあえず香子と二人だけ、今日の朝から引っ越し作業に付き合ってもらってしまったのだ。

　東とう京きようの片隅。築数年の賃貸マンションの一室。

　千ち波なみは今日きよう、地元・福ふく岡おかから中学の途中で引っ越してきて以来、親と暮らした家を出た。そしてこれからは、ここが一人ひとり暮ぐらしの住処すみかになる。ヌーの大群が駆け抜ける大地と理り論ろん上じようは陸続きのはずの、だからその果てにあたると言ってもいいはずの小さな町。駅から六分ほどのところにある、二十平米ちょっとの小さな部へ屋や。

　予算の都合で新築は諦あきらめたが、まあこざっぱりと清せい潔けつで、駅からの道も暗くなく、二十四時間ゴミが出せるステーションがついている。そこそこいい感じ。フローリングの色も悪くない。段ボールだらけの空間を見回して、千波は（あのコーナーにちょっと緑置こうかな。パキラかクワズイモ）などと考えている自分に気がつく。そこそこ、なんて言いながら、普通にわくわくしていないか自分。

　と、

「ほーら。あんたがヌーに気を取られてるうちにこっちはできたよ」

　香こう子こがフックをつけ終えたカーテンを持って得意げに立ち上がった。白地にペンで落書きしたような鳥のデザインは、間に合わせにホームセンターで買ってきたばかりの新品だ。前の家の自室で使っていたものは寸法が合わなくて、わざわざ外して運んできたのに捨てなくてはいけない羽目になってしまった。

「おお、ありがとう加か賀がさん！　大変だったでしょ、休きゆう憩けいしておくれ～」

「こっちかして香子、俺おれがつけるよ。岡おかちゃん、椅い子すってある？」

「いいの？　悪いねえ、助かるよ」

　折り畳み椅子を開いて千波が下から支えると、万ばん里りが裸足はだしで「よっ」と乗り、カーテンボックスに手をつく。さっき拭ふいたばかりのサッシに手の跡をつけないよう、気を付けてくれているのだ。

　全部自力でやるつもりだったなどと言いながら、結局、今日きようはこのカップルにあれこれ助けてもらいっぱなしだった。特に万里。新規購こう入にゆうしたローチェストを意外な手際の良さで組み立ててくれたのも万里だし、千波がチャレンジする前にテレビの配はい線せんも済ませてくれていた。背が届かない千波に代わってシャワーカーテンもつけてくれた。四月の自分に教えてやったらどんな顔をするだろう。あの加賀さんと多た田だ万里が付き合っていて、九月にはあたしの引っ越しの手伝てつだいに来てくれるんだよ、なんて──うん。信じないな。絶対。

　次に来てもらうときは、鬼のおもてなしだ。今日のお礼もかねて、ちゃんとプランを練って、思いっきり居い心地ごこちよく楽しんでもらおう。椅子を支えながら千波は一人ひとり、熱あつく決意する。

「万里はいつこっちに帰ってくるの？」

「うーん、はっきり決めてないけど、久しぶりに一週間ぐらい、後期が始まるぎりぎりまでは実家にいようかと思ってて。ちょっと済ませないといけない用事もあるし、そのスケジュール次第だけどさ」

「用事って？」

「ん？　……まあ、高校のクラス会とか……いろいろ」

「へえ、クラス会あるんだ！　じゃあ高校の時の友達ともたくさん会えるね！　万ばん里りの地元って静しず岡おかだっけ、高校はどこ？　やっぱサッカー強かったりする？」

「超音波！」

　その声はいきなり大きく響ひびいた気がして、やや驚おどろきながら振り返る。香こう子こは手で自分をぱたぱた扇ぎながらこちらを見ていた。

「細かい作業してたせいか、私なんだか疲れちゃったんだけど。冷たい飲み物ってある？」

「ああ！　飲み物！」

　しまった、と千ち波なみは膝ひざを打ちたくなる。両手がふさがっているからできないが。

「そうだった、なんか買ってこないとないんだった。ちょっと待ってて、コンビニすぐそこだし、あたしひとっ走り行ってくるよ」

「じゃあ私ノンシュガーの……じゃなくて、ダメじゃない。ほら、冷蔵庫の配送。さすがにそろそろ来るんじゃない？　あんたがいなかったらどうすればいいのよ」

「んー、そしたら加か賀がさん、あたしのふりしてサインしといて。とりあえずアホそうな裏声出しといてくれれば大丈夫だから」

「やだよそんなの。……話してたらほんとに喉のど渇いてきたな。いい、足もむくみそうだし私が飲み物買ってくる。コンビニって駅から歩いて来る途中に見えたのが一番近いんだよね？　あんたなにがいいの？」

「えっと、じゃあ、冷たいジャスミンティーかウーロン……ほんとにいいの？」

「うん。万里はなににする？」

　さっそく香子が財布と携帯と日傘を手に立ち上がるのに、万里もカーテンをつけていた手を止めて「あー、俺おれは炭酸系。一いつ緒しよに行こうか？」と声をかけるが、

「ううん、実は私、初めての町にちょっと冒険心をくすぐられてるの」

　うふ！　と肩を竦すくめて笑顔えがおをワンショット。そのまま香子はハイヒールサンダルを履はいて、玄関から出て行ってしまった。

　あら、万里と二人ふたりで残されちゃった、と思う間もなく、そのタイミング。

　床に置きっぱなしにしていた千波の携帯がバイブで震ふるえ出す。放っておこうと思ったが、

「出なよ岡おかちゃん、あれ結構下の部へ屋やに響ひびくよ。ていうか冷蔵庫じゃない？　こっちは全然安定してるから押さえてなくても平気っぽいし」

「そう？」

　一人ひとり暮ぐらしの先せん輩ぱいに顎あごをしゃくられ、千波は椅い子すから手を離はなし、携帯を摑つかんだ。頭ではすでに相手は配送の人と決めてかかっていて、反射的に通話ボタンを押してしまう。それから表示されている名前に気づく。う、と固まってももう遅い。

『もしも～し、岡ぁ？』

　いきなりこんな不吉な名前ってないかも──な、玲れい那な先せん輩ぱいからの着信だった。







　時間にしてみれば、通話していたのはほんの数分のこと。

　しかしその数分間でほとんど魂を削られたようになって、千ち波なみは携帯を摑つかんだまま、座ったバスタブの縁ふちから立ち上がれなくなっていた。

　やばい。

　衝しよう撃げきの展開だ。かつ、困惑の展開。

　慌ただしくもどこか晴れやかだった「新生活への旅立ちモード」から、玲那先輩の電話一本で、いきなり「八はつ方ぽう塞ふさがりのどん詰まり」に追い込まれてしまったではないか。なんだかんだで実生活上のリアルな修しゆ羅ら場ばに不ふ慣なれな千波には、こんなときどうすればいいのか本当にわからない。

　やばい、やばい、やばいぞ……頭を抱えて上体を丸める。髪のトップのお団子部分を両手で摑む。揉もむ。しだく。どうしよう。困った。参った。

「岡おかちゃん、カーテンついたけど」

　バスルームからなかなか戻ってこない千波を心配したのか、万ばん里りがひょいっと中を覗のぞき込んでくる。千波の顔を見るなり「え」と声を上げる。

「万里……」

「なに、どうした？　大丈夫かよ？　いきなりすごい顔色に成り果ててるけど……なにかあった？　今の電話？　誰だれから？」

「サークルの、先輩……」

　そう答える自分の声の弱々しさよ。

「……とりあえずカーテンつけたから、見てみてくれる？」

　どうにか立ち上がり、ふわふわする足を踏みしめて部へ屋やに戻ると、午後の光はさっきよりもずっと柔らかに、穏おだやかな色味で床に落ちていた。大きなサッシから射さす光を透かす、鳥の模様のまっさらなカーテン。

　万里はちゃんとレースと重ねて、千波の新居のカーテンをばっちりつけてくれていた。いまだ段ボールが積つまれたままの引っ越し途中だった部屋に、なんとなく女子っぽい潤うるいと彩りが生まれた気がする。カーテンがついただけで、さっきよりもずっとずっといい雰囲気の空間に思える。千波は思わず心配事もこの一いつ瞬しゆんだけは忘れて、明るい自分の部屋をぐるりと見回した。

「……わあ、ありがとう！　わあ……適当に選んじゃったつもりだけど、このカーテンにしてよかったぁ……」

「なんのなんの。他ほかにはなにか手伝てつだえることある？」

「いやいや、もうほんとに……」

　窓辺に近づいてしゃこしゃことついたばかりのカーテンを動かしながら、千ち波なみは意外と頼れる男友達の顔を見上げた。万ばん里りは千波から二歩分の距きよ離りを開けて、心配そうな様よう子すを隠そうともせずに、そっと千波を見ている。

　香こう子こはまだ戻ってこない。コンビニまでは片道五分もかからないし、とっくに帰ってきてもいい頃ころだ。相そう談だんするなら、今の内。香子がいたら絶対に話せない。話すとしたら今しかない。でも万里に話しても困らせるだけかもしれない。話さなくても、万里はかえって気にして、自分を心配し続けるだろうけれど。

　どうしよう──。

　千波はカーテンをしばらくいじり、何度か躊躇ためらってから、

「映研の先輩となにがあったんだよ。女の人の声に聞こえたけど、誰だれ？」

　万里のその訊きき方かたに、もはやこのまま黙だまってはいられないと悟った。黙っていても、万里は自分を心配するのをやめないのだ。いいや、もう説明してしまえ。

「……実は……ちょい、まずいことに、なっちゃったんだよね……」

「さっきの電話で？」

　そう、と千波は頷うなずいてみせる。

　突然の不吉な電話は、『おひさしぶり～！』の一言から始まった。

『岡おかぁ、玲れい那なが前に飲み会のときに話したこと覚えてる？　合コンに加か賀が香子を呼びたいんだけど、って話。あれね、明日あしたになったから！』

　は？

　狭いバスルームに自分の声が妙に甲かん高だかく響ひびくのを千波は聞いた。万里に聞こえたかも、と慌てて声のボリュームを抑えた。

『明日って……その話なら、あのときはっきり無理って断ったじゃないですか』

『ん～、実はあれから事情が変わったんだよね～。岡には玲那のお願ねがい、断ることなんかできないと思うよぉ？　聞きたい？　事情』

『……そんなの聞かされたって無理なものは無理です』

『まあ聞きなよ。岡はもちろん、学祭でやる上映会のことは知ってるよねえ。制作するって立候補してたし』

　上映会──というのは、映研の活動のうちでも最も重要なメインイベントだ。毎年秋の学祭で行われる、教室を借り切っての作品上映会。メンバーが制作した映像作品を大型スクリーンで上映する、いわば発表会。

　とはいえ時間制限もあるため全員が発表できるわけではなく、内容も完成度もあまりにしょぼいのはＮＧ。執行部が事前にコンペを行って、選ばれた作品だけが学祭で日の目をみるのだ。毎年、何本かは落とされるという。映研は歴史あるサークルで、ＯＢには映画監かん督とくも制作会社の人もいて、毎年後こう輩はいの作品を見るために学祭にやってくるという。上映されれば少なくとも、プロの目から見た感想を聞くことができる。千ち波なみは今年ことしの制作者として、すでに参加の意志を表明していた。生まれて初めて他人に見せるために作品を制作しようと、ひそかにクリエイター（の卵）魂を燃もやしているのだ。

　しかしそれと明日あしたの合コンに一体どんな関係が──

『ヤナもやるんだってね。なんかすごく張り切ってて、もう素材集め始めてるとか言ってたっけ？　やる気あるよねえ～、一年生。でもそのやる気、無む駄だにならないといいけどぉ～』

『……はい？』

『まだわからないかなあ？　今年の上映作品をコンペで選考する係ね、玲れい那ながトップでやることになったの。やるやるやりま～す、って立候補したからね。つまり、玲那が気に食わないと思ったら、落とすのなんか簡かん単たんっていう意味。岡おかのも、ヤナのもね』

　要するに、これは……脅迫か？

　いきなりの毒々しい物言いに、千波はほとんどフリーズ状態。冷えたまずい液体を飲まされたみたいに喉のどが強こわ張ばる。なにも言い返せなくなって、玲那先せん輩ぱいの声を聞いていることしかできない。内容云うん々ぬんはさておいても（さておけないけれど）、こんなやり方ってあるだろうか。一女子大生が。サークルごときのことで。合コンごときのことで。後輩相手に。リアル脅迫って。こんなの一丁前にパワハラじゃないか。

『それがいやなら、玲那のお願いはちゃんと聞くしかないよねえ』

『そ、そんなの……なに言ってるんですか!?　無理です！　第一いきなり明日って！』

『ふ～ん。じゃあ、ま、来年がんばってよ。ああだめだぁ、来年も玲那まだいるし。その次だね～チャンスがあるとしたら。あ、でもどうだろう、ＯＧとして顔は出し続けるからなぁ。岡おかが何年生になろうと、玲那の立場が上なのは永遠に変わらないしぃ～』

『……他ほかの先輩に相そう談だんしますよこんなこと！』

『してみればぁ？　玲那はシラを切り通すから、じゃあ一年生の岡と三年生の玲那が全面戦争に突入ってことだ？　今のは宣戦布告だ？』

『そんなつもりないですってば！』

『ていうかさあ、岡、玲那のやり方が気に食わないならサークルやめればいいんじゃね？　ヤナと一いつ緒しよに。ついでに師匠も……あの彼さあ、全然学内に友達いないんだってね。せっかく仲間ができたと思ったのに、お気の毒～。使えない岡千波のせいで、自分までせっかくの新天地から追放食らうなんてねぇ』

『そんなの困ります！　……わかりました、あたしが行きます！　明日、覚悟のボディコンで行きます！　そしてブイブイ踊って盛り上げます！　それでどうですか!?』

『う～ん残念、今回のメンツは岡系のルックスの女子は求めてないの。明日は加か賀が香こう子こを連れてきて。絶対に。さもなければ……わかるよねえ？　お店と時間はメールしておくから、あとはそっちでせいぜい勝手に頑張ってよ。サルみたいにね。必死の半乳でね。それじゃ明日ね～』

　……で、電話は切れた。

　わかった。

　これは脅迫というか、自分に対する意い趣しゆ返がえしだ。シンプルな嫌いやがらせの意味合いも多分に含んでいるのだ。

　七月の飲み会で玲れい那な先せん輩ぱいをやり込めてしまって、それで恨うらみをかったから。

　自分のことならまだ自業自得とあきらめもつくが、ヤナ、そして師匠まで人質にとられて、香こう子こをコネ作りのおいしいネタとして差し出せと言われているのだ。無理なら三人とも活動させない、それが嫌いやなら映研をやめろと。

「ひっでえ！　なんだよそれ！」

「でしょ……？」

　千ち波なみの話を聞いて、万ばん里りも憤いきどおりを露あらわにした。

　そりゃそうだろう。そもそも大切な自分の彼女を手ゴマのように扱おうなんていう卑ひ怯きような目もく論ろ見み、聞いて気分がいいわけないのだ。

「自分のコネのために香子をそんな、業界人が集まるような派は手でな合コンに、合コンに呼ぼうなんて……ぶはははははは！」

　が、万里はいきなり発作でも起こしたように爆ばく笑しようし出す。

「香子が合コンに！　そ、そんなん、なんかすごいコントみたいな大失敗して同席した人間諸もろ共ともに破滅するフラグみたいなものわざわざ立てなくても！」

「わ、笑いごとかあ!?」

「だって想像してみろって！　あの香子だぞ!?　いきなりヌーになりきってアフリカポエム紡ぎ出すような女子が、どうやってそんな場で浮かずにいられるんだよ！」

　本気でゲラゲラ笑っている万里の顔を見ているうちに、不ふ思し議ぎにちょっと気が軽くなって「言われてみりゃ……ぶふ……!!」千波も笑えてきた。確たしかに、だ。香子は、見た目の印象どおりの完かん璧ぺき美人などでは全然ないのだ。というか、普通ではない。あのノリ。あの変さ。言ってしまえばぽんこつさ。そういった複雑な味わいを乗り越えて、初めて、香子という人の本質が理解できるのだ。それも知らずに玲那先輩は。

　そのまましばらく笑いを止めることができなくて、やがて二人ふたりはフローリングにへたり込む。息をつきながら万里は指で目め尻じりを拭ぬぐい、

「……いやあ笑った笑った……まあでも……うん。いくら笑えても全然気分よくないよ、俺おれは」

　やっぱり、その目はかなり怒っている。

「たかが一度の合コン、なんてまったく思えないね。香子が誰だれかの私利私欲のために呼び出されて手て駒ごまとして利用されるなんて、なんか、すっげえ嫌いや。耐たえ難がたいものを感じる」

「そうなんだよ、絶対にいやなの」

「やり方がそもそも気に食わねえ。岡おかちゃんと香こう子このみならず、俺おれの大事なきらきらメンズ、やなっさんと師匠まで巻き込んでさあ。そんなの他ほかの先せん輩ぱいたちに暴ばく露ろしちゃえよ、言いなりになってやる筋合いなんかねえよ！　……とか、思う、けど……」

「……」

　悩ましい頭の重さに耐えきれず、千ち波なみは深く項うな垂だれる。威勢の良かったセリフを切って、万ばん里りの目がちらりとこちらを見やるのがわかる。

「まあ、な。……サークルの先輩っていうのは微妙だよな。正面切ってケンカしちゃったら、たとえ向こうが悪いのが明白でも、これまでのサークルの平和な和わ気き藹あい々あいの世せ界かい観かんを壊こわしちゃうのも確たしかだし」

「それよ……。もういっそあたしだけのことだったらブチ切れちゃうのもアリなのかもしれないけど、ヤナもいるし、師匠だってあたしが誘って入ってもらったんだし。それに他の子とか、先輩たちとかともせっかく仲良くできてるから、ブチ壊しになんてしたくないんだよね。でも、みすみすあんな脅迫に屈したくないよ……加か賀がさんにはこんな話、聞かせたくもない」

　我ながら、あれは嫌だ、これも嫌だのローな空転状態。千波はうんざりと零こぼれてきた前髪をかきあげる。どう転んでも、自分には不快な展開しかありえないのがすごい。

「いや、俺はもういっそ香子に全部話しちゃえば、って思った」

　床に正座して、万里が言う。

「あの人結構ノリノリで、性しよう悪わる先輩はお仕置きだよ！　とか言って、なにか解決……か、根こそぎ破は壊かいの計画立ててくれるかも。一層事態が複雑化する可能性もあるけど」

　その言葉にはどうしても頷うなずけなかった。万里の向かいに同じく正座して、千波はさらに身体からだごと捻ぬじれるみたいに背を丸める。

「……それはいやなんだよ。だってさ……ほら、この前の事故の一件があるでしょ。加賀さん、まだあたしに負い目を感じてるって思うんだよね」

　事故の一件というのは、香子が居眠り運転で事故を起こし、千波が軽いケガをしてしまったという激はげしく憂ゆう鬱うつな出来事の話だ。あれからしばらく引きこもっていた香子は、最近になってやっと、人間的な活動を再開したところだった。千波にとってはもう忘れてしまいたい、香子にも忘れてしまってほしい、過去のトラブルでしかない。

「今そんな相そう談だんしたら、加賀さん『私がケガさせた超音波の頼みだわ！　聞くしかない！　私が合コンに行けばそれで解決！』とか思っちゃいそうだもん。普ふ段だんは超絶高たか飛び車しやキャラなのにそういうところあるじゃん。あたしは絶対いやなの、そんなことさせられない。だって事故もケガも加賀さんだけの責任じゃないって思うし、だから『負い目』なんてそもそも存在しないはずなんだもん。あたしがその存在を認めるようなこと、まして利用するようなことは死んでもできない」

　うーん……と万ばん里りは腕組みする。

「岡おかちゃんが言いたいことは、なんとなく俺おれにもわかるけど……そうだな。困ったよな、どうしようか。こんなピンチな時に限って俺は明日あしたから実家だし、どうするにしても動けないんだよなあ……いや、出発を夜に変えられれば……」

「いいのいいの、あたしのために予定変えるなんてことしないで！」

　慌てて千ち波なみは大きく首を振ってみせた。

「おうちの人は万里の帰省を楽しみに待ってるんだから。それに本来はあたし一人ひとりで解決しなきゃいけない事態だもん。相談できただけでもよかったよ、ほんと。とりあえず笑えたし。万里がいなかったら、多た分ぶんあたし、いまだにバスルームで無力に自分のお団子まさぐってるね」

「それはよかったけど……やっぱ香こう子こにそのまんま、『負い目に感じてほしくない』ってとこまで含めて状況説明しない？　岡ちゃんの思ってること全部」

「いや、ううん、だめ。それはできない。気が進まないよ。こんな不愉快な事態に、なんの責任もない加賀さんを巻き込むなんて……」

「香子が戻ってきたら、俺が話そうか？」

「……それはそれで、余計に事態が難むずかしくなるような気がするし。だって合コン、って話が万里の口からバーンと出たら、加か賀がさんはあたしに対しては『いかなきゃ！』モード、万里に対しては『止めてよ！』ないしは『いってはいけない！』モードってなって、すごい混乱させちゃうかもしれないじゃん」

「じゃあどうするんだよ？　一人ひとりで解決って、具体的にどうするつもりなんだ？」

「……わかんないけど。でも……とりあえずまだ加賀さんには、万里からはなにも言わないでおいてくれる？　今日きようの夜、万里は帰省の支し度たくがあるから早めに帰るって言ってたでしょ？　加賀さんとあたしで夜ご飯食べようって話になってるのね。そのときまでには色々考えてみるし」

「考えてみる、って……岡ちゃんさあ」

　ほとんど呆あきれたような目をして、万里は千波の顔を見返していた。そのとき、インターホンのチャイムが鳴る。オートロックのエントランスに、両手に飲み物やら菓子やらを大量に抱えた香こう子こが立っているのがモニターに映っている。

「とりあえず、言わないで。あたし自分でちゃんとなんとかするから。あ、もちろんヤナにもだよ？」

「……岡ちゃん……」

　もの言いたげな万里の視し線せんを振り切るように立ち上がり、千波はオートロックを解除した。そんなに頑かたくなに自分の考えを変えないなら、なんで相そう談だんしたんだよ──とか、思われているだろうか。

　思われているとしても、弁解はできない。単に、あたしの心が弱いせいです、としか言えない。

　自分の世界に起きた問題は、自分でしか解決できないと理解しているはずなのに、つい、甘えを試みてしまったのだ。この弱さは、ひとにはきっと迷惑でしかないだろう。
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「一週間も！　離はなれ離ばなれ！　その距きよ離りおよそ二百四十キロ！　ああー……耐えられないけど耐えなきゃいけないけどでも耐えられなーい！　つらい！」

「……」

「これって愛の試練だよね！　そうだ、会えない一週間で私一キロやせる！　今こんなステーキ＆エビフライ御ご膳ぜんなんてすごいのがっつり食べてるけど、明日あしたからやせる！」

「……」

「はあー……でも寂しいな……ストーキングしたくてたまらない……。ああ、だめだめ香こう子こ、静しず岡おかまでこっそりついていくなんてそれは無理！　それはさすがにバレる！　……そうだ、しばらくあんたのうちに入いり浸びたろうかな。ゲームとか持ち込んだりして。っていうか、ＤＶＤレンタルしまくってラブコメ映画の見まくりウイークはどう？　万ばん里りは嫌いやがって一いつ緒しよに見てくれないの。まずはブリジット・ジョーンズの一作目でしょ、それから当然ラブ・アクチュアリーだよね！　ノッティングヒルに、ああ、大好きなユー・ガット・メールも！　プリティ・ウーマン！　ローマの休きゆう日じつも！」

「……」

「……聞いてるの？」

「……あ。……うん……」

　向かいに座った香子は、行ぎよう儀ぎよくファミレスの定食を食べ進めながら、千ち波なみの顔をいぶかしげに見つめている。同じセットを注文したのに、千波のは香子の半分も減っていない。

　聞いてる、というのは噓うそではなかった。ちゃんと話は聞いていた。ただ、反応できないのだ。例の問題へのうまい対応策が結局まったく浮かばなくて、（どうしよう！　どうしよう！　どうしたらいいの！）それだけで千波の頭は一杯になっていた。時間を追うごとにさらにどんどんわけがわからなくなりつつある。さっき駅で別れて先に帰った万里の、心配そうな顔ったらなかった。

「あんた、さっきからずっと抜け殻みたいなんだけど。それに全然食べてないじゃない。なにかあった？　って訊きいてもなんにも言わないし」

　首を傾かしげた香子の仕し草ぐさは、まるで優ゆう雅がな白鳥のようだった。一粒ダイヤのピアスが、きらきらと耳元で綺き麗れいに輝いている。

「……ま、いいわよ。疲れてるのかもね。朝早かったんでしょ？　今日きようは許してあげる。デザートもなしにして、これ食べたら私も帰るわ」

「……！」

　千ち波なみはほとんど飛び上がって、箸はしを取り落とす。

「な、なに？」

　食べたら帰るって……あとエビフライ半分しか残ってないじゃんか……！　千波はなにも言えないまま内心凄すさまじくあせって、香こう子この顔とエビフライを必死に何度も見比べる。明日あしたの件はまだなにも解決していないのだ。それなのに香子はもうすぐ帰ってしまう。

　いや、でも、とはいえ……とはいえ！　とはいえだ！

「……は、う、うぅぅぅ～～～～……！」

「なんなのよ、ほんとに……」

　じたばたと身体からだをよじり、千波は我ながらカオス度を増していく頭を抱えた。香子には帰ってほしくない。いや、違う。帰ってくれていい。帰ってくれて全然いいんだ。そうだいいんだ。

　ただ、明日の合コンに来てほしくないんだよ！

　──合コンがあることすら話しちゃいないのにそういうのもなんだけれど、とにかくそれだけははっきりしている。今の事情を話せば、自分に負い目を感じている香子は「行く」と返事しかねない。だから事情は話せない。本当にこのまま帰ってくれていいのだ。それが正しいのだと思う。

　なにも話さずに、香子はこの問題とは無関係のままにしておく。そして明日、自分は玲れい那な先せん輩ぱいに詫わびを入れる。サークルは……辞めることになるかもしれない。ヤナも、師匠も道連れに。三人揃そろって、せっかく見つけた夢や仲間や居場所を諦あきらめることになるのかもしれない。こんなにも理不尽に。

　そもそも、こんな理不尽な目に自分たちを遭わせることが玲那先輩の目的だったのだろう。じゃあ思い通りになるわけだ、あの人の。すごい。ブラボー。おめでとう。完敗だ！

　両手の中に顔を突っ込む。「くわー！」と千波は思いっきり、自分の手で顔の肉を摑つかむ。パン生地みたいに引っ張る。うどん生地みたいにねじる。餅もちのようにゆがませる。こねてこねてこねまくる。真正面の香子が目を剝むいてドン引きしているのがわかるけど、でも耐えらないのだ。

　悔しい！　悔しい！　悔しい……っ！

　悔しくてたまらないけれど、でも、どうにもできない！　どうすればいいのか、やっぱり自分にはわからない！　ヤナごめん！　師匠ごめん！　うあああおおおお！　千波は髪をぐしゃぐしゃにかき乱し、

「うぁぁぁあああ～～～～加か賀がさん、気を付けて帰ってねえぇぇ……っ！　あああバイバイ、ふああ～～～……っ！」

　わけがわからなくなってほとんど半ベソ、我ながら意味不明に喚わめいた。顔肉をさらにぐにゃぐにゃに引き伸ばす。なんか、もう、だめだ、あたし──

「しっ！」

　鋭するどく窘たしなめる声。思わずビク！　と千ち波なみは動物みたいに顔を上げる。香こう子こは手元にきちんと箸はしを置いてから、

「しつけの悪い子供じゃあるまいし。ファミレスだからって騒さわいでいいわけじゃないんだよ」

　冷静に口元に指先を立てて見せた。……そりゃそうだ。降ってわいたような「まともさ」に、千波は慌てて顔肉を揉もみしだくのをやめる。まっすぐになって、とりあえずちゃんとソファに座り直す。

　そして香子は、

「パニくってる。超音波が。……これってかなりレアな光景かも？」

　妙にしげしげと興きよう味み深ぶかげに目と目を合わせて見つめてくるのだ。こちらがたじろぐほどに、深くまで覗のぞき込むように。

「……な、なんすか……」

　居い心地ごこち悪くて、千波は必死に目を逸そらすが。

「初めて見たな、あんたのそんな様よう子す。いつも超然と取とり澄すまして、なんでもうまいこと取とり繕つくろって、純粋ぶってかわいこぶって、でもおいしいとこだけは見逃さずにグオオ！　って牙きば剝むいてティラノサウルスみたいに丸ごとかっさらうあんたという強欲な人間が」

「……あたしそんなかぁ!?」

「十分そんなふうに見えてるけど」

「なんで!?　おいしいとこなんか全然さらえてないっつーの！」

　ふむ、と香子は彫像のように整ととのった美び貌ぼうを改めてテーブル越し、近づけてきた。漆しつ黒こくの睫まつ毛げに縁ふちどられた、信じられないほど綺き麗れいな瞳ひとみ。

「とりあえず、なにがあったのか、ちゃんと話して。話してくれるまで私やっぱり帰らない。あんたの部へ屋やにこのままずっと居座ってやる」

「うわあぁ……ぶっちゃけちょっと迷惑だよぉリアルに……！」

「でしょ？　なら話すのよ」

　そっ……とかでは決してなく、がし！　と。テーブルの上で手を「逃がさない」とばかりに摑つかまれてしまう。結構本気でその手を引き抜こうとするが、香子の力は見た目よりずっと強く、上から押さえつけられて動かせもしない。

　話すしかないのか、結局。万ばん里りにはあんなに偉そうに「自分でなんとかする」だとか宣言したくせに。

　ああもう、どうしてこうなる──千波は思わずファミレスの天てん井じようを仰あおぎ見た。なんだかんだと頭で考えたつもり、先回りしたつもり、賢かしこいつもり、自分が正しいつもり、誰だれにも迷惑をかけていないつもり、自分でどうにかできるつもり。……全部、「つもり」だった。

　考えても答えは見つからなくて、敵にはまんまとしてやられ、打つ手なく、為なす術すべなし。誰だれかがなんとかしてくれるのをぼんやり期待しているだけか。

　こんなにも情けなくて、恥ずかしい我が身よ。

　千ち波なみはぐっ、ともはやボロボロになっているだろう顔を上げて、香こう子この目を見返した。自分の弱さをどんなにみっともなく嘆いたとしても、せめて、香子の身の上に実害だけは及ぼしてはいけない。

「……話す前に、約束してくれる!?　あたしがなにを話しても、加か賀がさんは『行かない』って答えてくれる!?　それ以外のことはなにも言わないでいてくれる!?」

「ええ、わかった。ティファニーに誓うよ」

　香子は真剣な顔をして頷うなずき、自分の耳に輝かがやくピアスを指さして見せる。ブランド物に縁えんのない千波には一体どれほどの値段がするのか見当すらつかない、その大粒のゴージャスな煌きらめき。

「さ、話して。全部」

　──観かん念ねんした。

　サークルの飲み会での出来事。香子がコンビニに行っている間にかかってきた電話。万里と話したこと。そして、自分が今まで香子に事態を話せないでいた理由。

　定食が冷えていくのに構わずに千波は一気にしゃべり終え、

「……約束、したよね……!?　そんな合コンなんて行くわけないって言って、加賀さん！　あたしのために手て駒ごまになんてならないで！　そんなのに屈する加賀さんの姿は見たくないよ、お願ねがい……！」

　祈るような思いで香子の手の上に、もう片方の手を重ねた。やばい。まじで泣いてしまいそうだ。

　香子は静かな表情のまましばらく黙だまっていて、

「ふふっ……」

　やがて俯うつむき、小さな声を立てた。その声はやがて波紋のように広がって、ふっふっふ、ふっふっふっふっふ！　おほほほほ！

「おーっほっほっほっほっほっほっ！　あーっはっはっはっはっはっはっはっ！」

　──すごい。

　もはやギャグ漫画の世界にしか生息しないと思われていた『片手を腰に当てて高笑いするお嬢じよう様さま』が、今、ここに。ぽかーんと見上げる千波の目の前で、

「なーに言ってるの超音波！　私が、屈する!?　たかがあんたのサークルの、一般庶民の三年生相手に!?　冗じよう談だんでしょ！　笑わせないで腹が割れるよ！」

　香子は心底おかしそうにまだ大笑いしていて、これはもはやお嬢様などではないかもしれない。どっちかというと『悪の女王』だ。だって顔が完全に悪質ななにかになっている。

「私を誰だれだと思ってるの？　加か賀が香こう子こだよ？　悪わる巧だくみ、権けん謀ぼう術じゆつ数すう、他人を陥れる罠わな……はっきり言って、お家芸なの！　ＤＮＡからしてそこらの一般人とは違うの！」

「と、ところでティファニーへの誓いはどうなった……!?」

「誓い!?　はん！　こんなのティファニーでもなんでもない、駅ビルで買ったキュービックジルコニア１９８０円よ！」

　ものすごい謎なぞの説得力に、もはや千ち波なみも息を飲むしかなかった。

「しかしまあそのなんとか玲れい那なとかいう女、素人しろうとのくせして随分荒っぽいことしてくれるじゃない。私に相談して正解ね。光みつ央おと師匠まで巻き込んで、そんなの許せるわけないよ。私の名前を口にしただけでも完全に有罪。二度とバカなこと考えないように、きっっっちり、お仕置きしてあげなくちゃねえ……？」

　ただのお冷ひやのグラスも、こうして香子がゆらゆら回しているとまるで毒薬入りの不吉なブランデーのように見えてくる。万ばん里りの言葉がふと脳裏を駆け巡る。『解決……か、根こそぎ破は壊かいの計画立ててくれるかも』

　にっちゃり、と香子の美び貌ぼうに妙に濃のう厚こうな笑えみが浮かぶのを千波は見た。

「──うん、明日あしたは私に任せて。私、その合コンに参加する。とってもいい計画を思いついたかもしれない。全部まとめて、私が丸く収めるよ」

　言っていることは仁に鶴かくのようだが、その極悪を煮詰めたような笑顔えがおはまるで舌なめずりする肉にく食しよく獣じゆうそのもの。ていうか気づけば香子は合コンに来る気になっているではないか。あんなに散々悩んで困って、結局こんなことになってしまった。

　だが千波が恐れていたような「手て駒ごまにされる」感じではまったくなく、むしろ香子は、生き生きと邪悪。嬉き々きとして剣けん吞のん。頼っていい……のだろうか。もしかしたら、自分は開けてはいけない地獄の釜かまの蓋ふたを開けてしまったのだろうか。でも開けてしまったからには、もう引き返せない。いくしかない。やるしかないのだ。どうせはなから破は滅めつの道しか見えていなかった。

　もういいよ。壊こわれてしまうものならば、いっそ進んでブチ壊してしまえ！

「な、なんかいきなりおなかすいてきた……！」

　箸はしを摑つかんで、千波は急きゆう激げきに感じた空腹を満たすべく冷めてしまった定食に取り掛かる。香子も残っていたエビフライを尻尾しつぽごとぱくっと食べてしまって、

「デザートもいく？」

　綺き麗れいな顔を輝かがやかせて微笑ほほえんでいる。

「いくいくいく！」

「……泊まってもいい？　準備があるの」

「もちろんですとも！　メニューとって！」
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　夜が明けるまで作業は続き、しばし仮眠をとって、香こう子こは仕上げのために午前中のうちに一度自宅へ戻っていった。

　二人ふたりが再び相まみえたのは夜。千ち波なみの新居からもほど近い、とある繁はん華か街がいのカフェのカウンター席。

「こっちこっち、ここ」

　千波は手持ちの服の中では最もシックに思われる、黒のノースリーブワンピースにサンダルという出いで立たちで、少々遅れてやってきた香子を迎えた。下ろした髪は珍しくちょっと手をかけてブローしてふんわりとさせ、ルースパウダーとグロス程度だが、一応薄うす化げ粧しようなども施してみた。

　香子はもちろん、いつも通りの完かん璧ぺきな美人ぶり。きゅっと口角を上げて描いたパールベージュのリップが麗うるわしい。淡いブルーのミニスカートワンピースにカーディガンを重ね着して、手にはやや仰ぎよう々ぎようしい大荷物を携えている。カツカツとハイヒールを鳴らして歩いてきて、にやりと笑う。

「さあ──お仕置きタイムの始まりだよ」

　カフェの片隅で頭を二つくっつけてのヒソヒソ話の悪わる巧だくみ。最終打ち合わせは三十分ほどかけて、入念に行われた。







「初めまして。加か賀が香子です。今日きようはお誘いいただいてありがとうございます」

　どうせ千波は泣きを入れると決めてかかっていたのだろう。

「……うっそぉ」

　玲れい那な先せん輩ぱいは本当に現れた香子の姿を見て驚おどろいたらしい。しばらく憮ぶ然ぜんとつけまつげの目を瞬しばたたかせていたが、やがて気を取り直したように笑顔えがおになった。
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「香子ちゃん、玲那の合コンに参加してくれてありがと～ね！　今日きようくるメンズはかなり期待できる系だから、ノリよく明るく盛り上げていこ～ね！　そこの部へ屋やだよ。他ほかの女の子たちはもう来てるから、入って入って～」

　合コンの会場は、ちょっと高級な居酒屋の個室、カラオケつき。女性陣は揃そろって早めに集められ、男性陣を華やかにお迎えすることになっているらしい。

　香子が先に個室へ入っていくのを見届けてから、千波はちょい、と玲那先輩の肘ひじをつついた。

「あのー、加か賀がさんが心配なので、あたしも一いつ緒しよにいていいですか？　ボディコンはなかったんですけど、一応スカート穿はいてきました」

「なんか岡おか、今日きようすごい鼻声なんだけど。ま、いいよ。ただしちゃんと雰囲気壊こわさないで盛り上げてよね。……ていうか、正直連れてこられるわけないって思ってたけど？　散々むりむりって言ってたじゃん」

「すっごい頑張ってお願ねがいしたんですよ。玲れい那な先せん輩ぱいが無む茶ちや言うから」

「ふぅ～ん……そうなんだ。とりあえず、ぶっちゃけかなり助かったかも。今日のギャルズ、招集がうまくいかなくてかなりレベル低いんだもん。実はさっきまで玲那、ひそかにあせりまくってたんだよ。メインディッシュなしじゃお話にならないし」

　人をおかずの肉扱いしていられるのも今の内……。なにも知らない玲那先輩は、「そろそろ時間だ」と真剣に手て鏡かがみを覗のぞき込む。前髪には本人なりのこだわりの角度があるらしく、必死に指先で分け目をなぞっている。

「しっかしあの子、近くで見るとほんとに美人じゃな～い？　ヤナ、どうしてあの子と付き合わなかったんだろう？　もしかしてリアルに隠れゲイ？」

「……さあ、どうしてでしょうねえ」

「まああんな奴やつのことはどうでもいっか。さてと、岡もあの部屋で待っててよ。玲那がメンズを引率してくるから」

「その前に……玲れい那な先せん輩ぱい、あたし約束通り加か賀がさんを合コンに連れてきましたから、あの件、なしにしてもらってもいいですか」

「ああ、学祭の上映会コンペから岡おかのとヤナのを落としてやるって話？　ふん、いいよ。ていうか、玲那は選考委員から下りよっかな～。ほら、普通にあんたたちのがレベル低くて落とすってなったときに変に疑われるのもやだし。そもそもこのためだけに立候補したようなもんだしぃ」

　指先にとったグロスをぽんぽんと唇に塗り足しながら、玲那先輩はそう言って鼻先で笑った。なんだかんだで機き嫌げんはよさそうで、香こう子こが登場して救われたのは本当なのだろう。

　ぜひ、下りてくださいな。腹の底だけでそう言い返して、千ち波なみはポケットの重みをそっと確たしかめる。実はここにはボイスレコーダーが入っていて、今のやり取りはすべて録ろく音おんされている。今後万が一、玲那先輩が事態を悪化させるような行為にでたとしたら、これが役に立つことがあるかもしれない──と、香子が言って貸してくれたのだ。「使い方は簡かん単たんだよ、ここを押すだけ」「……加賀さんって、マイボイスレコーダー持ってるの……？」「中学生の頃ころからね」にっこり。

　まあ、人には人の思春期がある。

「おっと着信……メンズが下についたみたい。じゃあ岡、中で待ってて」

　エントランスへ向かう玲那先輩と別れて個室に入ると、そこには香子を含めて七人の女子大生がすでにずらりと勢ぞろいしていた。ソファから投げ出された長い生足、生足、生足。香子の隣となりに座った千波に、皆さん「どうもー」「今日きようはよろしくー」程度だが、そこそこ愛想よく笑いかけてくれる。

　玲那先輩は低レベルなどと言っていたが、千波の目にはなかなかどうして、十分に派は手で系けい美人の見本市のように思えた。アナウンススクールや読者モデル仲間からも芋いもづる式に集められてきたという美形たちに、千波はちょっと身体からだを傾けて声をかける。

「あのーみなさん、今日はあたしたちちょっと余よ興きようがあって、演出の都合上、出入口に近いところに座ってた方がいいかもしれませーん」

　続いて香子も、

「それと、一応荷物も手元に持ってた方がいいかも」

　と。余興ってなに？　などといぶかしがりながらも、全員がバッグを片手に、ちょっと座る位置を変えてくれた。玲那先輩の席は、一番奥のコーナーにキープ。

　やがて玲那先輩が合コン相手を引き連れて個室に入って来た。ドアを開くなり開口一番、

「イエーイッ！　こちらが今日の玲那軍団でーす！」

　軍団呼ばわりか。目を見かわす千波と香子だけをよそに、他の女子大生たちはこんなノリに慣なれているのか「こんにちはー！」「あー！　○○さんじゃないですかぁ！　前に一回お会いしてるんですけどぉ！」「どこに座りますぅ!?」キャーキャーと必要以上にかしましく盛り上がって男性陣を出迎える。千ち波なみと香こう子こも形ばかり「きゃあきゃあ！」「わいわい！」と賑にぎわいに混ざってみる。

「へー、落ち着いた店じゃん、いい感じ」

「今日きようの玲れい那な軍団、超レベルたっけー！」

　てっきり同じ数だけ来るのかと思いきや、男性の人数は五人だけ。なるほど、あくまでこれは「おもてなし」であって、恋人探しの場ではないのだ。

　ひとしきり「何飲みます～!?」とか「荷物こっちに置きます～!?」とかのやりとりがあって、注文した飲み物が各おの々おのの手に渡ってから、

「ではでは、今夜の『玲那会』、始めさせていただきまーす！」

　玲那がショートパンツから伸びる脚を存分に見せつけながら、もったいつけて立ち上がる。拍手と歓声で盛り上がる中、

「乾杯前に、簡かん単たんに自己紹介だけさせて下さーい！　え～っと、幹事の玲那のことはみなさんご存じだと思うのでスルーしてぇ、まずはサークルの後こう輩はいの、」

「千波でーす！　皆さん、お仕事おつかれさまでーす！」

　千波は大げさに手を振って笑顔えがおを浮かべてみせる。「おっ、萌もえ系！」「妖よう精せい！」「玲那軍団には珍しい～！」と男性陣が盛り上がる。皆さん恐らくは二十代後半、ポロシャツやＴシャツのラフなスタイルにスマホを握りしめたまま、結構楽しげに目をキラキラさせている。

「ていうか、飲み物ぬるくなっちゃうんでいきなり乾杯しちゃいましょう！　せーの、かんぱーいっ！」

　段取り無視、勝手に千波が乾杯してしまったのに個室が笑いに包まれた。フリーだな！　と皆さん受けつつ、摑つかんでいたビールのジョッキをぶつけ合って飲み始める。

　そうそう、今のうちに飲んだ方がいいんだよ。無む駄だにしちゃうのはもったないからね。千波も喉のどに一気に流しこもうとして「……んぐ」ややむせかける。本日はとある事情により、耳の奥の圧がへこみ気味なのだ。耳たぶを引っ張りながらちらっと香子を見る。香子は軽くジョッキを上げて（始めるよ）の合図。ついに、だ。

　作戦、開始。

「じゃあ、自己紹介続けますね。初めまして、香子です」

　すらっと立ち上がった抜群の美女っぷりに、低い唸うなりのような歓声が男性陣から漏れた。無邪気な玲那軍団の女子の一人ひとりが「モデルさんですよね？　どこの事務所？」と訊たずねてくる。

「いえいえ、一介の女子大生です」

　ええー！　というのは男性陣から。

「モデルさんじゃないの!?　もったいないなあ、さっすが玲那軍団！　玲那、こんな綺き麗れいな子、どこから見つけてきたんだよ？」

「ていうかスカウトとかされるでしょ？　君、美人だね～とかって言われまくるでしょ？」

　正面に座ったポロシャツが興きよう味み津しん々しんにそう言うのに、「んー、まあ……」と香こう子こは思わせぶりに唇を尖とがらせ、視し線せんをくるりと。

「ハーフっぽいね、とはしばしば言われます」

「あーわかるわかる、そう見えるかも！　肌も真っ白だし、北ほく欧おう系けい？　ちょっとロシアン入っててもおかしくないっぽいルックスだよねえ」

「いえ、よく言われるのは、人間と魚……とか？」

「マーメイド！　なるほどね！」

　あはははは、この子ちょっと不ふ思し議ぎ系けいだ、と男性陣も玲れい那な軍団も揃そろっておかしげに笑う。

「あと、野や獣じゆう……？　半獣……ケンタウロスっぽいオーラがあるよねって、みんなが。ところでここ、ちょっと暑くないですか？」

　そう言うなり、香子はさらっと羽は織おっていたカーディガンを脱ぎ捨ててノースリーブのワンピース姿になる。ちなみにこのワンピース。昨日きのう、千ち波なみの新居でミシンを出しての突貫工事で仕立て直されるまではカーテンで、その前の日までは錦きん糸し町ちよう社宅の千波の部へ屋やにかけられていた。

（今だ！）

　隣となりの席から千波はさりげなく手を伸ばし、息を止め、香子のスカートの裾すそから伸びるリボンをぐいっと引っ張った。ブチブチブチ、となにかがちぎれる感触。そして──

「……っ!?」

　一いつ瞬しゆん。

　それまでのざわめきが止やんで、空気がいきなりぴたりと静止する。

「なにかありましたか？」

　涼しい顔で微笑ほほえんだ香子は、すごいと思う。千波は実際、息を止めていても目に来る刺し激げきを感じている。喉のどから鼻にズキューン！　と突き抜ける、この……ハーフ臭。魚の生臭さと獣けものの刺激臭を煮詰めたような凄すさまじい激臭の出どころは香子だった。

　数秒間は気まずい沈ちん黙もく。やがて、見交わす人々の目と目。落ち着きをなくす密室の男女。なくなる表情。そして、

「……いっやあぁぁぁぁ！」

　最初に逃げ出したのは玲那軍団の女子たちだった。手に手にバッグを引ひっ摑つかみ、「くさいくさいくさーいっ！」「無理、死んじゃうぅぅ！」「さいっあく！　二度とこねえ！」ときゃあきゃあ泣なき喚わめきながらドアから飛び出していく。玲那先輩もその後を追おうとするが、

「ちょっと待って玲那も……はうぐぅぅぅ……っ！」

「え、皆さんどうしたんでしょう？　え、なにがあったんでしょう？」

　素知らぬ様よう子すで激臭源の香子が退路を塞ふさぎ、通せんぼして逃げられない。軍団の後に続いて男性陣も鼻と口を押さえて涙目、ガクガク震ふるえながら「ほんとだ！　ハーフハーフ！　君、ハーフ！」「ていうか玲れい那な、半魚人とかケンタウロスとか連れてきてんじゃねえよ!?」「もう玲那会は解散！」「かいさーんっ！　永遠にだーっ！」もはや体てい裁さいを整ととのえる余裕も失うくし、膝ひざで這はいずるようにこけつまろびつ逃げていく。

「うぐっ、んぐぅ……お、岡おか……あんたっ……まさか……玲那をこのバイオテロで仕留めようと……っ!?」

　ほとんど白目で玲那もハーフ（正気と失神の）、腰を抜かしながら千ち波なみに詰め寄るが、

「あ、あたしも知らなかったんですぅ！　ノースリ状態の加か賀がさんに会うの初めてだし、まさかあんな最さい臭しゆう兵器を隠し持っていたとは……って、ぶふ！　あたしうまくないすか!?」

「うまくない！　笑えない！　ていうか、ていうか……玲那、わかった……！　ヤナがあの子と付き合わなかった理由が今、超はっきりわかったぁぁ……っ！」

　ようよう這はって個室を出ていく。千波はそのタンクトップの襟えりぐりに、さりげなく最初に引っ張ってちぎれたリボンを背後から投入。リボンも恐らくは激臭、逃げても逃げても玲那の後を追っていくことだろう。これにて玲那軍団、ひとまず壊かい滅めつ。

　いきなり静まり返ってしまった個室に、「お帰りでしたら幹事さま、お会計の方を……くさ！」と店員らしき人が玲那を捕まえた声が聞こえてきた。

「作戦……」

「成功!?　だよね!?　ややや、やった！　加賀さん、あたしたちの勝利だ！　大成功だ～！」

「当然っ！」

　思わず満面の笑えみでハイタッチ、二人ふたりしてガッツポーズしながら「ふん！」とお行ぎよう儀ぎ悪く鼻を鳴らす。ぽろりと事前に鼻の奥に栓せんとして詰めておいた脱脂綿の玉が転がり出てきて、

「おえぇぇぇっ！　まじでくっさあぁぁぁ！」

　香子が思いっきりえずくのが笑えた。やっぱりあの涼しい顔はやせ我慢だったか。

　激臭のもとは、カーテン生き地じで作った香子のワンピースの内側に縫ぬい付けてあった。袋は全部で三つ。一つは魚袋。千波の新居近くのスーパーで手に入れたクサヤの焼いたのに、期限が危なそうなアラ、塩辛を合わせて、魚ぎよ醬しようと酢で漬つけ込んでみた。それをきっちり鬼密閉して、もう一つは獣袋。香子が作製したもので、キャットフードとブルーチーズをいらなくなったムスク系コロンで溶かしたペーストに、弟の運動靴の使い古した中なか敷じきを漬け込んでみた。そして最後の袋にはココナッツの車用液体芳ほう香こう剤ざい。これらを並べてリボンをつけ、引っ張ることで袋が破れ、まじりあい、それぞれの激臭が見事なアコードを作り出したのだ。試作すること数回。深夜には恐ろしい事故も起きた。脳を侵す激臭の中でたたずむ千波の脳内には今、地上の星しか流れていない。

　とはいえしかし、

「作戦は成功だけど……自軍への被害も甚じん大だいすぎないか……!?」

　あまりにも激臭。さすがに千波の足元もふらついてくる。

「……立つ鳥跡を濁にごさず、だよ！」

　香こう子こは素す早ばやく服を脱いでしまって一いつ瞬しゆんだけ下着姿を晒さらし、持参したルーズなワンピースを頭からかぶる。さすがに脱いだ激臭源はここに置いていくわけにはいかず、重ねたビニール袋に突っ込んで厳げん重じゆうに密封、しかしやっぱり臭い。脱いだ服も香子も思いっきり臭い。

「超音波！　例のものを！」

「アイアイサー！」

　千ち波なみはバッグからファブリーズを取り出して、香子にも荷物にもぶっかけまくる。ついでに辺りにも申し訳程度に吹きかけて、

「それではこれにて、華か麗れいに撤てつ収しゆう！」

　ばさり！　とマントの裾すそを払うかのように香子が身を翻ひるがえす。そのどこか高貴なリーダーシップに思わず付き従ってしまうが、

「言うほど華麗かあ……？」







　千波の新居目指して、二台の自転車が夜の道を爆ばく走そうしていく。

　普通のママチャリが千波。そして折り畳みのマイ自転車をわざわざ抱えて持参してきたのが香子。激臭になっては公共交通機き関かんは使えなくなるだろうと、事前に検討を重ねた上で選んだ帰宅の手段だった。地図で確かく認にんしたところそんなに距きよ離りも遠くなく、道もわかりやすく、一時間もかからずに帰りつけるはずだった。

「あははははっ！　うはははははっ！　はははははははっ！」

　ハンドルにかけたビニール袋が、臭くて臭くて、笑えてたまらない。千波は止めようもなく大笑いしながら、ペダルを漕こぐ足に力を入れてぐんぐんこいでいく。隣となりに並んだ香子も白いおでこを全開にしてゲラゲラ笑っていて、

「これ、向かい風のときはいいんだけど、追い風、やばくない!?　自分の臭さに追いつかれて逃げ場がないよ！」

「うん、追い風まじやばい！　あたしも思ってた！」

　玲れい那な先せん輩ぱいを余計に怒らせてしまっただろうか──そんな憂うれいなど、この爆笑の夜の中ではちっぽけなものだった。自転車を漕ぐたび、浮かんでは背後に吹っ飛んでいく。やれ、といわれたことはやったのだ。香子を連れてこいと言われて連れていった。ただ、その香子が臭かっただけだ。これで恨うらまれる筋合いはない。言げん質ちもばっちりとってやった。

　不ふ思し議ぎなほどに気分は爽そう快かいで、千波の胸には笑うたび、大量の酸素が清すが々すがしく巡った。東とう京きようは秋の入り口、夜の風は透き通るようにひんやりしている。向かい風限定で、汗に濡ぬれた額ひたいから熱ねつが奪われて心地ここちよかった。

　香子は本当に、事態を一応は丸く収めてくれた。自分が死ぬほど臭くなる、という手段でもって。しかし玲れい那な先せん輩ぱいは香こう子こにとって一いち期ご一いち会えの相手というわけでもなく、激臭キャラの烙らく印いんを背負ってしまって本当によかったのだろうか。そもそも香子には関かかわりのない話だったのに。

　どうしてこんなことまでしてくれたんだろう。

　さすがにその憂いは簡かん単たんに吹っ飛んではいかず、思わず千ち波なみは隣となりに並んだ香子の横顔を見るが。

「ああもうほんっとに笑えた！　お仕置き成功、大成功！」

　折り畳み自転車の小さな車しや輪りんをちまちま漕こいで長い髪をたなびかせ、香子は心底楽しそうに美び貌ぼうを綻ほころばせている。目と目があい、さらににやーっと笑う、敵に回してはいけない天然物の意地悪女子。

「ねえ見た!?　あの根性曲がりのへっぴり腰！　動画とってやればよかったのに！」

「見てた見てた、かっくんかっくんしてた！　ていうか……ていうか、加か賀がさん、あのさ」

　訊たずねてもきっと答えは返ってこない。そう思うのだが、つい。

「ここまでしてくれたのって、もしかして……」

　あたしに負い目があるから？　あたしはそれを利用した？　そんな言葉を千ち波なみが口にしてしまうよりずっと早く、

「お仕置きするのが楽しいから、に決まってるでしょ！　それ以外になにがあるの!?　いっとくけど、あんたとは仲良しなんかじゃないからね！　今後も友達ヅラなんかしないでよ！　私は常にだいたい誰だれに対しても、お仕置きする機き会かいを狙ねらってるの！　それだけなの！」

　香子の高笑いが冷たく響ひびき渡る。「ひどーい！」と返しながら、千波の喉のど元もとはぬるく緩ゆるむ。質問の切っ先をあえて香子が逸そらしてくれたのはわかったし、それは嬉うれしくもあった。

　加賀さん。

「だから妙なこと、いらないことは考えないのよ！　今はとにかく漕こいで、漕いで、漕ぎまくって、早くあんたの新居に帰ろう！　あーもう早くシャワー浴びたーい！」

　ありがとうね。今夜は、本当にありがとう。

　本当のところはわからない。他人の心だもの、わかるわけがない。でも、ありがとう。そう思うだけで、千波の世界は穏おだやかにくねる波のような笑顔えがおでいっぱいに満たされていく。

「……うん！　早く帰ろう！　シャワーして祝杯だー！」

　千波はサドルから尻しりを上げて前を向いた。誰もいない、この夜の道。目を開けて、頭振って、スピード上げて全力で、無我夢中の突進を見せようか。蹄ひづめで蹴けり上げたアスファルトの土煙から飛び出して、弾丸みたいに闇やみを射い貫ぬこうか。

「おっしゃあっ、あたしはヌー！　ヌーの大だい爆ばく走そうモード！　いくぜ半魚半獣の友よ！」

「友じゃないったら！　ていうか私の人成分どこよ!?」

　足並みそろえて、今夜はあたしたち、獣けものでいこう。







　　　　＊＊＊







　彼氏が欲しい。




　こんなにも切実に彼氏が欲しいと思ったのは、生まれて初めてのことだった。

　午前三時。

　シャワーを浴びて香こう子こが帰っていって、激臭の沁しみたあれこれをゴミステーションに出して、初めて本当に一人ひとりになったこの真夜中。

　淡い夢から目覚めてしまって、暗くら闇やみの底で千ち波なみはぼんやりと目を開いた。頰ほおが、生ぬるく濡ぬれている。手で拭ぬぐっても、拭う端からまた濡れて、耳を伝って滴したたって、枕まくらに敷しいたバスタオルに沁みていく。

　夢から現世に戻って来たときに、心の中のもやもやが「彼氏が欲しい」というくっきりとした一言にまとめあげられたのだ。欲しいけど、いない。ここには誰だれもいない。

　彼氏が欲しいなどと思うに至った理由は我ながら明白だった。

「もしもし万ばん里り？　実家はどう？　え、猫がいるの？　……あはは、ほんと？　ところでねえ、聞いて、今日きようすっごいことがあったの」

　──数時間前、千波の部へ屋やでシャワーを使った香子が携帯で話しているのが耳に入ったのだ。ごくシンプルに、いいな、と思えた。あんなわけのわからない大イベントをぶちかましたその後に、報告して一いつ緒しよに笑ってくれる人がいるっていいよな、と。一緒にいなかった時間を話して、気持ちを伝え合って、まるで家に帰っていくように自然にリラックスして。

　話したいと思う人。聞きたいと思う人。気持ちを伝えたい人。帰りたい人。それはやっぱり友達ではなくて、親でもなくて、恋人なんだろう。自分にはそういう相手がいないということを、千波は初めて意い識しきした。

　……世界の定員は一名だと、常々そう思っているけれど。人生は分かち合うことなどできず、他人のことがわかったなんて思うのはまやかしだと、他人のことをわかりたがるなんて強欲だと、スタンドアロンで生きていくことそのものが「人間」である証あかしだと、自分はずっとそう思っているけれど。でも。

「信じられないでしょ？　……そう、ほんとに静しずかの中敷きを……あはははは！　だから鼻に栓せんしたのよ、でも超音波が『これってとれなくなったりしないかな!?』って大おお騒さわぎして……そうなの！　ふんっ！　て、思いっきり」

　濡れた髪を腰のあたりまで垂らして、貸してあげた部屋着で座り込んでいた香子は幸せそうだった。とても羨うらやましかった。笑顔えがおは今まで見たどの瞬しゆん間かんよりも綺き麗れいだった。その姿を「違うの違うの、人間っていうのはそういうんじゃなくて、本当はね」などと否定することはできないと思えた。

　彼氏がいるって、いいものだな。

　素直にそんなふうに感じて、千ち波なみは香こう子この綺麗な横顔をこっそりと盗み見ていたのだ。そして同時に、その気持ちは自分のこととはまったく違う次元の、遠い世界の、関係のない地平にあるものだとも感じていた。そのときは。

　今。この自分の姿を、この現実を、このざまを見てみろよあたし、と思う。

　香子のように話ができる相手がいないどころか、身を横たえているこの空間が自分の家だとすら思えない。

　ここにはなんにもない。ここはどこでもない。一人ひとりぼっちの自分は命いのち綱づなもなしに宙を漂うだけ。人間というか、グライダーだ。本当に。

　あたしはグライダー。

　高い空を音もなく巡航する、ただ一機きの──

「……っ……！」

　ベッドから起き上がり、涙が溢あふれて止まらない両目を押さえた。あたしは、あたしは、あたしは──泣いているよ。

　立てた膝ひざに顔を埋めると、コットンパンツの布地に涙が染みた。

　ぽたりと一滴。最初は毛細血管のように。細かに分ぶん岐きして。さらにぽたぽたと滴したたって。零こぼれ、溢れ、降り注ぎ、流れながら枝分かれして、それはやがて時間をかけて、広大な流域をもつ河となる。

　アフリカだ。

　千波の眼がん下かには、網あみ目めのような河が大地に広がっているのが見える。それを越えて、無数の獣けものの群れが大移動を開始する。そのあまりにも過酷な旅には生き残る保証などない。それでも行くのだ。旅立つのだ。

　なぜなら、雨が降ったから。

　アフリカに雨が降る理由を、知ってる？

　……あなたは、知ってるの？

　大地が濡れて、無数の自分が群れをなして、今、命を賭かけて走り出した。土煙。蹄ひづめの音。速度が上がる。白い鳥たちが付き従う。肉にく食しよく獣じゆうが狙ねらっている。浮いた死体。あっちにもこっちにも。グライダーからあたしはそれを見ている。止めることなどできなくて、もはや全滅するしかないのかもしれない爆ばく走そうぶりを、ただ、こうして眼下に見ている。そして「誰だれか気が付いてよ！」そう叫んでいる。

　あたしを下ろしてよ！

　声を上げて泣きながら、千ち波なみはベッドから飛び出し、携帯を引ひっ摑つかんだ。雨が降ったら走り出す。

『ヤナ、気づいたことがあるの。あたしは彼氏が欲しい。どうして今まで気がつかなかったのか不ふ思し議ぎだけどでももしもヤナが彼氏としてあたしのそばにいてくれたとしたらあたしはものすごくとても』

　そこまで一気に打って、クリアボタンを押す。すべてを消す。送信できるわけがない。だって頭がおかしすぎる。第一、もう、遅いではないか。

　そんなことはわかっているのに、なのにどうしてもまた性しよう懲こりもなく、

『今、雨が降って』

　打ちかけてやめる。クリアボタンを押す。

　どう考えても、ベッドに戻った方がよさそうだった。千波は携帯から手を離はなし、泣きながら、タオルケットを頭から被かぶり直し、闇やみの中に小さな身体からだを隠すみたいに丸めた。ここは安全だろうか？　無残な軀むくろを晒さらさずにすむだろうか？

　大地を駆ける獣けものの群れは、夢の中でならちゃんとどこかにたどりつけるだろうか？
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　１．おれになにが起こったか










　前から思っていたのだが、香こう子こと二に次じ元げんは意外と気が合うらしい。

　ほら、今も。

　ゴシックな劇げき場じようのガラガラの客席。赤い豪華な椅い子すに二人ふたりは並んでゆったり腰かけ、一つのオペラグラスを仲良く交互に使って舞ぶ台たいを眺めている。顔を寄せて時折小さく囁ささやきあっているが、話している声はおれには聞こえない。そんなふうにして二人が一体なにを見ているのかといえば。

　おれを見ているのだ。

　おれは、舞台に一人ひとり立ち、相当困った事態になっている。

　まず裸である。のっけから犯罪だ。ライトを浴びてキラキラと朝あさ露つゆみたいに輝かがやいているのは、陰毛のラメ。このもじゃもじゃのふざけた煌きらめきぶりは、否応なく、おれという生き物が今置かれている見世物状態のレベルをぐいぐいと高めている。

　もちろんキラキラしているのは陰部だけではなく、頭からつま先までの全身、すべて。おれは全身にラメ入りオイルをたっぷりと塗り込み、てらてら、つやつや、ぬめぬめといやらしく肉色ゴキブリよろしく体をテカらせて、眩まばゆいスポットライトの真下に佇たたずんでいるのだ。

　しかも、頭にはパンツ。てっかてかの下品なゴールドの生き地じにスパンコールを縫ぬい込んだ、もはや変態用としか説明のしようがないビキニパンツ。

　……かぶっている。

　それを、おれは、頭にかぶっている。

　股こ間かんにあてがわれるはずの部分を頭頂部にあてがい、脚が出るはずの二つの穴から伸びかけた髪を犬の垂れ耳みたいに飛び出させ、その耳部をへなへなと揺らしながら、計っている。踏み切るタイミングを。

　ぽっ、ぽっ、ぽっ、ぽっ、と規則的に刻まれるリズムに合わせて、バク転をしようということになっていた。香子と二次元はそれを見に来ている。ぽっ、ぽっ、ぽっ、ダーン！　ぽっ、ぽっ、ぽっ、ダーン！　ぽっ、ぽっ、ぽっ、ダーン！　このリズムでおれは跳ばなければいけない。高く、なめらかに、しなやかに、正せい確かくに、何度も、華か麗れいに、美しく。

　しかしさっきからどうしても踏み切れず、タイミングを合わせられなくて、おれは困り果て、無ぶ様ざまな棒立ち姿を晒さらし続けているのだった。ぽっ、ぽっ、ぽっ、……うぅ。またいけなかった。だめだ。

　手がぬるぬるだから、怖いのだ。

　勢いをつけ、思い切り足を踏み切って背を反らし、後方に手をついたところで「ぬるっ！」となってしまったらやばいではないか。おれは脳天から硬い舞ぶ台たいに叩たたきつけられてしまう。頭が割れて流血沙ざ汰ただ。

　踏み切れないままもぞもぞと膝ひざを揺らすばかりのおれを眺めて、香こう子こと二に次じ元げんがまたなにか言っているのが見えた。グズだね、とか言われているのだろうか。あいつダメだな、とか。しかし怖いものは怖いんだよ。しょうがねえだろ。

　そうこうしているうちに、パンツをかぶった頭から生暖かい液体がぬるー……とゆっくり垂れてきたのを感じた。脂汗か、それとも髪につけすぎたオイルか。

　妙に粘ねばり気のあるその液体は、鼻の脇わきを重たく伝い、ぼたっ、と裸足はだしの足元に滴したたった。見やればその、意表をついたドス黒さ。

　あれ？　と声が出た。

　これは……血じゃないか？

　ていうか。ぬるぬるとぬめる両手を広げてみれば、そもそもこの手をぬめらせているのは黒にも近い真まっ赤かな血。おれの血。頭を触ってみればやっぱり血！　いてえし！　まだバク転もしていないのに、おれの頭はすでに割れていて、流血沙汰にもなっているようだった。なんじゃこりゃー！（もちろん松まつ田だ優ゆう作さく）

　ぽっ、ぽっ、ぽっ、……。

　そのとき突然、オペラグラスを覗のぞいている香こう子この声が、外れてしまっていたスピーカーのケーブルをつなぎ直したみたいに耳にはっきり飛び込んできた。

「じゃあちょっと私のこと撮とってみてくれる？」

　続けて、

「あーいいよいいよ。ちょっと待ってね……カメラ起動すんのおせえな。よし、ポーズ」

　二に次じ元げんの声も。

　その途と端たん、すべてが腑ふに落ちた。

　全裸で陰毛キラキラ、頭に変態パンツ、それでいてバク転しなければいけないなんてわけがわからない。意味不明すぎる。こんなの現実のわけがない。要するに夢だこれは。

　目を開けろ。

「……っ……」

　そして、

「……なんだよ」

　息をし、

「……見物に来たのかよ、俺おれのこと……」

　覚かく醒せい。

　現実へ帰き還かんせよ──おれは、新しん宿じゆくの外れにある陰気な病院の一室に昨夜から入院しているのだ。







　昼飯後のうたた寝から覚めたばかりの目には強すぎる白い光の中で、「あら」と眼鏡めがねをかけた香こう子この顔と、「おっ」と口をすぼませた裸眼の二に次じ元げんの顔が次第にはっきりと像を結んでいく。

　眼鏡は、あれは確たしか二次元のだ。二次元が手にしているiPhoneのカメラは香子に向けられている。

「……見み舞まいにしちゃ随分、楽しそうじゃねえか……」

　一体なにをしてんだか、こいつらは。ひとが入院している病室で、きゃっきゃと楽しげに撮さつ影えい会かいなどやっていやがって。

「あっ、これ？　これはね、伊だ達てメガネをね、探してるのよ私」

　言い訳するようにおれに首を振ってみせながら、香子は眼鏡を二次元に返した。

「ちょうど二次元くんがかけているようなフレームのが欲しくて、ちょっと試しにかけさせてもらったんだけど度が強すぎて鏡かがみが見られないの」

「だからiPhoneで撮とろうかってなって……いやいやいや！　そんなのどうでもいいからさ！」

　すちゃっと戻って来た眼鏡をかけ直し、二次元は椅い子すに座ったままで改めてずいっとベッドの俺に覆おおいかぶさるように顔を近づけてくる。近い。

「ど～うしたよやなっさん!?　一体なにがあった!?」

「そうだよ光みつ央お！　心配でお見み舞まいに来たんだよ私たち！　どうしたのよこのケガは？」

　香子までガタガタ椅子を引きずってきて、ベッドのパイプにひしっととりすがる。まるで危き篤とく状態の親類を覗のぞき込むような二人ふたりの距きよ離り感かんだが、実際、おれはそこまでひどい状態ではなかった。

　頭の傷は、縫ほう合ごう四針分。精密検査の結果、流血以外に異常なし。もう一晩、大事をとって入院するように言い渡されていたが、それすら大げさな気が自分ではする。

　ぽっ、ぽっ、ぽっ、とうたた寝の夢の中まで侵入していたリズムは、抗生物質と痛み止めの点滴が立てるかすかな音、というか、血管に伝わる圧だった。この痛み止めがやたらとよく効くようで、傷の痛みはほとんど感じないし、ついでに意い識しきもぼーっとして、油断するとついつい眠り込んでしまう。

　一番安い大おお部べ屋やは満室とのことで、しぶしぶ二人部屋に入ったが、ベッドの一つは空いていて、ここは優ゆう雅がな個室状態だった。とことん静かで、真っ白で、すべての感覚が軽く麻ま痺ひしたような感じだ。テレビもあるにはあるが、カードを買ってこなくては見られない。まあいいやと思っていた。あとたった一日のことだし、携帯でネットやメールをするのはＯＫだそうだし、そもそもなにしろ退屈する暇もなく濃のう厚こうな眠気がおれを断続的に襲おそっていたし。

　肘ひじをついてゆっくりと上体を持ち上げ、床しよう頭とう台だいに置いた携帯で時間を見る。病室にはなぜか時計とけいがないのだ。午後二時をすこし過ぎていて、未読メールが二通。一通は香こう子こから「今から二に次じ元げんくんとお見み舞まいにいくよ」、もう一通は二次元から「加か賀がさんとお見舞いにいくけどなにか欲しいものとかある？」と。惜しい。もっと早くメールを見ていれば菓子を所しよ望もうしたかった。この病院の食事はちょっと変なにおいがしてあまりうまくなく、量も足りない。

「もしかして光みつ央お、今、私からのメール読んでる？」

「おお。寝てて気づかなかった。ていうかたいしたことねえんだ、ほんとに。ちょっとしくじっただけ」

　えー、と二次元と香子は同時に眉まゆを寄せて低く呻うめく。

「たいしたことない奴やつが入院なんてするかよ？　しくじったって、どうしたんだよ？」

「一体なにが起きたわけ？」

　この事態の始まりを口に出して説明するのは、昨夜以来、これが三回目だった。

　最初は傷の処置をしてくれたドクター。それから、連絡を受けて今け朝さ早くに駆けつけてきた母親。そして今。目の前にいる二次元＆香子。

　おれは「バイト中に階段から落ちて」という説明の三回目を繰くり返そうとして、唐突にひどい疲労を感じた。包帯を厳げん重じゆうに巻かれた頭を柔らかすぎる枕まくらに戻す。あー、と適当に口を開いて声を発しながらも、眼めの奥にどろりとねばっこい眠気を感じる。抗あらがいがたい、どこかへ無む理り矢や理りに背中から吸い込まれていくような心地ここちよさ。

　ぽっ、ぽっ、ぽっ……って、あれは。

　あれは、こんなにかわいらしいポップなリズムとは程遠かった。もっと低くて、重かった。

　ぼたっ！　ぼたぼたぼたっ！

　うん、そんな感じだ。その前にはめこっ！　もあった。

　めこっ！　のち、ぼたぼたぼたっ！　だ。

「……昨日きのうは、ショットダンサーやっててさ……ああ、だめだ、眠……」

　ショットダンサーってなに？　と香子が首を傾かしげ、俺おれもわからない、と二次元が首を振るのが見えた。

「とりあえず、なんだかいかがわしげだよね」

「うむ、イカかぐわしげですな」

　頷うなずき合う二人ふたりの顔の輪りん郭かくが、それっきり、再びしゅわっと暗がりに溶けていく。







　さて、ショットダンサーとはなにか。

「あんた今日きようショットダンサーよ！」

　社長にいきなりそう言われて、おれにもそれがなんなのか、そして現場でどういう役割を担えばいいのかわからなかった。そしてこのときおれの目は、とても残念なものに問答無用、釘くぎ付づけになっていた。

　ふと、脳裏にこんな一節が蘇よみがえる。

『男はハンターなのです。揺れたり動いたり光ったり見え隠れしたりするものを自動的に視し線せんで追ってしまう本能があるのです。だから視線を集めたい時には必ず揺れるタイプのピアスやイヤリング、ネックレスをつけて！』

　──法学の講こう義ぎ中ちゆう、前の席の女が鬼気迫る必死さで精読していたモテバイブルに書いてあったのだ。あまりにも真剣に丁てい寧ねいに、グリグリとラインマーカーを引きながら読み耽ふけっていたので、後ろから暇つぶしに覗のぞき込んでいたおれまでつい内容さ暗記してしまった。かくして情報は正しかった。あれ本当だったぜ、と名も知らぬ彼女にも教えてやりたいほどに正しかった。

「そして今日の客は野や獣じゆう！　奴やつら危険よ、気をつけてっ！」

　にゃぁーおぅっ！

　ネコ科猛獣の真ま似ねをして鉤かぎ爪づめポーズ、前歯を剝むき出してみせる社長は、肥こえたボディに玉たま虫むし色いろのパイソン柄ジャケットを着込んでいる。そしてその中に、黒い網あみを着込んでいる。網というか……ネット……？　ストレッチの効いた素材は「全内ない臓ぞうフォアグラ」「牛八頭分のサーロイン」「座った後のサウナのシートに尻しり型がたの石せつ鹼けんができていた」などと評されている社長の肉体（というか脂体）に激はげしくみっちり貼はりついて、むっちり盛り上がる曲面を強きよう調ちようしまくっている。そしてジャケットの前がぱかぱか開閉するたびに、おれの目の焦点はとある二点に突き刺さってしまい、そこから引ひき剝はがすことができなくなっていたのだ。

　網目から

　　　ぴょっこり飛び出す

　　　　　　　　　　　乳首かな

　　　　　　　　　　　　　　　みつお

　ツンッ！　ツツンッ！　と。ロケットの先端を思わせる尖とがりぶりだった。ちょうど乳にゆう輪りんぴったりサイズの穴から押し出されるように、社長の渋染め特とく濃のうチョコブラウンの乳首が二つ、ぷりぷりっと円えん錐すい状じように網目から真正面へ攻こう撃げき的てきに突き出しているのだ。ここにいるよっ、ここだよっ、と存在をアピールするみたいに強調されたそいつらは、妙にツヤツヤてかりを帯びて、わがままな贅ぜい肉にくのたゆたゆに引っ張られるように揺れ、動き、光り、そしてジャケットの襟えりに見え隠れしていた。絶対見たくないのについ見てしまう。絶対追いたくないのについ追ってしまう。さながら美人の鼻くそみたいな求心力。

「……しかし、社長その服、なんつーか……超すごくないすか」

「あ、これえ？　昔のゴルチエのリメイクよ～！」

　これはゴルチエには知られてはいけない。モチベーションや美的感覚を著しく損なう可能性がある。強くそんなことを思っていると、

「それはさておき、支し度たく急いでよっ！　あんた来るの遅いじゃないのよっ！　なによっ、女の子も出る健全系のイベントだといそいそ嬉うれしげに早め出勤するくせにぃ～！　こんのエロ侍ざむらいっ！　スケベニンゲンっ！　のろまノンケの柔らか猫ッ毛っ！　ああんも～かっこいいぃぃ～……」

　てろ～ん、と二の腕をいきなり指先で撫なで上げられる。網あみ目め乳首÷男の本能＝（罵ののしられ＋触られ＋熱ねつ視し線せん浴び）×ハラスメント＝高こう額がく時給。こんな嫌いやすぎる方程式が成立するバイトは社長のイベントバイトだけ。

　今日きようの現場は都内のクラブで、派は遣けんされたイベントは「傷心乙女おとめ限定ナイト」──心が傷ついた乙女ならば肉体の性別はなんでもよし、要するに女もゲイも混合で若い野郎をいやらしい目で眺めてきゃあきゃあしよう、というド派は手でな爆ばく音おんハウス・エレクトロニック系の催しだった。

　例の如ごとく、深夜から早朝まで。いろいろキツイが、実入りはおいしい肉体労働。終われば現金取っ払いのバイトと割り切って、おれはロッカールームに入るなり着ていた服を全部脱ぎ捨て、すでに衣装のキラキラビキニパンツを身に着けていたのだが。

「ていうか、そのショットダンサー？　って、なにするんすか？」

「そこのボトル持って出るのよ！　チケット回収したらスタッフに渡して！　ちゃんとあんたが渡した分ってわかるようにクリップすんのよ！　その枚数でボーナス出すから！」

　ボトル？　チケット？　……ボーナス!?　矢継ぎ早に社長が口にするキーワードにいちいち質問を返したくもあったが、

「ああんもう今日って最低！　来るはずだったモデルが三人、まとめてビザ切れでとっつかまっちまって全然メンズが足りないのよぉ！　急いで急いで急ぐのよ柳やなぎ澤さわっ！　ハットはそこ！　ホルダーはそこよ！」

　こめかみの血管をドクドクさせつつテクノカット振り乱して喚わめく社長の剣けん幕まくに、おれはなにも言えなくなってしまった。とりあえず、せかされるままに金きん色いろのラメ入りのボディオイルを手のひらにたっぷり出して、体中に塗り付ける。ビキニの中にも手を突っ込んで、尻しりから内うち腿もものあたりも入念に。人間っぽく毛穴の立った乾かん燥そう肌はだなんて見せてしまったら興きようざめものだ。

　ロッカールームにはすでに数人分のシューズや荷物が乱雑にそこらへ置かれていて、店内からは凄すさまじい音量のテクノミュージックが鳴なり響ひびいている。まだ日付は変わっていないが、パーティは盛り上がりの絶頂を迎えつつあるらしい。

　仕上げにオイルで髪をかきあげたおれに、「ほら忘れないで、これよ！」と社長が二本の酒瓶──長く尖とがった銀ぎん色いろのポアラーを口に装着されたテキーラを差し出してくる。一体これをどうしろと。

「出たらわかるわ！　さあ、稼かせいでらっしゃいっ！」

　テンガロンハットをかぶらされ、テキーラの瓶の一本を手に持たされ、もう一本を裸の胸に斜め掛けにしたホルダーに差し入れられ、フロアへ荒っぽく押し出された。たちまち目が眩くらむ、激はげしくフラッシュする青白い閃せん光こう。狂おしく痙けい攣れんする一つの生き物みたいに見える人の群れ。おぞましい影かげが映るスモーク。耳から脳をリズミカルに蹂じゆう躙りんする爆ばく音おん。

　人いきれの真まっ只ただ中なかへ飛び出せば、もはや照れも恥もなかった。見世物として金をもらうことに徹てつする、それだけだ。おれは自分自身をこの場にふさわしいテンションで置きにいくのだ。こんな姿で素の立ち姿を晒さらすことほど虚むなしく哀しいことはない。おれはギラギラ輝かがやくオイリーラメ野郎。踊り狂って客を煽あおる、いわば人間と音楽の生ける繫つなぎ目め。ド派は手でに瞬またたくマッチョなシャーマン。澄すましたツラで金を握って、この夜も嗤わらって渡り切れ。

　そして、出ればわかるわ、の社長の言葉を理解した。なるほど、あれがショットダンサーというヤツか。

　小島のようにいくつかに分かれてせり出すステージには、彫像みたいなガタイの男性モデルたちが立ち並んでいる。彼らの足元から客たちがチケットを差し出して、大きく口を開けている。その口をショットグラスに見立てて、ポアラーから直接テキーラを勢いよく注そそぐのだ。見ていると顔や胸元にも思いっきりかかってしまっているが、客たちは全然気にしてはいないらしく、大いに盛り上がって声を上げ、あっちこっちで口を開けた自分をアピールするみたいにジャンプしまくっている。

　そしてあのチケットがおれたちのボーナスになる、と。あれが本物の千円札なら相当な額がくになるだろうが、まあ、そんなに世の中甘くはないか。

　状況を把握するなり俄が然ぜんやる気が湧わいた。スペースが空いていた一番そばのステージに駆け上がるなり、腰をひねって腹斜筋を激はげしく戦慄わななかせ（これをやると必ず盛り上がる）、テキーラの瓶を高く掲げてみせる。瓶の重みで脇わきから二の腕の筋肉のねじれも際立っているはずだ。見ろ！　来い！　おれがテキーラくれてやる！　ヒュー！　カマーン！　イエー……と。

　……あれ？

　おやおや？　これは？　どうしたことだ……？

　いつもはここで湧き立つはずの「キャ～～～ッ！」が、来ない。熱あつく突き刺さるような視し線せんも感じない。ていうか誰だれもいねえ。調ちよう子しを外されて、フラッシュ瞬く店内を見渡す。

　おれが自分の足元から沸き上がるのを期待していた激しい歓声は、すこし離はなれたところから聞こえてきた。

　そちらを見やれば、ＤＪブースの近くの、恐らくは一番上席だったステージ小島。そこを独占して踊っているのは、この社長のイベントバイトでは初めて見かけるアフリカン系の超長身、凄すさまじい美形だった。

　こういう仕事には慣なれているのか、自前のノースリーブシャツに蝶ちようネクタイとベスト、極ミニのビキニパンツという目立ちまくりのスタイルで、分厚く引ひき締しまったゴージャスな身体からだを獣けもののように波打たせ、彼は客の視線を一人ひとりでほぼ独占しているのだ。彼のパンツには見ている間にも次々とチケットがねじこまれていき、膨ふくらんでしまって、今やほとんど赤ん坊のオムツのようにさえ見える。よっ、ムーニーマン！　儲もうけてんな！　などと、人を羨うらやんでいる場合でもなく。

「おっはよう、柳やなぎ澤さわくん！」

　隣となりから踊りながら声をかけてきたのは、打ち上げで何度か一いつ緒しよに飲んだことのある白人ハーフの碧へき眼がん美形、ジェイ君（本名不詳）だった。

「よう！　おす、おは！」

「チケット一枚につき百円だってさ、ボーナス！　でも相当アピールしないと目立てないよなあ、これ！」

　行き場のないポアラーの先端を、ジェイ君は半ばヤケになったように曲に合わせて振り回して見せる。通っている美容系専門学校の学費を親に頼れずに稼かせいでいるとかで、おれたちは似たような境遇の苦学生同士、結構気が合って会えば親しく話す仲だった。ストイックに絞られたジェイ君の胸や背中には銀ぎん色いろの紙ふぶきが汗で貼はりついていて、息も上がっているが、手にしたボトルはほとんど中身が減っていない。ビキニパンツに挟まっているチケットもほんの数枚だけ。相当苦戦していると見えた。

「百円かよ!?　微妙すぎじゃね!?　ここのキャパそもそも二百人ぐらいだろ、一人十枚ぐらいは持ってるとしても……まあいいや、ていうかあの人すごすぎねえか!?　お客さんほぼ独り占め状態じゃねえかよ！」

「そうそうそう、そうなんだよ！　さっきからずっとこの状況！」

　曲の暴ぼう力りよく的てきなリズムに合わせて、本日一番の稼かせぎ頭がしらと思われるアフリカン美形は「Shots!　Shots!　Shots!　Shots!」と吼ほえるように叫んでいる。あの岩がん盤ばん掘くつ削さくするみたいな腰の動き。股こ間かんがショベルカーならブラジルまで掘り返せそうだ。煽あおりに煽られて客たちはもはや忘我の境地、激はげしく踊り狂い、危なっかしいふらふらの肩車で必死に口を開け、テキーラ求めてチケットを振り回す。一人一人の口にワンショットづつ注そそぎ込んでいくのも面めん倒どうになったのか、もはや適当に「散布」しまくっているような状態で、宙に跳ねたアルコールの滴しずくに必死に舌を伸ばしながら客たちは飛びつき、押し合い、さらに熱あつく跳ねまくる。

　その狂乱からやや距きよ離りを空けられて置いていかれ、ジェイ君が一応は踊り続けながらもぶすっと顔を曇くもらせる。

「あーあ、ずりーよあんなの！　なにあの胸板！　今日きようは別の現場行けばよかったかも……」

「しょうがねえじゃん、ほれ！」

　ふざけて冗じよう談だん半分、ポアラーの先をジェイ君に向けると、即座に口を大きく開けて身を屈かがめてくる。その口めがけ、勢いよく瓶を振って注ぎ込む。うまい具合にテキーラを口に含み、飲み下して、

「……っくあー！　つえー！　あははっ、お返しお返し！」

　同じように口を開いて、ジェイ君のテキーラ、ワンショット。食らうなり、吹き出してしまいそうになる。口から喉のどから胃まで焼けつくような凄すさまじい高度数アルコールの刺し激げき。唇を思い切きり窄すぼめ、ぐっと喉に力を入れ、なんとか飲み下し、

「……っくう～～っ！」

　川平かびら慈じ英えいそっくりの声が出た。そんなおれを指さし、ジェイ君が「ぎゃはははっ！」とバカ笑いする。早くもアルコールが回ったのだろうか、とりあえずさらにお返し、もうワンショット。そのお返しをもらい、そのお返しをして、さらにお返し。おどけてジェイ君がほとんど曲芸みたいな体勢で思い切り仰のけ反ぞってブリッジ状態、おれが注いだテキーラをうまいこと口に含むと、大きな歓声が沸き起こった。

　気が付けばステージの足元には何人かの客が集まり始めていて、「テキーラ！　テキーラ！」「こっちにもちょうだ～いっ！」「こっちが先だよ、先っ！」ぴょんぴょん競きそい合うように飛び跳ねながらチケットを振り回し、鯉こいのように口をパクパクさせていた。

　ジェイ君と目と目で合図、即座に縄なわ張ばりをきっちり決めて、自陣の端からチケットを受け取っていく。思いっきり開かれた肉にく色いろピンクの暗い穴みたいな口こう腔こう目がけ、音楽に合わせ、次々にテキーラを注そそぎ込んでやる。汗に塗まみれた派は手でな女が二人ふたり、口に酒を含むなりお互いの頭をがしっと摑つかみ合い、思いっきりシェイクし合って「……きゃあああー！」即フラフラ。絶叫しながら人波に揉もまれて暗がりの底に沈んでいくのが見える。一体なにがあったやら。

　とにかくおれはチケットをもらって、テキーラ！　もらって、テキーラ！　そうして激はげしく踊りまくる。踊り、煽あおり、盛り上げまくる。見み栄ばえがいいように計算して、恥ずかしげもなく裸体を晒さらして、テキーラを客の口にぶっこみまくる。これが今夜のおれの仕事だ。「イエー！」と叫んで瓶を高く上げると、やっとおれ宛あての歓声のレスポンスが沸いた。楽しくなってきてさらに叫ぶ。踊って腰を跳ね上げる。オイルの肌をぬるい汗が伝い落ちる。真っ白い閃せん光こうが繰くり返し炸さく裂れつする。日付が変わって無我夢中の夜が深まる。

　……まあ、でも。そりゃ、あれだ。

　とはいえ、というやつ。

　色々な観かん点てんから、これが「良い仕事」とはとてもじゃないがいいがたいことは、もちろんおれも自覚はしているとも。下らない仕事だ。下品な水商売。でも、案外、嫌いではなかった。それに、この仕事を続けたいと思う明めい確かくな理由もある。

　これを続けている限り、おれはリンダ先せん輩ぱいと繫つながっていられる。

　もちろん、それ「だけ」ではない。時給でいえば相当な額がくで、こんなに割のいい仕事は他ほかにはそうそう見つからないはずだ。それにプロのＤＪやＶＪと知り合いになれて、業界の話や技術の話、音楽の話を聞くことができる。彼らにもらった名刺やメールアドレスのメモはおれには宝物にしか見えないし、聞いた話の中に出てきた情報のすべてを学び、理解し、吸収し尽くし、身の内のものにしたいと真剣に思えた。己おのれのセンス一つを頼りに、ＭａｃＢｏｏｋを背負い、あるいはレコードを死ぬほど抱え、ロストバゲージに怯おびえながらも地ち球きゆうのどこにでも飛んで行く大人おとなたちに、おれは心の底から憧あこがれているのだ。

　そして社長が妙におれを気に入ってくれていて、かなりの高こう額がくを払ってくれるのも、時間の融ゆう通ずうがききやすいのもありがたかった。正体の知れない人ではあるが、本当にやばいこと、たとえばドラッグや「個人的なお誘い」、「関かかわってはいけない社会のこと」からは絶対に学生を守ってくれるというバイト仲間の評も、今のところは噓うそではなかった。この手の仕事に紛れ込むということは、そういう罠わなが常に足元に口を開けているということでもある。社長は他ほかのイベンターに学生を紹介しないし、社長の下にいる限り、おれたちは本当の深みには堕おちないでいられる。

　などなど、そんな感じであらゆる特典がこのバイトにはあるのだが。でもやっぱり理由として大きいのは、リンダ先せん輩ぱいだ。

　あの人が一いつ緒しよだから、おれはこのバイトを続けたいと思っている。

　おれはあの人が好きだった。

　だからできるだけこのバイトを一緒に続けて、同じイベントに一緒に出て、打ち上げにも一緒に出て、一緒に時間と空間を共有したいのだ。ただの大学の先輩、後輩というだけではなく、万ばん里りの友達というだけでもなく、おれという人間の存在をちゃんと個別に認にん識しきしてもらいたかった。

　だから、ここにいるのだ。リンダ先輩は今は実家に帰省していてここにはいないけれど、おれはこの「一緒のバイト」で、あの人を待っている。おれたちはこの点で今もアクティブに繫つながっているのだと信じて、いつまでも、ずっと、アホみたいにギラギラてかりながら待っている。

　とにかく会いたい。顔を見たい。話がしたい。声を聞きたい。おれのことをわかってほしい。あの人のことが知りたい。笑わせたい。おれを見てほしい。おれから離はなれられないと思ってほしい。

　ふと、頭の中で日付を確たしかめてみた。気が付けば、おれはもう二週間以上もリンダ先輩に会っていないのか。

　長いな。

　ぱかぱかと下からアピールしてくる口に勢いよくテキーラを注そそぎ込む。チケットを受け取り、ビキニパンツの腰に挟む。曲に合わせて腕を高く振り上げる。回す。

　本当に、後期が始まるまで東とう京きように戻らないつもりなのだろうか、あの人。……いや、というか。違う違う、戻ってきたんだ。そう、戻ってはきたんだ。

　先週、一度東とう京きように戻って、でも、

『実は私、こないだちょっとだけそっちにいたんだよ。香こう子こちゃんと万ばん里りのことがどうしても心配だったから、サークルの飲みだけ出て、また実家にとんぼ返りしたんだ。二人ふたりとも元気そうだったから安心したな～。じゃあまたね』

　──おれには会ってくれずにまた実家へ帰った。

　どういうこと？　それ以外の言葉はなかった。一応無ぶ難なんな内容で返信はしたが、本当の気持ちはただ一つだ。どういうこと……!?

　すべては事後の形で知らされて、それまでずっと会いたい会いたい会いたい会いたい会いたい！　でも！　あの人は！　実家だから！　無理ッ！　と、念仏みたいに胸で鬱うつ々うつ、一人ひとり唱え続けていたおれは、間抜けこの上なしか。本当は手が届くところにいたのに、ぼけっと知らずに（知らせてもらえずに）会えたかもしれない機き会かいをスルーしてしまったわけだ。なにそれ。どういう方向性でおれは納得して、この心を落ち着ければいい。

　踊りながらさっきジェイ君がしたように大きく仰のけ反ぞって、自分の口にテキーラをワンショット。一いつ瞬しゆんで脳のう髄ずいが焼かれたみたいに痺しびれる。食道に火が走る。唸うなって耐えつつ、ポアラーの先端でぐるり、挑発。見ている客たちは狂ったように盛り上がり、叫び、両腕を高く上げてジャンプジャンプ、飛び回る。

　……こっちにいたならそのときに教えてくれれば、どこにだって駆けつけたかったのに。別に時間なんて作ってくれなくたっていいよ、なんなら立ち話でも、新しん幹かん線せんの改札のとこで何秒か一いつ緒しよに歩くだけでもよかったよ。手を振るだけでもよかった。会釈するだけでもよかった。とにかく、おれはあの人に会いたかった。今も会いたい。会いたいというこの気持ちを、伝えたい。ただそれだけだ。

　なんで、わかってくれないんだよ。

　ていうか、もしかして、わかった上でのこの仕打ちかよ。

　つまり、やっぱ、要するに、嫌われてるのか、おれ。嫌われてしまったのか。会いたい気持ちなんかこっちには全然ないから！　というアピールをするために、あの人はわざわざ「東京にいたけどあんたには連絡しなかったから～！（笑）」情報をおれに寄よ越こしたのか。あえて。

「柳やなぎ澤さわくん、ふらついてきてない!?」

　ジェイ君に声をかけられて、確たしかに視界がぐらぐらし始めているのに気が付いた。まずい、酔っぱらってしまったかもしれない。……アホなんだろうかおれは。テキーラ売る奴やつが自分で飲んで、ふらふらになってどうする。

「上いこうか!?　実は俺おれもちょっと飲みすぎたかもしんね！」

　ジェイ君の誘いに頷うなずいて、おれたちは客たちに愛想よく手を振りながらひとまずステージから降りた。その足がおもしろいぐらいにふわふわして、おれはやっと己おのれの結構な酔い具合をはっきりと自覚した。

　上というのは、クラブの壁かべの上部にぐるりとつけられたキャットウォークのことだった。照明の設置やメンテの際に人が歩けるようになっていて、ここから見上げると恐らく幅は１メートルほど、手すりがあり、今は何人かのダンサーが下を見ながら体をくねらせている。あそこにいればチケットはもらえないが、休きゆう憩けい扱いにもならず、酔いを醒さませられそうだった。まあ、頑張ったところでどうせ一枚百円だしな。

　人の汗と熱ねつ気きで蒸むし風ぶ呂ろみたいになっているフロアを横切っていく途中、ジェイ君が後ろから耳に口を近づけ、轟ごう音おんに負けじと声を張って話しかけてくる。

「そういえば柳やなぎ澤さわくん、前に今度海行くから身体からだ焼くって言ってなかったっけ!?　暗いから見えないけど、どう!?　焼けた!?」

「ああ、そうそう！　行くには行ったんだけど、ぜんっぜん焼けなかったんだよ！　ちょうどその日めっちゃ天気悪くてさ！　なんか大雨降ってきやがるし！」

「えー!?　最悪、ついてねえじゃん！　海も入れない感じ!?」

「いや、なんだかんだで結局楽しく遊んでは来たんだけど、本気で最悪だったのはその後だぜ！　帰り道！」

　おれは振り返ってジェイ君と話しながら、スタッフしか立ち入れない暗がりの隅、喧けん騒そうからやや離はなれたところに設しつらえられた階段の手すりを摑つかんだ。階段というか、ほとんど梯はし子ごだな、これは。壁へき面めんに貼はりつくように、まっすぐ真上へ続いているステップも階段というには小さくて、幅が15センチぐらいしかない。キャットウォークまでの高さはちょうど建物の一階分ぐらいだろうか。ステップに足を乗せ、せーの、と体重をかけて踏み込む。ぎしっ、と手すりが軋きしむのを聞きながら、背後のジェイ君を振り返る。

「一いつ緒しよに行った幼おさな馴な染じみが車運転してたんだけど、事故りかけてさ！」

「事故!?　マジで!?」

「マジマジ！　おもいっきり居眠り！　ふっと気が付いたらもう……こう！　ぐおぉぉ～んって蛇だ行こう！　スピードも出ててるし、うわああぁぁ！　ぶわあぁぁ！　ってなって！　も、マジ、こう、左右にめちゃくちゃ振られてさ！」

　おれは愚かにも酔っ払い、片手で登りかけた垂直階段の手すりを摑んだまま、もう片手を大きく振り回した。あの日の事故の顚てん末まつを、おれはジェイ君にやや盛り目に伝えたかったのだ。この何気ない雑ざつ談だんタイムを楽しく盛り上げて演出しようとしていた。

「で、ぐおおぉぉ！　って、マジで崖がけが目の前に、」

　その手が、かぶっていたハットのつばにまず当たった。落としてしまいそうになって「おっと」ととっさに押さえようとし、身体を捻ひねり、バランスが崩れた。

　オイルでぬめっていた手が、ぬるんっ！　と、手すりから外れた。

　あー。

　こーれーはー。

　や──べ───。

　突然辺りの音が消え、時がぴたっと真空パックにされたようになる。心しん臓ぞうの音がドーン！　と一度大きく跳ねたきり止まって、いきなりスローモーションで世界が見える。すべての原子が一斉に静止したかのような、あまりにも唐突な、そして不吉な静けさ。自分が愚かで鈍にぶいぶくぶくの巨人になった気がする。

　おれの手は、必死に手すりを摑つかみ直そうとしていた。しかし叶かなわず、指は虚むなしく宙を搔かいた。踏み板で体重を支えていた足が、後ろ側に身体からだを引っ張る力に対抗する術すべもなく、そのまま指先の方から剝はがれていく。あまりにも無力に、身体がすべての支えを失う。放られるように階段から投げ出される。上下逆さにジェイ君の驚おどろく顔。

　やーなーぎーさーわ──く───ん────。

　ジェイ君の声まで愚ぐ鈍どん巨人化している。そうやってゆっくりゆっくり、でもどうしようもなく、おれはたっぷりとスローで落ちていき、ていうかこのゆっくり度合ならどこか打ってもさして痛くもなーい──の───で────は─────……と思っているうちに、

　めこっっっ[image: ]

　──なぜかここだけ現実的に残酷な速度と勢いと重み。

　頭ず蓋がい骨こつに、強烈な一いち撃げきだった。衝しよう撃げきと振動が思いっきり。人体が立ててはいけない系の音を盛大に発しつつ、おれは床に頭から叩たたきつけられたのだ。
















　２．カウントダウン










「……っぐ！　……ってえぇ～……っ！」

　即、打った部分を手で押さえ、おれは痛みと恥ずかしさをこらえて立ち上がろうとした。自分ではそうしたつもりだった。

　しかしなにがどうなったのか、おれは無ぶ様ざまに落下して倒れ伏したはずの階段下ではなく、バックヤードにするすると滑り込むところだった。これは不ふ思し議ぎ、瞬しゆん間かん移動じゃん。というか、今も足を動かしていないのに前方へ進んでいくぜ……というか、両足が引きずられている……？

「──長、はや──、──さわくん、だいじょ──、これでとりま──」

　途と切ぎれ途と切ぎれ、ジェイ君の声。おれはジェイ君に抱えられて引きずられ、椅い子すに座らされていた。なにがなんだか本当にわからない。生ぬるい液体が額ひたいからどっと流れ落ちてきて、思わず目を閉じる。拭ぬぐって再び目を開けると、ジェイ君の陰毛透ける薄うす手でサポーターの股こ間かんが至近距きよ離りで視界に飛び込んできた。「おお……!?」なぜだ、なぜ脱いだジェイ君、ていうか、なぜ脱ぎ捨てたホッカホカビキニパンツをおれの頭にかぶせるんだ。「これでよし！」……よくないだろう……絶対よくないだろうよこれ！　剝はぎ取ろうとした手が、しかしぬるりと滑った。そういや額ひたいのあたり、こめかみ、鼻の脇わき、頰ほお、触ればどこもぬるぬるベタベタとしていて、唇が猛烈にしょっぱく、鉄臭い。……わあ！　血じゃんかよ！　驚おどろいて、手を広げてみる。真まっ赤かだし、さらに膝ひざにも、床にもぼたぼたぼたっ！　血の滴しずくが垂れてきている。

「くっ、これだけじゃ押さえられないか……！」

　深刻な表情でジェイ君が最後の一枚、サポーターも下ろしたのが見えた。ふさっ、ぶるんっ、って。そしてそれも、ビキニに重ねて、恐らく相当スプラッタなことになっているらしいおれの頭にかぶせてくれる。

「ぎゃああああああ～～っ！」

　叫んだのはおれではなかった。いろいろあれこれ、叫びたいのはやまやまだったが、この声の主は社長。飛び出す３Ｄ乳首でおれの姿を見つめながら、社長が跳びかかるような勢いでドスドス駆け寄ってきたのだ。

「いやああぁぁ～～～なにこれぇ～～～っ！　やばいわやばいわ死んじゃうわっ、ていうか、ひいいぃぃ～～っ！　あんたなによすっぽんぽんでぇ～～～～！」

　歌か舞ぶ伎き役者が見み得えを切るみたいに激はげしくおれとジェイ君を左右に見やりながら（乳首で）、社長はその辺に放り出されていた誰だれのものかわからないタオルでおれの頭をさらに包む。スタッフたちも騒さわぎに気づいてどやどやとバックヤードに駆け込んでくる。なんというか、どうやら、本当におれはとてもとてもとんでもないことになってしまったらしい。やばい。気弱な実感がひたひたと湧わき、でもなぜかあまり痛みは感じず、ただ呆ぼう然ぜんと座り込んでいることしかできない。

「これは、病院すね！」

　全裸のジェイ君がなぜか妙にさわやかな顔つきで片膝立ちポーズ、スタッフたちにクイッ！　と親指を立てて見せる。

「うっわ、結構ひどいな、救急車呼ぶか？」

「おい、柳やなぎ澤さわ！　わかるか？　病院、今から行くからな！」

　おれはわかるわかる、と頷うなずいてから、

「救急車は……」

　いらないいらない、と首を横に。意い識しきは全然あるし、流血はすごいことになっているが痛みもさほどない。ゆっくりと立ち上がってみせる。ちょっとふらつくのは確たしかだが、調ちよう子しに乗って飲みすぎたテキーラのせいもあるかもしれない。

「客は気づいてないのね!?　よし、あたしの車で連れてくわ！　あんた、車回してここの裏につけて！」

　社長が放ったベンツのキーを受け取って、スタッフの一人ひとりが素す早ばやく走り出す。「さあ行くわよ、ゆっくり歩いて」と社長が手を貸してくれて、恐る恐るフラつく足を動かした。

「あ、待った待った！　柳やなぎ澤さわくんの、これだっけ!?」

　フルヌードのジェイ君が、山やま積づみの私物バッグの山から、黒いグレゴリーのリュックを見つけて持ってきてくれた。そうだ、助かった。財布も携帯も家の鍵かぎも全部この中だ。

「……サンキュー」

「背負えるか？　ていうか、裸じゃあんまりだよなあ」

　より裸の純度が高いのはジェイ君なのだが、心こころ優やさしいジェイ君はおれにリュックを背負わせてくれながら思案顔、尻しりも股こ間かんも堂々丸出しですこし辺りを見回し、

「うん、とりあえずこれ履はいて！」

　手近に放り出されていた誰だれかのビーチサンダルを足元に揃そろえてくれた。履くと、「ふう、ＯＫ！」と。……本当にＯＫか、おれ。頭から流血。血染めの顔と上半身。止血にかぶったビキニとタオルも血で汚して、オイリーな裸はキラキラ輝かがやくパンツ一丁。その背にリュックを背負い、ビーサンを履いて、おれは今、本当に、謎なぞの生き物に成り果てている。一体なんなんだろうか、おれ。誰。何。

　そこに休きゆう憩けいに入ったらしい本日のナンバーワン、アフリカン美形がのしっと巨体でやってきて、おれの個性的すぎてもはや狂気溢あふれる姿を見るなり「オゥ！」と目を見開いた。そりゃな……いいぜ、驚おどろけよ……。おれはもはやノーガードだ。驚かれ放題。おもろいだろ、ジャパンも時々。存分に驚かれ態勢に入って棒立ちになったおれに、しかし彼は、

「マイパンツ！　フォーユー！」

「……サ、サンキュー……」

　意外な優やさしさを見せてくれた。ラックからだらしなく垂れさがっていたグレーのスエットパンツを引っこ抜くなり、ずいっと差し出してくれたのだ。穿はいていいってことだろう。自分のデニムなどもはやどこにあるのかわからないカオス状態で、これは正直ありがたかった。でもこれを借りてしまったらあなたは帰りどうやって……と見やる先で「ヘイ！　マイパンツ！　フォーユー！　ｈａｈａ！」すっぽんぽんのジェイ君にもそこらに脱ぎ捨てられていたジャージを手渡している。どうもユアパンツではなさそうな雰囲気だが、

「もしもし？　は!?　なんですってぇ!?　どこのばかよド畜生っ！　……ああもうっ、じゃあいいわよ！」

　携帯で誰かと怒気も露あらわに話していた社長に、荒々しく「柳澤！」と呼ばれた。

「あたしの車のドまん前にどこかのバカが停とめやがって、車出せないのよ！　だから通りまで出てタクシー捕まえるわよ！　歩ける!?」

「……大丈夫です……多た分ぶん」

　狭い裏口から社長の肩を借りて出て、すぐ歓楽街を貫く大通り。空車サインのタクシーは何台もやってくるが、

「タ～～～～クシ～～～～！　って、なによこれバブル期!?　懐なつかしっ！」

　スピードを落として停車しかけて、しかしすぐに慌てて逃げるように行ってしまう。おれが頭に巻いたタオルもその中に被かぶったビキニも真まっ赤かに染めた流血しだるまだからだろうか。それとも上半身裸だから？　その裸の肌がラメラメオイルでてかっているから？　そのラメ肌にも血が滴したたっているから？　そして裸リュックだから？　そのうえ社長が乳首ツン立ち蛇スーツだから？　……指折り考えてみればおれたちとタクシーの間には、乗車拒否したい理由の数々がアイガー北ほく壁へきみたいにそびえ立っていた。

　ふっと急に目の前が暗くなり、おれはしゃがみこんだ。寒い……かもしれない。

「きゃああやだやだっ、くじけちゃだめよ！　大丈夫、あたしオカマだけど魂は漢おとこよ！　ていうか実は心に秘めてるの、武たけ田だ鉄てつ矢やを！　これあんたの世代に通じるかわからないけど！」

「……？」

　社長はきっと顔を上げるなり、突如その脂あぶら身みを翻ひるがえした。そしてビュンビュン車が走る車道に飛び出して、おれもさすがにぎょっと驚おどろいた。慌てて引き戻そうと思うのだが、頭がクラクラして俊しゆん敏びんな動作などまったくできない。

「あったっしっ、死にまっしぇ～～～んっ！」

　走り去ろうとする空車サインのタクシーの前に両手を広げて立ちはだかり、社長は身を張ってタクシーを停とめたのだ。急ブレーキ、窓から当然運転手が顔を出し「ふざっけんじゃねえ！」と叫ぶが、社長は構わず手を振り回し、「走って！　乗るのよ！」とおれに。

　言われるがままに最後の気力を振り絞っておれは立ち上がり、這はうようによたよた走って後部座席のドアを開けようとした。が、開かない。

「開けるのよ～開けなさいっ！　乗車拒否で協会にチクるわよ～～～っ！　ていうかあたし剝はがれないわよ～～～～っ！　轢ひいたカエルがタイヤにへばりついてるばりに剝がれないわよ～～～～～っ！」

　フロントガラスにしがみついてしつこく社長が喚わめくのに負けたのか、後部ドアが開いた。倒れるように乗り込むと、すぐに社長もおれの後に続いて「○○病院ね！　もし道混んでたら△△でもいいわ！　あ、××は絶対だめ～！」

　あ・そ・こ・は・死ぬ！　と、伯はか方たの塩しおのメロディーで。

「だああ～もうたまんねえなあ！　くっそ、シートが汚れるじゃねえかよ！　ていうかそいつ妙に油っこいし！」

　メーターを上げて走り出しながら、運転手は半分泣き顔だった。できるだけシートを汚さないよう、おれは「すいません」と必死に身を縮ちぢめることしかできない。ちなみにグレゴリーの接触面の汚染はもうとっくに諦あきらめている。

「クリーニング代も払うわよ！　ていうか、あれよぉ？　知らないのぉ？　車内でお産があると運気がめっちゃ上がるのよ～～～！」

「お産!?　これ、お産て言い張るんかぁおっさん!?」

「なんなら産むけど!?　産もうか!?　あ!?　産むかこるぁ!?　あ!?　認知するかてめえこの野郎！　パパ野郎！」

　──暗くら闇やみが、視界の上の方から幕のように下りてきた。次に目を開けた時には、おれは見知らぬ病院の、処置室のベッドに寝かされていたのだ。







　……そんなわけで。

　脳天近くに負った傷は縫ほう合ごうが必要だったし、実はほぼ泥でい酔すい状態でもあった。

　おれは処置を受けながらほとんど意い識しきを飛ばしていて、麻酔や鎮ちん痛つう剤ざいが使われたのかどうかすら自分ではわかっていなかった。それほどにあやふやであいまいな、テキーラ酔いで血染めのこの夜。

　入院を言い渡されて、「ところで君はなんでパンツ被かぶってたの？」などと含み笑いで訊たずねられるのになにか適当に返事しながら、半分眠った頭では、不ふ思し議ぎな夢を見続けていた。

『私のせいだよ、ごめん、こんなことになってしまって本当にごめんなさい……！』

　子供みたいに内うち股またで立ち尽くし、両手で顔を覆おおい、わんわん声を上げて泣き続けているのは香こう子こだった。

『私のせいで、私のせいで……！』

　なんだよ。おまえのせいじゃねえよ、意味わかんねえ、なに泣いてんだよ。

『私のせいなの！　ごめんなさい！　どうしよう、本当にごめんなさい！』

　一向に泣き止やもうとしない香子の姿に、覚かく醒せいしている頭の半分が、これはあのときの記き憶おくから呼び起されたイメージだな、と冷静に事態を把握していた。

　海にみんなで小旅行した帰り道。事故を起こし、道路で大泣きしていたときの香子。どういう脳の機き序じよなのか、おれはあの日の香子の泣き顔を今、夢に見ているのだ。

　しかし夢でもいいから会いたいのは、こいつじゃないんだけどな。とりあえず、なだめるようにおれは夢の中で泣いている香子に片手を伸ばし、おまえのせいじゃないから、と繰くり返し言って聞かせようとして、

『私のせいだって、言ってるでしょ』

　その手を思いっきり跳ねのけられた。バシッ！　と、いきなり悪意すら感じる強さ。

『ばーか』

　……えぇ!?

　驚おどろいて香子の顔を思わず見やる。

『忘れちゃったんだ、ばかだね光みつ央お。本当にばか。ばかすぎてもはや哀れだよ、哀ればかだよ光央』

　ふふん、と尖とがった鼻先を天に向け、顎あご突き上げた傲ごう岸がん不ふ遜そんな女王の姿勢。高々と組み直される、ほっそりとした両腕。意地悪さも剝むき出だしに薄うすく笑う薔ば薇ら色いろの唇。氷の炎みたいに冷たく燃もえておれを睨にらみつける、きつく吊つり上がった大きな瞳ひとみ。整ととのい方かただけは半端なく美しい、作り物めいた完かん璧ぺきな美び貌ぼう。隠す気もなく毒気滴したたる、陰険な本性。

　艶つやめく長い髪を優ゆう雅がにふんわりと背中まで垂らし、チェックのミニスカートのプリーツには一筋の乱れもない。濃のう紺こんのハイソックスにも、たるみなどあるわけがない。グッチのローファーは鏡きよう面めんみたいに磨き上げられ、ポケットにはイニシャルの「Ｋ」を刺し繡しゆうしたバーニーズの純白ハンカチが入っているはず。腕うで時ど計けいはカルティエで、トワレはどこだかのローズなんたらで、クリアなグロスはディオールのなんとかかんとかの何番か。その番号のヤツでなければ絶対にダメらしい。

　学園中の女子たちが、競きそい合うように高価なアイテムを揃そろって集めまくり、このスタイルを真ま似ねしまくっていたっけ。そう、これがおれの幼おさな馴な染じみの、嫌いや味みなほどにとことん完かん璧ぺきな通学スタイル。

『ぜーんぶ、私のせい。そうでしょ？　やっと、思い出した？』

　夏の熱ねつ風ぷうに舞まい上げられて、香子の髪がふわっと柔らかに揺れる。夢の背景が真まっ青さおに染まる。

『呪のろいは三つだよ……この、裏切者。ばーか』

　そうだ。この青さは、あの忘れがたくも呪わしい、塩素が匂におう真夏の──







　　　　＊＊＊







「三つでいいんだよね？」

「……っ……！」

　ぐは！

　息を猛烈に吸い込みながら目を開けて、そこに「あら光央が起きた」などとのんきに呟つぶやくツラ……そう、現実世界のこの病室、おれの目の前に確たしかに存在する本物の香こう子このツラを見つけた。夢の気分の延せん長ちよう線せん上、ついつい「誰だれがばかだよ!?」と張り倒したくなるのをぐっとこらえて、

「……やべ。どんぐらい寝てた……？」

　椅い子すに座っている二に次じ元げんに尋ねる。

「ほんのちょっとだよ。15分ぐらいかな。だよね、加か賀がさん」

「うん、それぐらい。無理して起きてなくてもいいよ。今アイスでも買ってこようかって言ってたの。食べられる？」

　財布と携帯だけを手に持って、香こう子こは病院一階の売店に買い出しに行こうとしていたらしい。

「……おまえのおごりならハーゲンダッツがいい。自腹なら、スーパーカップかチョコモナカジャンボがいい。でも正直、今、こんな状態でもあるし、おまえにおごられたい気持ちでいっぱいだ……」

「お、おごるわよハーゲンダッツぐらい、あんまり哀れを催すようななこと言わないでよ……。ていうか、そーうだ」

　急にくるりと振り返り、香子は「撮とっていい？」と携帯のカメラを向けてくる。

「んだよ。やめろよ、ひとが弱ってるところ狙ねらうとか趣しゆ味みわりーな」

「超音波が光みつ央おのこと、すっごく心配してるんだもの。今日きようもバイトがなければ一いつ緒しよに来たいって言ってたのよ。わりと元気そうだったよ～、って感じで写メ送ったらちょっとは安心するかも。ほら、もっと元気そうにしてみせて。撮るよ」

「どうせ撮るなら訊きくなよ、つうか、脳みそカチ割れて入院してて元気そうな奴やつってどんなだよ……」

「脳みそは割れてません。話なにげに盛らないで。いいから笑って。はい、チーズ！」

　ひょいっと二に次じ元げんがダブルピースで「おーれも」と頰ほおを寄せてきて、なんだかんだで男二人ふたり、アホっぽい作り笑顔えがおでついにこやかに収まってしまう。

「あら、いい笑顔。なんだか楽しげな写真が撮れた。万ばん里りにも送ろーっと」

　珍しくデニムにヒールのないバレエシューズという姿。香子は携帯をいじりながら、ぺたくたと頭の悪そうな足取りで病室を出ていった。髪もまるで千ち波なみがしているようなぼさっとルーズな一つ結びにして、今日はやたらとカジュアルな、香子にしては気合いの抜けた格好に思える。ほの白い顔はいつもより淡泊な印象だったし、化粧もろくにしていなかったような。

「……万里いねえと色気ゼロだな」

　おれがそう言うと、二次元も「な、な」とおれを指さし、大きく同意するみたいに笑いながら頷うなずいてみせる。

「加賀さんさあ、最近マジで岡おかちゃんとつるんでるっぽいよ。センス似てきたんじゃない？　なんか女って仲いいと友達同士で、服とか雰囲気とか似せてくるじゃん。すでに岡ちゃんの新居にも泊まったらしいし」

「へえ。引っ越しって確たしかついこないだだよなあ。仲良くしてんだあいつら」

「意外にも。ていうか岡ちゃんの新居、俺おれらも見学に行こうよ。早くケガ治して乗り込もう、万里も行ったんだぜ。引っ越しのときに一緒に手伝てつだったとかさっき加賀さんが言ってたよ」

「そうなの？　あいつ実家帰ってるんだろ？」

「そうそう、岡おかちゃんの引っ越し手伝って、それからすぐ帰ったみたい。なんかいいよな、帰る田舎いなかがあるってちょっと憧あこがれない？」

「……ああ。まあな」

「いつこっちに戻ってくるんだろうなー。静しず岡おかなんてすぐそこって感じだけど」

　本当に、いつ戻ってくるんだろう。静岡の実家から、東とう京きようへ。

　……そういや、そうか。静岡か。万ばん里りの実家も。

　そう思った瞬しゆん間かん、胸の一番底の名もなきボタンが、静かにカチリと押し込まれたような気がした。

　それがなんのスイッチをＯＮにするボタンだったのか、おれにはこのとき、まだわかってはいなかった。

　わかったのは、心の中で猛然と、デジタルの数字が「00：00：00」に向かって容赦のないカウントダウンを始めたということだけだ。

　なにかを目指して、こうしている間にも、残り時間がどんどん減っていく。
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　さて、塩素が匂におう真夏の青空の下。おれが香こう子こにかけられた『三つの呪のろい』というのはなんだったっけ。

　──その詳細を記き憶おくの中から改めてほじくり返そうとしたのだが、なぜだろう。いきなり全然別のことばかりがくっきりと思い出されて、止とめ処どない。

　それは今から遡さかのぼること二週間……と、もう少し前の、とある早朝の出来事だ。友人たちは誰だれも、幼おさな馴な染じみも知らない、知らせる気はない、おれとあの人のひみつの一幕。

　おれは（えー！）と激はげしく胸の内で喚わめきながら、しかし本当の口は穏おだやかに噤つぐんで、彼女の指の動きを目だけで必死に追っていた。

　始発が動き始めた朝方の、ＪＲのターミナル駅。

　新しん幹かん線せんの切符が買える券けん売ばい機きのタッチパネルを、リンダ先せん輩ぱいは慣なれた手つきでピッ、ピッ、と操そう作さしていく。東とう京きよう駅えきから特急券と乗車券、静しず岡おかから乗り換えて東とう海かい道どう本ほん線せん。斜め後ろに立ってその姿を見ながら、おれはただ（えー！）、間抜けな棒立ち。

「あれ？　うっそ、禁煙の指定席、満席？　平日なのになんでだ？　うーん、どうしよう、座れるのかな自由席……って、ごめん柳やなぎ澤さわくん。待ってるのだるかったら先帰ってもいいよ」

（……えー！）

　また。

　またこうやって、ポキッと小枝を折るみたいに心に食らう、ライトな一いち撃げき。しかしおれは踏みこたえ、何事もなかったみたいに涼しい顔を作って首を横に振ってみせる。

「いや、待ってますよ」

「そう？」

　悪いねごめん、急ぐね、と小さく肩を軽く竦すくめて、リンダ先せん輩ぱいはくるりと再びタッチパネルの画面と向き合う。急がないでいいすよ全然、と後頭部に声をかける。一秒でも長く一いつ緒しよにいたいんで。

　伸ばしている途中らしい髪を無む理り矢や理りに小さく結んだ毛先が、筆みたいにぴょんと元気よく跳ねている。細いうなじは後ろから一ひと摑つかみにできそうだ。耳の後ろの、真っ白い肌。Ｔシャツに包まれた肩が怖いほど薄うすい。まっすぐに伸びた背中へ続く弓のようなラインは、おれの目には、奇跡の造形にしか見えない。信じられないぐらいに造物主の理想通りの綺き麗れいな曲きよく線せん。何時間でも飽かず眺めていられる自信がある。

　襟えり元もとに赤く妙な跡がついてしまっているのは、今日きようのパーティで被かぶらせられた「恐竜頭」のせいだろう。多た分ぶんおれにも同じ場所に、同じ跡がついているはずだ。男も女もバイトは全員ワイルドな裸足はだし、ヒョウ柄の生き地じの衣装を着せられて、おれは最初はターザン＆ジェーンの世せ界かい観かんなのかと思っていた。しかし正解は原始人。

　鼻の下に骨を一本横につけるか、すっぽりと大きな恐竜の頭を被るか。選べと言われて、おれもリンダ先輩も当然楽そうな「骨」に立候補した。が、希望者多数でジャンケン勝負、おれたちは揃そろって負けてしまった。想像した通りに、過酷だった。視界は口の部分からわずかに前方が覗けるのみ、暑さと重みでクラクラしながら、おれはダンサーとして、リンダ先輩は給仕係として、今こ宵よいのバイトをなんとか倒れずに乗り切ったのだ。これで「骨」と同じ給料なんて……ジャンケンで負けたとはいえ、まったく納得いかなかった。「骨」の連中は「でもこれなんかくせえよ、鼻の穴ダイレクトで」などと言っていたが、くさい程度がなんだ。こっちは暑くて重い上にくさかった。

　考えてみれば、恐竜頭を被って「今夜ずっとこれ!?　うわ、きっつ……！」と苦しげに呻うめいたリンダ先輩の姿をみたときから、今日の（えー！）の嵐あらしは始まっていたのだ。

　せっかく綺麗にメイクしてあった顔は完全に隠され、ミニ丈たけのワンショルダー原始人ワンピースも（やや懐なつかしめ、某芸能人の『別に』騒そう動どうが思い出されるフォルムではあったが）かわいくて似合っていたのに。いきなりリンダ先せん輩ぱいは、ていうかおれもだが、おもしろワールドの住人になってしまった。

　そのナリでぞろぞろとフロアに出ると、人混みから突き出す恐竜頭どもは、すぐにどれが誰だれだかわからなくなった。リンダ先輩と一いつ緒しよのバイトのときにはいつもしているみたいに、踊りながらさりげなく姿を探して、ずっと目で追っていることもできやしなかった。

　いつになく苦行度高めの原始人パーティがやっと終わったのが、午前三時を過ぎた頃ころ。パーティから打ち上げに移行して、しばらくして、リンダ先輩は「そろそろ始発動くな。帰ろっと」軽く呟つぶやくなり、ショルダーバッグをひょいっと摑つかんだ。すっかり油断してまだヌラヌラてかっていたおれは（えー！）と慌てて立ち上がった。もうちょっと一緒に飲みたいんですけど！　「ってわけで、お先！」（えー！）帰るならおれも一緒に帰ります！　急いでデオドラントシートで全身を拭ぬぐい、Ｔシャツを被かぶり、キャップでオイリーな髪を隠し、グレゴリーを背負ってリンダ先輩を追いかけた。この時点ですでに３えー。ジャンケンに負けたときのも入れれば４えー。そしてさらにここから（えー！）の勢いは増していく。

　夜中の喧けん騒そうがさらわれたみたいに搔かき消えて、妙に静かな明け方の道のり。二人ふたりして駅を目指して歩きながら、おれは胸にせり上がるあれこれを必死に抑えようとしていた。まるで嵐あらしのように、感情が暴あばれて収まらない。バレないように必死に一秒でも長く横顔を盗み見ようとしながら、荒れ狂う恋心を宥なだめすかして足を動かし続ける。興こう奮ふん。乱心。沈ちん黙もく。息いき遣づかい。何一つ失敗できないという、頭がおかしくなりそうなプレッシャー。

　が。

　一方のリンダ先輩はといえば「……あー、だる……。すっごいねむ。ねー、疲れたねー今日きよう」（えー！）テンション、低！　すっげえ、凪なぎ！　そしておれの一人ひとり相撲ずもうっぷり！　「ふぁ～あぁ……打ち上げさあ。あれ、出ないで帰れたら楽だよねえ。まあ電車動かないと帰りの足がないからしょうがないけどさ」（えー！）おれにとっては打ち上げこそが本番、あなたとまったり喋しやべるためにバイトに出ているようなものなのに！　「あ、こっちが近道なんだよ」（えー！）まさかの、ルート短たん縮しゆく！　「ほら、もう駅についた。この行き方だと早いでしょ？　ていうか私ちょっと券けん売ばい機きに用事あるから、先に行ってていいよ」（えー！）おれ、必要度、券売機以下！　ていうか、それぐらい、一緒にいさせて下さいよ……！　「いいの？　じゃあちょっと待っててね。切符買うんだ、今日一眠りしたら実家帰るから」（えー！）帰っちゃうんすか……!?　離はなれ離ばなれ、すか……！

「い、いつまで実家にいるんですか？」

「後期始まるまで東とう京きようには戻らないかも。地元の友達といろいろ遊ぶ予定で、同窓会もあるんだ。社会人になっちゃった奴やつらも連休あるから集まろうかって話で」

（え～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！）

　……終わった。終わったよこれ。終わっただろ。

　がっくりとおれは虚脱して、

「……そう……なんですか……」

　とだけ、なんとか呟つぶやいた。ここまでで一体いくつの（えー！）を積つみ上げたのか、もはや計算もできない。そして連発された（えー！）の星々のど真ん中に、天あまの川がわみたいに煌きらめくラストのこの、巨大えー。

「さーて、指定席とるぞー。親が出してくれるっていうから、プチ贅ぜい沢たく」

　えー……って、これはまあ、別にいいか。

　ていうか。……勝手に。超、個人的に。

　おれは一人ひとりで、とある目標を定めていたのだ。大学が夏休みの間に、リンダ先せん輩ぱいに告白をしよう、と。ひそかに、決意していたのだ。

　大学が始まってしまったら、おれとリンダ先輩の関係は、また単なる「先輩・後輩」の枠にきっちり再び収まってしまうだろう。せっかく長い夏休みの間に「先輩・後輩」感が薄うすれて、バイトという大学外の個人的な、新しい接点で結びつくことができたのだ。これを生かしたいとおれは思っていた。

　バイトやその打ち上げで話をしたり一いつ緒しよに帰ったことは何度もあったが、改めておれから誘って、約束をして、会ってもらったのは二回だけ。

　一回目は震ふるえながら、偶然を装って、「あれ、すいません、間違って電話かけちゃいました。あー、えっとー、あはは、そうすね、んー、どうしよう、……ていうか、もし暇だったら、メシとか。……普通に。これから一緒に食いませんか」──間違って電話をかけたなんて、思いっきり噓うそなのはバレていたかもしれない。

　しれないけれど、しかし、リンダ先輩は普通に「うん、いいよ」と出て来てくれた。

　待ち合わせをした改札口にふらりとやってきたその顔を見た時、本当に、涙が出るかと思った。滲にじむように、輝かがやくように、リンダ先輩の姿だけが、世界から衝しよう撃げき的てきなほど鮮せん烈れつに、生き生きと浮かび上がっていた。背後を行き来する他ほかの人間も風景も、まったく色彩を感じなかった。それほどおれは嬉うれしかったのだ。こんな嬉しさを与えてくれる人間は、この世にリンダ先輩だけだった。嬉しさと、喜びと、（なにかしくじったらこれが全部失われるんだ）といういきなり奈な落らくの恐怖がおれを襲おそった。一人内心の乱高下にそのままほとんど過呼吸起こしかけたが、リンダ先輩のバイトで顔を合わせているときと変わらない気楽なノリに救われた。どうにかこうにかリラックス。おれたちはその夜、下らないバカ話をたくさんしながら、一緒に夕飯を食べた。

　二回目はもっとストレートに、「こないだ唐揚げ好きって言ってましたよね？　超うまい店見つけたんで、行きませんか」と、やはり震えながら誘った。リンダ先輩はやはり普通に「いいねいいね、行こうよ」と出て来てくれて、終電のギリギリまでおれたちは本当に楽しく時を過ごした。飲んで、食って、喋しやべって、今度はおごらせてもらえた。その五時間が、おれには、ふっと人生を照らし出した温かなライトみたいな、一いつ瞬しゆんよぎった光みたいな眩まぶしさで感じられた。

　家に帰ってからも、日付が変わってからも、おれはリンダ先せん輩ぱいと並んでカウンターに座って食事をしたひと時を何度も繰くり返し思い出し、笑い、悩み、呻うめき、反省し、悶もん絶ぜつしていた。

　あの時間、おれはリンダ先輩の存在を独占していたのだ。あの人がいたのは、おれの隣となり。他ほかのどこでもなく、おれの隣。おれの。そう思うだけでただただ幸福だった。

　リンダ先輩は帰り際、「楽しかった、また誘ってよ」と言ってくれた。その言葉におれは必死にすがり、しがみつき、それを頼りにして今日きようまでの日々を生きていた。

　で、三回目だ。

　誘う次回を、ただの三回目のメシになどする気はなかった。おれにとっては、のるかそるか。生きるか死ぬかの、大勝負……のつもりだった。

　好意はきっとばれている。ごまかしはしたが、隠したつもりも偽ったつもりもない。三回もメシに誘って、それで来てくれるなら脈があると考えてもいいのではないか、と思うのだ。そしてもしも脈があるならば、告白しよう、と決めていた。

　だからどのタイミングで誘おうか、店はやっぱり落ち着いて話せるところを、などと必死になって考えていたわけだ。ずっと。一人ひとりで、勝手に。

　それがあなた。これから実家に帰るって。後期始まるまで戻る気はないって。

「……いいすね。同窓会」

　ぴ、ぴ、と指定席を諦あきらめて取り消し、自由席で購こう入にゆうし直すべくタッチパネルを操そう作さしながら、「うん、楽しみよ」とリンダ先輩はちょっとだけ振り返っておれを見た。

　楽しみか。……楽しみかよ。そうかよ。

　くそ。

　ひとつ年上の、生まれ育った地元も違う人。この人にはきっとおれよりも、もっと親しい人間がたくさんいるのだろう。おれと過ごした時間なんか比べものにならないほど、長く、濃こい時をともに過ごした人間がいるのだろう。そこに帰るなら、そりゃ楽しいだろうよ。

　これは嫉しつ妬とか、疎外感か。勝手に登り詰めようとしていた梯はし子ごをすごすご下りるしかない気まずさか。とにかくつまらない拗すね気分で、おれはリンダ先輩の指先をじっと見つめていた。

　静しず岡おか、まで特急券。東とう京きようから乗車券は……

「そういえば、万里も静岡だ」

　ぴくっとリンダ先輩の指先が震ふるえたように見えた。そして急に不自然に身体からだを傾ける。タッチパネルの画面を隠そうとしているのだろうか？　なんだ？　なにをしているんだ？

「万里は実家の周りはお茶しかねえ、とか言ってましたけど、先輩の地元はどんな感じなんですか？　やっぱお茶？」

「……まあ、うん」

　曖あい昧まいな笑い声にごまかされる。タッチパネルの画面は「発券中」に変わる。領収証ボタンを押す、指先。

「高校って共学ですか？」

「……うん？」

　どっちつかずの意味をなさない返事。

「なんていう高校ですか？」

「……なんでそんなこと訊ききたがるのよ？」

　顔は笑いながら、でもリンダ先せん輩ぱいは明らかに訊かれることが嫌いやそうに、制するようにおれを振り返って見上げた。なぜ答えたがらない。そんなに変なことをおれは訊いているだろうか。親しくなりたい人間に、地元のことや、知り合う前の高校時代のことを訊くのはそんなに失礼か。同じことを訊いてくれたら、おれはいくらでも答えたい。育った環かん境きようのことや家族のこと、子供の頃ころのこと。自分のことを話したい。すべて知ってもらいたい。そうして大学の先せん輩ぱい後輩やバイト仲間という境きよう界かい線せんからもっと内側へ、私生活の範はん囲いへ入ってきてほしい。そう心から思うけれど。この人はそうではないのか。ていうか。

　──おれには、踏み込まれたくないということか。

「……訊いちゃだめすか」

「なにいってんの、だめとかそういう……あっ！」

　重なった状態でべーっ、と発券された切符を、手を伸ばしてリンダ先輩よりも先に抜き取った。

「ちょっと、なにしてんのよ」

　ほんと、なにをしてるんだろうな、おれは。

　へらへら笑いながら切符を高く差し上げ、バイトで踊る時のように大きく腕を回してみせる。それなりに人目もある駅構内で、心を傷つけられて、その仕返しにこの人を困らせようとでもしているのだろうか。

「返して」

「えー」

「返してよ」

「えー」

「……なんでそういうことするわけ？」

　リンダ先輩は笑いを顔から消して、片手をずいっとおれの胸のあたりに差し出してくる。

　もしもこのまま、この人の目の前で、おれから遠く離はなれていくためのこの切符を破り捨ててしまったらどうなるだろうか。あなたが好きなんです。行かないで下さい。離れたくないんです。一いつ緒しよにいたいんです。とか言って──まあ、普通にキレられて、切符は再発行され、それで終わりか。

　なぜだか胸を押おし潰つぶされたように苦しくなって、後こう輩はい・バイト仲間・メシ友・ただの知り合いetc、無ぶ難なんなツラを取とり繕つくろうことなどできなくなって、

「……なんでこういうことすると思う？」

　片かた想おもい野郎の無ぶ様ざまな素顔が剝むき出だしになる。

　ちら、とリンダ先せん輩ぱいの瞳ひとみがおれの目を見上げる。貫くような、強い視し線せん。透き通った眼がん球きゆうの光。

　一いつ瞬しゆん、怯ひるんで息が止まったのはおれの方だった。思わず手から力が抜けたそのタイミングを逃さず、バスケのリバウンドを競せり合うような高いジャンプ。ビッ！　と切符の束を取り返されてしまった。

　リンダ先輩はそのまま鮮あざやかな身のこなしで、くるりとおれの脇わきをすり抜けていく。一度だけ振り返り、この一幕は不愉快だった、とでも感想を述べるみたいに軽くおれを睨にらみ、そのまま駆け足で改札に入っていってしまった。

　追いかけることは、できなかった。

　……嫌われたかもしれない。なにをしてんだ、本当に、おれは。自分のガキさ加減、バカさ加減にほとんど呆ぼう然ぜんとしてしまって、その場にしばらく立ち尽くしていたのだ。

　その後は一応、メールのやりとりは普通に続けてくれていたけれど、実際のところどう思われているかはわからない。嫌われたとしても仕方のないうざさを発揮してしまった自覚はある。

　そして、気を紛らわせようと友人みんなで海へ向かい、あの事故だ。

　事態をメールで知らせると、リンダ先輩はものすごくおれを心配してくれた。……そう思ったのだが、でも、それもおれの一人ひとり相撲ずもうだったのだろうか。心配のあまり予定外に東とう京きようへ戻って来たリンダ先輩は、おれには会わずに、香こう子こと万ばん里りの無事だけを確かく認にんして、安心して、再び実家へ帰ってしまった。

　香子のことは、おれだってあのときはものすごく心配だった。あいつは一時、本当にひどい落ち込み方をしていたのだ。そのことをメールに書いたから、リンダ先輩が香子の無事を確認したいと思っても不ふ思し議ぎではないかもしれない。

　でも、なぜ万里。と、思わなくもない。

　おれとは会わなくて平気でも、万里には会いたいのか。……単に香子と一いつ緒しよにその場にいたから、ついでに万里の無事も確認しただけなのだろうか。そうかもしれない。ただそれだけのことなのかもしれない。

　それとも。

　おれよりもやっぱり万里の方が、リンダ先輩にとっては重要なのだろうか。万里はサークルの後輩だし。おれより先に知り合いになっていたし。

　おれは万里の友達で、香子の幼おさな馴な染じみ。バイトが一緒で、何度も一緒に始発を待って、好意モロバレで、二回二人ふたりで食事をした。……それでもおれより万里なのだろうか。そんなもんか世の中。おれよりも万ばん里りの方が、リンダ先せん輩ぱいとは深い仲だと見なすのが自然なのか。同じサークルに所属していて、ほんの一か月ほど先に親しくなったというだけじゃないか。たったそれだけの理由じゃないか。一いつ緒しよに過ごした時の延べ時間なら多た分ぶん負けねえ。想おもいの強さならもう絶対に負けねえ。ああでも万里は前に、リンダ先輩の部へ屋やに行ったとかさらっと言っていなかったか？　いや、部屋には上がってはいないのか？　どうだっけ？　そもそもなにをしに行ったんだろう？　二人ふたりきりでなにを話したんだろう？　いや、彼女持ちのくせに二人きりとかありなのか？　思えばあれこれ、納得いかない。

　どうしても、納得できない。

　というか……おれは今、もしかして、結構嫌いやな奴やつになっているだろうか？







「いつこっちに戻ってくるんだろうなー。静しず岡おかなんてすぐそこって感じだけど」

「……ああ。な」

　二に次じ元げんの言葉に軽く顎あごをしゃくってみせて、おれは曖あい昧まいに言葉を濁にごした。万里の話題はもはややめたい気分なのだが、それを二次元に説明するには、あまりにも時間がかかりそうだった。そもそも「おれ、実は今好きな人いてさー」の時点から話を始めなくてはいけない。

「しかしその傷、髪に隠れるところでよかったな」

　自然と話題が移り変わったのに一人ひとりこっそり安心し、「おう」と頷うなずくと、

「そういや万里の傷も髪に隠れてたけど、でもあれ、ひどかったな」

　……また万里に戻ってしまったか。というか、

「傷？　万里に？」

「あれ、やなっさん知らない？　あいつの頭、ざっくり大きくこうやって、縫ぬい目め走ってるんだよ」

　二次元は指先で自分の頭を指さして、後頭部から生はえ際ぎわの近くまで大きく弧を描くように動かしてみせた。

「あと鎖さ骨こつのあたりにも手術した痕あとと、膝ひざとか、結構あちこち。気づかなかった？」

「……気づかなかった、っていうか、なにそれ。おれ全然知らねえぞ、そんなの」

「前さ、ほら、俺おれたち変な宗教に騙だまされて合宿に連れていかれたじゃん。あそこから逃げるときに、あいつ、自分をおとりにして俺とか加か賀がさんを逃がそうと思ったらしくて『自分だけは興味あります、昔事故にあったのがトラウマで、だから他ほかのみんなは帰らせて』みたいなこと言ったんだよね。そのときに披ひ露ろうされた傷跡が、見たら結構うわ、って感じで。こないだの海のときも、あーやっぱちょっと鎖骨んとことかわかるな、とか実は思ってたんだけど」

「事故……？　なに？　交通事故とか？」

「それがよくわかんないんだわ。そもそもがあんな状況での話だし、どこまで本当か噓うそかもわかんねえ。でも傷があるのは事実でさ。……実は前に一回、それどうしたの、って改めて訊きいてみたんだけど、『なんでもない』ってごまかされちゃった。なんでもないってわけねえじゃん、と思いつつ、それ以来もう訊けない感じ。まあ、要するにその話はしたくないのかな、とか思って……事が事だけに、なんかこう、ずかずか行くのもどうかと……」

　かなり、驚おどろいた。

　驚きながら、おれは二に次じ元げんのやや重たく動く口元を眺めていた。

　大学生になって、初めてできた友達が万ばん里りだった。入学式の直後に路上で知り合って、すぐに意気投合し、おれたちはそのまま仲良くつるむようになったのだ。

　万里はたいがいいつでも底なしに明るくて、機き嫌げんよくて、調ちよう子しも良くて、きっかけさえあればいきなり踊り出すような奴やつだった。冗じよう談だんばっかり言って、一浪の年上とは思えないぐらいガキっぽくもあり、しかし本当におれが困っているときには必死になって助けの手を差し伸べようとしてくれる奴。

　なんでもついつい暗く考え込んでしまうような鬱うつ陶とうしいタイプ、と己の性格を自認しているおれには、万里のオープンさや、言うなれば単純さ、悪口では決してないのだがある種の「浅さ」、これも本当に悪い意味ではなくて性格の雰囲気としての「薄うすさ」、または「軽さ」を、羨うらやましくも好ましい長所として捉とらえていた。

　苦悩とは無む縁えんの、ポジティブで幸福な男。あいつはそういう奴、と納得して、これまで友人付き合いをしてきたのだ。

　ただのぺたんとした四角形だと思っていた多た田だ万里という男の、今まで知らなかった凸とつ面めんが、突然に暗い陰りを帯びながら、目の前に差し出された気がする。その先端は触れられないほどに際どくきつく、尖とがっている気もする。

　おれは傷跡に気づかなかった。おれはなんにも知らなかった。おれは……万里のことを、もしかして、全然わかってなんかいなかった、のかもしれない。万里がおれに見せたほんの一面だけを見て、勝手にわかった気になっていただけなのかもしれない。

　今、改めて多田万里という人間の細部を思い出そうとしても、へらっと気の抜けたのんきな笑顔えがおしか浮かばないのだ。（へいやなっさん！　学食でメシ食おうぜー！　イエー、俺おれは今日きようもコロッケカレー！）

「イエー、アイスだよ！」

　ビニール袋を手にぶら下げて、香こう子こが病室に戻って来た。おれの幼おさな馴な染じみで、万里の恋人で、多た分ぶん、今やおれよりもずっと万里に詳しいはずの人間。

「ほら光みつ央お、ご所しよ望もうのハーゲンダッツ」

「……なあ香子」

「ん？　はいこれ。こっちは二次元くんの」

　椅い子すに腰かけ、香子はおれの前にはチョコレート味のカップを、二次元にはレモン味のシャーベットを手渡し、にこやかに自分のストロベリーを嬉うれしそうに取り出して、

「おまえ知ってた？」

「なにを？」

「万ばん里りの傷跡のこと」

　──ぴくり。

　上唇の端を震ふるわせた。小さな頃ころから変わらない、ポーカーフェイスのできない奴やつ。

　二に次じ元げんが香こう子こには見えないように、眉まゆを顰ひそめて小さく首を横に振り、声には出さずに口の動きだけで「やめれ」と。でももう口に出して訊きいてしまったし、

「さあー……？　なんのこと？　私はわからないよ。はい、スプーン！　ハーゲンダッツはハーゲンダッツのスプーンで食べなきゃだよね！」

　思いっきり、取とり繕つくろいの笑顔えがおではぐらかされてしまったし。

　そしておれははっきりと理解した。香子は、万里の傷跡のことをちゃんと知っている。知っていて、おれには話すつもりがないのだ。だってこいつが、この加か賀が香子が、最愛の彼氏・多た田だ万里のことに関して、さあー……？　ってことはないだろう。絶対にありえない。

　しかし確たしかに二次元も「事が事だけに」とさっき言っていた通り、これ以上しつこく食い下がることは憚はばかられた。この件に関してはおまえはここまで、と香子に……じゃない、万里に、境きよう界かい線せんをはっきりと引かれたのだ。おれと二次元はその外側だ。強引に踏み越えて突破することはあまりに荒っぽく思えるし、そんなことはしたくない。

　……そういえば、踏み越えられない境界線を、こんなふうにおれの足元にビーッと引いた人物が、万里の他ほかにもいたっけ。もう一人ひとり、あの人も今頃は静しず岡おかで。……なんだよ、一体なにがあるんだよ静岡のこちらとあちらの間に。フォッサマグナかよ。糸いと魚い川がわ静しず岡おか構こう造ぞう線せんかよ──と、

「柳やなぎ澤さわくーん、そっちのベッドに患者さん入るから、ちょっとお友達の椅い子すをずらしてもらってもいいかな？」

　開け放たれていたドアから、看かん護ご師しさんがキビキビとした動きで病室に入ってきた。慌てて二次元と香子がスペースをはみ出していた椅子を元の位置に戻す。ガラガラガラ、と車しや輪りんの音が廊下の向こうから聞こえてくる。

　もはやここは個室ではないのか。ちょっと残念なような、でもまあどうせあと一晩だけのことだしな。などと思っていると、ストレッチャーで一人の患者が運び込まれてきた。見るともなしになにげなく視し線せんをやって、そして。

　う。お。おーい。

　……申し訳ないが、ちょっと言葉を失なくしてしまった。香子も二次元もおれと同じく、顔を一いつ瞬しゆんだけ見合わせたきり、なにも言えなくなっている。

　あまりにも重傷すぎないか、彼氏、見た感じ。こんな普通の病室で、おれなんかと同室でいいのか、本当に。

　新しくやってきた同室の相あい方かたは、つま先から付け根までギプスの脚を吊つり上げた状態。腕にもギプス。顔も頭も包帯でグルグル巻きで、頸けい椎ついでもやってしまったのか首にもギプス。動かせないように、首のギプスは金属の棒で頭に取り付けられた金具と連結して固定されている。包帯の隙すき間まからわずかに見える顔には血の跡のような黒いものがこびりついたままで、初対面でもはっきりわかるほどに紫っぽく、ひどくむくんで全体的に膨ふくれ上がってしまっている。

　ネームプレートの名前は読めなかったが、18歳、と書いてあるのだけはちらりと見えた。バイクででも事故ってしまったのだろうか。まだ高校生かよ、かわいそうに。

　あまりにも気の毒な痛ましい状態で、おれはつい同情の気持ちから彼の姿に視し線せんを向けてしまっていた。

　そのときだ。一いつ瞬しゆん。

　おれの方を、彼も見た。

　まっすぐに目と目が合って、思わずぎくっと息を飲んだ。腫はれた目ま蓋ぶたの隙間から覗のぞいた、感情の見えない彼の眼がん球きゆう。ガラス玉のような作り物感。その、まっさらさ。あまりにもなにもない、ただの目玉。看かん護ご師しさんの身体からだで視界が遮さえぎられるまで、彼はしばらくおれを見つめ続けていた。

　そしてストレッチャーから「せーの」でベッドに移され、仕切りのカーテンがシャッと看護師さんに閉められる。ワゴンで機き材ざいが次々に運ばれてきて、聞こえてくる声によれば点滴をつけているようだった。

「……なんか騒さわがしくするの申し訳ないから、俺おれらは帰った方がいいかな？」

　二に次じ元げんがアイスを食いかけのまま、こっそりと囁ささやいてくる。確たしかにそうかもしれない。そもそも二泊の入院程度の軽傷で、わざわざ見み舞まいに来てもらうなんて大げさだったのだ。

「来てくれてサンキューな」

「暇だったらメールでもしてくれよ」

「じゃあね光みつ央お、お大事に」

　小さくやりとりし合って、二次元と香こう子こはバッグとアイスを手に立ち上がった。と、そういえば。おれは「ちょっと待て」と香子を呼び止めた。三本指を立てて見せつける。

「なあ、思い出したぞ。おまえの『三つの呪のろい』。ひでえ奴やつだな、ほんとに。すっかりかわいこぶりやがって、なにがお大事にだよ。ハーゲン一個おごってもらった程度の恩じゃ、まだまだこの恨うらみは相そう殺さいされねえからな」

「は？　なんの話よ？」

　香子は不ふ思し議ぎそうにきょとん、と目を丸くしてみせる。夢の中とはいえ人をあんだけばかばかばかだ言いやがって忘れてるのかよ、おまえ本人が。ばかめ。ばーか。
















　４．三つの呪のろい










　もしも私を裏切ったら、光みつ央おは地獄に「落ちる」よ。

　私を見捨てていくなら巻き添えの一いち蓮れん托たく生しよう、不幸のどん底にもろとも引きずり「落として」やるから。

　それに万が一、私以外の女と恋に「落ちた」りしたら、そのときは──







　　　　＊＊＊







　高校三年生の夏。

　おれの偏差値は、結構ひどい感じだった。

　夏休みももうすぐ終わる。受じゆ験けんまであと半年を切った。巷ちまたのライバルたちはすでにおれの遥か遠く、ずっとずっと先をいっているようだった。自分の出遅れぶりに、今日きよう、ようやく真正面から向き合わされたのだ。

　二時間ほど前、おれは大手予備校まで出向いて、先日初めて受けた模試の結果を受け取って来た。

　自己採点の時点からすでに芳かんばしくない成せい績せきを予感してはいたが、実際の結果は、覚悟していたよりももっとずっとひどかった。数値やらグラフやらでわかりやすくライバルたちとの差を可視化され、おれは自分が絶望的な状況にあること……要するに「ばか」だということを、ついに理解せざるを得なかった。

　英えい語ごだけは、ガキの頃ころから休みのたび親に送り込まれた語学キャンプのおかげか、そこそこまともな得点だった。そしてそれ以外のすべてが壊かい滅めつしていた。本当に、知らないことばかりが問題に出てくるのだ。こんなのおれ絶対習ってねえし！　と思うのだが、解答を見ながら教科書を開くと、ちゃんと記述してあったりする。

　あれも知らない、これも知らない、覚えてない、理解できない、そんなことばかりだった。というか、わかることの方が少なかった。わからないままなんとなくスルーしてきてしまった物事の多さに、心の底からゾッとしていた。全部、やり直さないといけねえのかよ。

　小学校からずっと私立で、中学受じゆ験けんも高校受験も経験せず、おれは留年さえしなければいいという程度の勉強しかしてこなかった。そのツケが、これか。

　うちの高校は大学付属で、生徒は希望者の全員がエスカレーター式に進学できる。特に小学校からずっと持ち上がりできた80名余りは「真の内部生」と呼ばれ、学部も選び放題。希望が通らないことはない。普通の内部生は、成せい績せきが冴さえなければ都心から離はなれたキャンパスの人気のない学部に「飛ばされ」たりもするが、真の内部生はたとえドベでもそんなことにはならない。

　相当に狭き門らしい中学受じゆ験けんや高校受験を突破して入学してきた奴やつらには、おれたち真の内部生は「ばかボン組」と呼ばれていた。クラスは混じらず、特に親しくなることもなく、それなりに冷たい視し線せんを向けられていた気もする。が、なにも感じてはいなかった。どう思われても関係がなかったのだ。

　ただ時がくれば、次の扉は自動的に開く。その次の扉も。そしてその次の扉も。ずっと永遠に。それが当たり前だと思っていたし、それが自分の人生だと思っていたし、そうではない人生について考える理由も必要もなかった。「ばかボン組」という呼び名に侮ぶ蔑べつの意図が込められていることぐらいは理解していたが、おれたちはおれたちで彼らのことを「あたまのいいひとたち」と呼んで区別をつけていた。そして今までも、これからも、おれたち真の内部生は「あたまのいいひとたち」よりも、社会において自動的に有利なポジションにつき続けられることもわかっていた。それが伝統というものだし、歴史的事実でもあった。

　で。

　その伝統や歴史のレールから、おれは今、はみ出そうと必死になってもがいていて。

　それまで自分自身が浸ひたっていた世界を外側から眺めてみて、その特殊さに気がついて。

　特殊世界の外側に置かれた柳やなぎ澤さわ光みつ央おという人間の、正しいサイズを周囲との比較で理解して。

　──マジで恥ずかしい。消えてなくなりてー。そんな感想を抱いたわけだ。

　外部生たちにばかにされてきた理由が、やっとはっきりとわかったのだ。わかったら、結構きっちり傷ついた。彼らは自分の力でそこにいる。おれは、親の力、コネの力、金の力、要するに自分の力ではない作用によって、同じところにいる。そして彼らより良いポジションを得ることに疑問すら抱いていなかった。

　果たして、おれという一人ひとりの人間にどれほどの力があるというのか。

　それを端的に示すのが、１６５３人中の１４５１番、という数字なのかもしれない。今回の模試で、ほとんど冗じよう談だん半分、親から進むように申し渡されていた学部を志望の一つに入れてみたのだ。一般受験しようとしているライバルはこのとき全国に１６５３人いて、おれは１４５１番目だった。絶対に合格するわけなんかない順位だった。

　それがおれ。現時点のおれのサイズ。おれの力。おれが生きてきた結果。判定は、もちろん最低のＥだ。

　予想よりもずっと悪かった。がっかりを通り越して、驚おどろいてさえいた。ものすごくショックだった。あと半年でどうにかできるんだろうか、本当に。

　おれは内部進学を希望しません、とはっきり意志を表明したのが、一学期の終わりのことだ。担任も親も驚いていた。反対するというよりも、とにかく心配していた。父親はそう言うからにはそれなりのビジョンがあるんだろうな、それを見せてまずは説明せよと──まあ、とてもお見せすることはできない、今回の模試の成せい績せきだった。くしゃっと丸めて、予備校自習室のゴミ箱に放り込み、証拠隠いん滅めつしたものの。

　このままではやばい。その事実は変えられない。やばい。まじでやばい。一刻一刻、やばさは増す。やばい。ばかなんだおれ。どうにかしないとまじやばい。やばい。やばい。やば

「……っ！」

　──ビシャッ、と頰ほおに冷たい飛沫しぶき。

「きゃーっ！　あはははっ、冷たーいっ！」

「ひゃっほー！　うおっ、ふざっけんなよギャハハハ！」

「知るか！　やり返せやり返せっ！」

　真まっ青さおな、快晴の夏空。

　日差しもギラギラな午後のプールサイド。付き合い笑いで「つめてーじゃん！」と声を上げ、顔にかかった水を手の甲で拭ぬぐう。

　水鉄砲で戦争ごっこに興きようじる連中の騒さわがしい大歓声を聞きながら、おれはチェアにゴロ寝のポーズ、気け怠だるく肌を焼きつつ携けい帯たいでゲームに熱ねつ中ちゆう……のふりをしていた。英えい単たん語ごのアプリを繰くって、必死に己の「やばさ」を宥なだめているのだ。

　学校の奴やつらには絶対に言えないまま、一人ひとりでこっそりと通っていた予備校の夏季講こう習しゆうのコースも、昨日きのうが最終日だった。国立文系コース、鬼の基き礎そ徹てつ底てい詰め込み二週間……正直、ついていくので精一杯だった。効果があったのかどうかすらわからないうちに、コースは終わってしまった。次の模試では成績が上がればいいのだが、どうだろう。

　こっそりとため息をついて、眩まぶしく揺れるブルーの水面に目をやる。

　やや小さめだが十分に泳げるサイズのこのプールは、楽しげに盛り上がっている二十人ほどの内の、誰だれかの親おや父じの会社の施設だった。

　おれはもちろん、プールサイドでのんきにパーティなどしていられる身分ではない。一分一秒を惜しんで机にかじりついて勉強しなければいけない。しかし「最近おまえ付き合い悪くない？　いつもなにやってんの？」と小学校からの仲間たちに怪しまれて、夏休みの間中、ずっと遊びの誘いから逃げ回っていたことをごまかすために参加せざるを得なかった。外部受じゆ験けんするつもりでいることは、絶対に、命を賭かけて、誰にも知られてはならないのだ。

　夏休み最後の思い出作りの、水着パーティ。男はお馴な染じみの学校の奴ら。女子は誰も見たことのない顔で、全員他校の子たちらしい。みな派は手でなビキニ姿で、ケータリングの料理を摘つまみ、プールサイドに座り込み、優ゆう雅がで気楽な高校生ライフの最後の夏を満喫しているようだった。こんなところにいるからには女子たちももちろん、受じゆ験けんの心配はないのだろう。そしておれは、この世界から離はなれるために、必死に単語のゲームを進めている。

　今日きようはうちの学校の女は来ないし、知られてもないから大丈夫だぜ──誘ってくれた奴やつはそう言っていた。いろいろやばい崖がけっぷちながらも、少なくとも「その件」に関してだけは安心していられた。ここにいれば襲しゆう撃げき食らうことはない。

　と、ビーチボールがおれの足元で弾んだ。手元に転がってくる。すこし離れたところで白いビキニの女の子が「ごめーん！」と手を振っていたから、投げ返してやる。

「えっと、柳やなぎ澤さわくんだよね？　よかったらこっちで一いつ緒しよにバレーしない？」

　頰ほおを日焼けですこし赤くしながらそう誘ってくれるのに、

「いいや、パス！　ちょっと今ゲームしたいから」

　我ながらどうかと思う断り方ではあった。「えー！」「プールで水着でなんなんだよおまえはー」と男連中が笑うが、肩を竦すくめて笑顔えがおだけを返し、耳にイヤホンを突っ込んでしまう。女子と楽しくボール遊びを嗜たしなむには、今日返ってきた模試の成せい績せきはショック過ぎた。まだ立ち直れておらず、再び英えい単たん語ごの世界に没頭しようとする。

　が、もう一度、今度は胸のあたりにポーンと。一回り小さいビーチボールで、顔を上げると紫のビキニの女の子とタンクトップにデニムミニの子がなにか言いながらにこやかに手を振っている。耳を指差し、イヤホンしてるから聞こえない、ごめん、とジェスチャーで示して、ボールを投げ返す。

　まあ、確たしかにプールで水着でなんなんだよ、だろうな。チェアにぎしっと身を委ゆだね、しばし目を閉じる。目ま蓋ぶた越しにも日差しが眩まぶしい。真夏の熱い風が素肌に心地ここちいい。イヤホンをしていても友人たちの笑い声は聞こえてくる。おれも本来はこの世界で、こんなふうに屈託なく生きていくはずだったのだ。プールで大おお騒さわぎして、女子と楽しくパーティして、次の扉が勝手に開いていくままにただ歩んでいけばそれでいいはずだった。

　……でも、どうしても、ここから逃げ出したい理由がおれにはあるのだ。

　それがなければ自分の本当のサイズになど、気づかずにいられた。知らないままで生きていければその方がずっと楽だった。無力な己おのれのやばさから目を逸そらすことは簡かん単たんだった。しかし気づいてしまったら、おれはおれが生きるはずだったこれからの人生を、おれの未来を、恥としか感じられなくなっていた。もちろん、ここにいる友人たちの生き方を貶おとしめる気持ちなど一切ない。見下しているつもりも本当にない。おれがばかなのも、「ばかボン組」だからばかなのではなく、ただひたすらにおれの怠惰と甘えのせいだ。そんな自分をおれは恥じたのだ。

　不ふ思し議ぎなことに、今となっては香こう子こに感かん謝しやすらしている。

　おれは香子と縁えんを切りたくて外部受験など思いついたのだが、その結果、わかったことは多かった。そのほとんどはおれには苦いものだったが、わからないまま生きていくよりずっとよかったと思う。だから、ありがとう香こう子こ。しつこくおれを追い回し、つけ回し、ストーキングし、おまえから逃げ切りたいと決意させてくれて、本当にありがとう。おまえと同じ世界にいる限り、真の安あん寧ねいなど訪れないのだと思わせてくれて、どうもありがとう。

　ポーン、と。またビーチボールが転がってきて、今度はそちらを見もせずに軽く投げ返してやる。

　ああ、そうだ香子。おまえは予定通り、おまえの未来を目指して生きていけばいい。おれはおれの未来を生きる。来年の春にはお別れだ。おれは自分の力でどこまでいけるか試してみる。状況はやばいが、それでもめげずに頑張ってみる。頑張ろうと思えるのはすべておまえのおかげなのだと思えば、おれは本当に本当に──ポーン！　ってなんだよ、またかよ。投げ返すと、また。

「……ん？」

　しつこいな何度も、と目を開け、腹筋で顔を上げたところに、

「……ぐ！」

　バムッ！　と。

　顔面ド真ん中。ビーチボールとはいえ笑えない勢いでぶち当てられ、さすがに驚おどろき、跳ね起きた。

「やっと目が覚めた？」

　腕を組み、仁に王おう立だち。制服姿でそこに立っていたのは──おい。

「なにしてるの光みつ央お」

　いる、じゃ、ねえか。なにが大丈夫だ。

「こんなところにいるなんて私聞いてないよ？　私の知らないところで私の知らない一般庶民の女としょっぼいパーティーなんかしてたわけ？　はん！　なんだか随分と、楽しそう、じゃ、なぁい？」

　語尾にはっきりわかるようにあからさまな嘲ちよう笑しようを混ぜる、お得意の喋しやべり方かた。ほんの三秒だけばかにするみたいな笑顔えがおのまま、もの珍しそうに辺りを見回して、

「こんなの許せないよ。許せるわけない」

　香子は即、笑えみを消す。皺しわひとつない夏の完かん璧ぺきな制服スタイル。一筋たりとも乱れない、長い巻髪。引き連れた取り巻き女子はいつものメンバーが勢ぞろい、七人。一人ひとりは今日きようも香子の日傘係。
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「とりあえず目障りだよ、負け犬たち」

　ピシッと高い音で指を鳴らすと、取り巻きたちは一斉に、まず白いビキニの女子に襲おそい掛かった。そーれ！　と手足を持って担ぎ上げ、「きゃあああ!?　なにす……」最後まで叫ぶことすらさせずにプールに思いっきり放り投げる。もう一つ指を鳴らすと、次の標的は紫ビキニ。事態がわかって逃げようとするのを引っ捕まえ、水柱が高くもう一本。そしてもう一つ。指が鳴らされて、タンクトップの女子は「いやーっ！　これ水着じゃないしっ！　わたし着替え持ってないしっ！」と本気で走って逃げようとするが、裸足はだしではあえなく追いつかれ、そのまま横方向へドーン！　水面へ突き落され、哀れな私服で沈んでいく。

　女子たちは大おお騒さわぎの阿あ鼻び叫きよう喚かん、「なんなのあの女!?」「超こわいよマジやばい！」「てかふざっけんなよ！」文句を口々に言いながらも、香こう子この取り巻き軍団が発する性しよう悪わるオーラに気け圧おされて遠ざかるしかない。突き落された女子たちは髪もメイクも崩れてしまい、泣きベソでプールから這はい上がろうとしている。男たちは、無言。香子の無む茶ちや苦く茶ちやぶりを知っているから、なにもできずにただ距きよ離りを取ろうと、じりじり揃そろって壁かべ際ぎわへ後ずさりしていく。

「こ、香子……!?　なんでここにいるんだよ!?　ていうか、なにすんだよ!?」

「さあ、なんでかしら？　ヒントは制服だよ？　姿の見えない誰だれかさんを捜して、朝から学校にまで行っちゃって、やーっと見つけたと思ったら、へらへら浮うわ気きなんかしてるのを目もく撃げきしちゃったから、かしら？」

「はあ!?　浮気!?　なにしてようがおまえには関係ねえだろ!?」

「なに言ってるの？　光みつ央おはばかなの？　これって完全に浮気だよ？　そんなこともわからないの？　そこまでばかなの？　もはや哀れだよ？　罪深いよ？　覗のぞくも見えないばかの深しん淵えんだよ？」

「ば……ばかって言うんじゃねえ……！」

　ふん、と、鼻で冷たく笑われた気がした。

　ようやくプールから這はい上がってきた女子が、「ちょっと、あんたっ！　ふざっけんじゃ、」泣き顔で文句をつけようとするが、香こう子こは涼しい顔のままそちらを振り向きもせず、取り巻きたちに指を一つ立てるサイン。それだけで簡かん単たんに、「……きゃああ～！」哀しいほどにあっけなく、プールサイドから再び取り巻きの一人ひとりに思いっきり突き落されて沈んでいく。

　チェアから立ち上がるタイミングすら失ったおれを、すこし離はなれたところから睨にらみつける、その陶とう磁じ器きみたいに真っ白な顔。

　欠点など見つけられない完かん璧ぺきな美び貌ぼうに、完璧な髪。完璧なスタイル。取り巻きを従えて、この世界の女王として君くん臨りんするおれの幼おさな馴な染じみ。加か賀が香子。

「私たち、運命の恋人同士なのよ」

　などと言いながら、その大きな瞳ひとみに燃もえる感情は、おれには憎悪にしか見えない。

「幸せに結ばれることに決まってるの。私のシナリオは、そうでなきゃ完璧なハッピーエンドにはならないの。いくらおばかでもこれぐらいの日に本ほん語ごはわかるよね？　わかってもらえなきゃ困るのよ。説明してあげるのも疲れるの」

　両腕を優ゆう雅がな動作で組み直し、香子は尖とがった顎あごを高く上げ、わずかに首を傾かしげてみせる。絶妙にむかつく、ケンカを売られているとしか思えないこの見下し目め線せん。

「だからそろそろ、いい加減にして。私が許したこと以外はしないで。何度も言ってるじゃない。どうしてわかってくれないの。どうして言うこと聞いてくれないの。このままじゃ完璧なシナリオが壊こわれちゃうよ」

　香子。

　今こうやって睨にらみあうおれたちの、この関係の一体どこに、おまえは「恋」だとか、「幸せ」などというキーワードを見つけたんだ。

「……うるせえ。帰れ」

「帰るよ？　光みつ央おと一いつ緒しよに」

「だから、うるっせえ！　か、え、れ！」

「運命なの。私たちは、一緒に帰るの」

　──幸せだった時期は、確たしかにあった。しかし過去の話だ。おれも香子も本当に子供だった頃ころのことだ。

　子供だったから、一緒に楽しく遊んで、男女の区別もなくじゃれ合って、それだけで幸せだったのは事実だ。でもおれは成長して、自分の世界を欲するようになった。そんなの当たり前のことだろう。香子はしかしおれの変化をすこしも理解せず、許さず、いつもべったりと一体として行動したがり、次第にしつこく追い回すようになり、おれは香子が疎うとましくなった。

　おれが離れようとするほどに香子は怒りを増大させ、物事が思い通りにならないというフラストレーションを溜ため込み、おれをいまやほとんど憎んでいるのだ。

　本人だって、絶対にわかっているだろう。こうしておれを追いかけ回すのは、恋心からではなく、もはや憎悪と怒りゆえの行動なのだと。そしてそもそもの問題の根本は、自分と他人の区別もつかない未み熟じゆくなわがままのせいだとも、今は理解できなくても、いずれは気づく日が来るだろう。それが本当にわからないような奴やつではないはずだ。そう信じているからこそ、おれはこいつから逃げるのだ。

「おまえとなんか、一いつ緒しよに帰るわけねえだろ！　いい加減にしろよ！」

「……だから、どうして、私のいうこと聞いてくれないのよ!?」

　ヒステリックに香こう子こが叫ぶ声がプールサイドに響ひびく。

「一体どうすればいいのよ!?　私は毎日努力してる！　光みつ央おのために頑張ってる！　それなのにどうして光央は私の完かん璧ぺきなシナリオを壊こわすようなことばかりするの!?　わけがわからないよ！　こんなに好きなのにどうして!?」

「うるせえっつってんだよ！　おまえなんか、だいっきらいだ！」

　いくら言ってもわからない香子の足元に、苛いら立だってビーチボールを思いっきり投げつけてやった。それは当たりはしなかったが、

「な、なによ……!?」

　ぐにゃっと、香子の澄すました顔が大きく歪ゆがんだ。おれの言葉がようやく痛いところにヒットしたようだった。香子は今にも泣き出しそうに一度だけ息を飲み、おれを見つめる。ゆらりとその瞳ひとみの表面が波立つみたいに揺れるのがわかる。そうして、

「そ、そんなの……許さないっ！　絶対に、許さないっ！　取り消してよ今すぐ！　取り消さないとお仕置きだよ！　私のことだいきらいだなん……っ」

　大おお股またでこちらへ歩み寄ろうとしたそのときだった。おれが投げつけて転がっていたビーチボールに、香子は足を取られた。

「あ、あら、あ……らっ!?」

　転びかけて、大きく一歩、二歩。取り巻きが声を上げる間もなく、香子はバランスを崩して、斜め前方へよろけながら倒れ込む。

　そこには──ワゴンに載せられていた大きなラズベリータルトがあった。

　香子はそのど真ん中。お見事。コントのように、狙ねらったみたいに、顔面からまっすぐ突っ込んでいった。

　どべしゃ！　と。

「……」

　無言の数秒間。あまりに綺き麗れいな悪役の自じ爆ばくぶりに、誰だれもなにも言えやしなかった。

　ややあって、ぷっ……！　と耐えきれずに吹き出した声は、まだ顔を埋めたまま起き上がることもできずにもがいている香子の背後から。取り巻きたちが目を見かわし、女王のあまりにも無ぶ様ざまな姿を笑っているのだ。

　ぬちゃっ……ずっぽん！　と重い音を立て、ようやく香こう子こはタルトから顔を上げた。というか、引っこ抜いた。本当に、ひどい有あり様さまだった。顔はもちろん、髪も、制服の胸元まで派は手でなピンクのクリームまみれ。タルトの方はほとんど土台しか残っていない。柔らかい部分の大半を持っていってしまった顔の凹おう凸とつは完全に埋まっていて、表情はまったくうかがえない。香子は震ふるえる両手でクリームをゆっくりかきとって、ようやく目が開いたようだった。ぱか、と口を開けると、鼻の穴付近からぽろりとベリーが落下する。

　笑い声があちこちから湧き上がる。「ぶっ……！」「超うけるんですけど！」「だっさ……！」女子たちだけでなく、男連中も笑うのを止とめられなくなっていた。写メを撮とっている奴やつもいて、夏休みが明ける頃ころには全校生徒に「女王の顔面タルト」の画像が行き渡っていることだろう。

「……っ……」

　小さく香子が項うな垂だれて、咳せきをしたのにおれは気が付いた。

「香子……？」

　続けてコホコホッと、すこし大きく。香子は両手で顔を覆おおい、俯うつむいて、咳こみ始めたのだ。まさか喉のどにでも詰めたのか？

「……おい。なあ。香子」

「……う……、っ……」

「どうした？　大丈夫かよ！」

　タオルを摑つかみ、おれは慌ててチェアから起き上がった。苦しげに咳こむ様よう子すはただ事ではなさそうで、焦ったのだ。こいつからは逃げたい。迷惑している。疎うとましい。でも、苦しめたいわけではないのだ。ケガもさせたくない。恥も本当はかかせたくない。いい気味だなんてすこしも思っていない。急いで顔を伏せた香子に駆け寄り、その顔面に分厚くへばりつくクリームを拭ぬぐってやろうとして、

「うっ!?」

　ひょいっとその足を引っかけられ、天地が突然ぐるりと回転した。驚おどろいて思わず摑つかんでしまったワゴンごと、おれは見事にまっさかさまだった。

　プールにワゴンもろとも落ちる途中のさかさまの視界に、クリームまみれで平気な真顔、片足を意地悪く突き出したポーズのままで香子が「ばかね」と呟つぶやいた気がした。そのまま一度深く水中に沈み、

「……ぶはあっ！　げほげほげほっ！」

　水を搔かいて必死に浮き上がった。激はげしく噎むせて、プールの縁へりにしがみつく。

「予定変更、ＯＫだよ」

　プールサイドに優ゆう雅がにしゃがみこみ、香子はおれが渡そうとしていたタオルで顔のクリームを拭いながらおれを見下ろしている。こいつ……この野郎！　なにを涼しいツラで！

「汚れちゃったから先に帰る」

「……て、てめえ……っ！」

　がふっ！　とさらに咳こみながら、おれは必死に喚わめいた。触ってしまったクリームで手がぬるぬる滑り、なかなか上がれない。

「ふざっけんじゃねえぞ……っ！」

「裏切者」

「ああ!?　って、どっちが……ああもうくっそ！　鼻がいてえ……っ！」

「聞いて、光みつ央お。これから私が言うこと、どれだけばかでも忘れないでね。いい？　これは呪のろいだよ、永遠に光央を縛しばりつけるから」

　一本指を立ててみせ、

「もしも私を裏切ったら、光央は地獄に『落ちる』よ」

　二本、

「私を見捨てていくなら巻き添えの一いち蓮れん托たく生しよう、不幸のどん底にもろとも引きずり『落として』やるから」

　そして三本。

「それに万が一、私以外の女と恋に『落ちた』りしたら、そのときは」







　──落ちる、落ちると繰くり返し、三度も。なにも知らないにしてもなんて縁えん起ぎの悪いことを言いやがるんだ、と、あのときは思ったものだ。

　今にして思えば、恐らくあの時点で、香こう子こはすでにおれが外部受じゆ験けんを目もく論ろんでいることを知っていた。そして嫌いやがらせにわざと「落ちる」を連発したのだろう。ひょっとしたらおれの模試のひどい成せい績せき表ひようも入手していて、あえて「ばか」も連発していたのかもしれない。

　呪のろいは、確たしかに効いたと考えれらる。

　まず一つ目。香子を裏切って外部受じゆ験けんに臨のぞんだおれは、その後そこそこ順じゆん調ちように成績は上げていたものの、第一志望だった国立大に見事に落ちた。

　そして二つ目。巻き添えなら食らった。あの居眠り運転で一蓮托生、おれは崖がげ下したにもろとも落下するところだった。危ういところで踏みこたえたが、結局まさに今のこの状態。事故の話をしようとして、頭から落ち、入院などしてうつらうつらしている。早い時間に夕食を食べたら、もうやることもなくて眠気には抗あらがえない。

　三つ目……は、実はよく思い出せないのだ。

　三本の指を立て、香子が三つの呪いの言葉を囁ささやいたのは覚えているのだが、肝心の内容を忘れてしまった。あのときはそれどころではなくて、携帯ごと水没したことに気づいて絶望していたから。

　一体これからなにが起こるのだろうか。確たしかにおれは今、香こう子こではない人とまっさかさまに恋に落ちているわけだが。







　　　　＊＊＊







　千ち波なみからのメールに気が付いたのは、夕食後の一眠りから目が覚めた頃ころだった。

　すでに消灯時間も過ぎていて部へ屋やも廊下も真っ暗、暗がりの中で床しよう頭とう台だいの携帯が光っていた。メールを開く。

『加か賀がさんから写メもらったよ！　なんか意外と元気に見えるぞ!?　よかったよかった、びっくりしたよ～！』

　甘ったるい、あの独特な千波の声で語り掛けられているような気がして、ふと気分が明るくなる。

『二に次じ元げんくんとの仲良しツーショット、笑っちゃった。早く退院して元気になって、次は万ばん里りも入れてスリーショットよろ！　万里、きっとヤナのこと心配してるだろうな～、地元で同窓会あったらしいよ。ヤナはしばらく禁酒だね』

　にひ！　と笑う顔マークで締しめられたメールに、さっそく返事をしようと画面を開いた。そして文面を作り始め、ふと引っ掛かりを覚えた。

　千波のメールを読み返す。『地元で同窓会あったらしいよ』の部分だ。別になんということはないのだが、……同窓会？　万ばん里りも？

　携帯を操そう作さしてカレンダー画面を出す。ちょうど昨日きのう、九月の連休が明けたところだった。リンダ先せん輩ぱいが、確たしか同窓会は連休にあると言っていなかったか。社会人もいるからちょうど集まれる、と。

　いや別に、たとえ日付がかぶっていたとしても不ふ思し議ぎではないか。平日にいきなり同窓会をやる方がおかしい。それに静しず岡おかといっても広い。同窓会をやっている連中なんか県内にいくらでもいるだろう。高校を卒業して二年目、という年回りが同じでも、そんなに珍しいことではない。と、思う。

　思うのだが。

「……つっ」

　ベッドから勢いをつけて身を起こすと、くらっと眩暈めまいがした。今まで感じていなかった傷の痛みを急に強く感じて、一いつ瞬しゆん息が詰まる。つい手をやった額ひたいが、妙に熱あついような気もする。体温が高い。ちょっと発はつ熱ねつしているのだろうか。

　鼻の奥にしみるような頭痛を堪こらえて、携帯でグーグルを開く。覚えている金きん額がくは、６４９０円。リンダ先せん輩ぱいが指定席で買おうとしていた切符の金額だ。画面をぼんやり眺めているうちに記き憶おくしていた。

　６４９０円、東とう京きよう駅えきから、で検索をかけてみるが、マンションの広告ばかりが引っかかってきてしまう。クリアして、東京から島しま田だで検索。島田は万ばん里りの地元だ。万里は「今夜が山だ！」の言い方で「実家は島田！」という、わかりにくくも寒いギャグを一時連発していた。

　検索結果は妙に重い。というか、おれ自身、自分がなにを調しらべようとしているのかわかっていない。ただ気になったのだ。なぜだかスルーできなくて、でも別になにを気にしているというわけでもなくて、……いたたた。まじで痛いぞ、いきなり。ずしっと頭が重くなって、鈍にぶくずんずん痛み出す。点滴の管は夕食の後に抜かれて鎮ちん痛つう剤ざいも入れてもらっていないし、痛みはなかったから食後の薬も断ってしまった。痛くなかったのは、それまでの痛みどめが効いていただけなのか、もしかして。

　息を止めながらナースコールに手を伸ばそうとして、検索結果の画面に気が付いた。

　東京から島田。

　新しん幹かん線せんで静岡まで。東とう海かい道どう本ほん線せんで島田まで。運賃、６４９０円。

　出発まであと○分と○秒……ちっ、ちっ、ちっ、ちっ……刻々と秒数は減り、カウントダウンが始まっていて……

　──って。

　これは、つまり。……なんだ。

　要するに、要するにこれは、リンダ先輩と万里の実家が同じ町にあって、同じ年で、同じ頃ころに同窓会で、という事実を示していているのか。つまり二人ふたりにはおれの知らない関係があるのかもしれないということか。でも別にそんな偶然もあるといえばあるかもしれないし……ないだろ、といえば、そりゃ……でもなんにもおれは知らないし、知らされてない。すこし前、おれは万里に「リンダ先輩の実家ってどこ？」と訊たずねたことがある。海へ行く前に水着を貸してやった時だ。二人は同じ県の出身だから、地元の話でもしたことがあるかと思ったのだ。万里の答えは、「さあね」だった。なんだそれ、と思ったからこの時のことは覚えている。

　それとも、やっぱりただの偶然……でなけりゃ、ただの、足元にきっちり引かれた……踏み越えられない糸いと魚い川がわ静しず岡おか構こう造ぞう線せん……？

「……う、……つっ……」

　顔をはっと上げ、「うぐ！」と痛みに呻うめいた。先の呻きは、でもおれではない。

「……う、……あう……っ」

　苦しげな声がカーテンの向こうから聞こえてくるのに気が付いた。隣となりには、重傷の高校生。頭上の小さなライトを点つけ、おれは急いでカーテンを開いた。

「……大丈夫か？　っつ……」

　急に動いたせいで頭の痛みがひどくなり、ふらつきながら顔を覗のぞき込む。白い光の下でむくんだ顔を苦しげに歪ゆがめ、高校生はひどく喘あえいでいる。やばい。慌ててベッドからぶら下がるナースコールのスイッチを握った。耳元に声をかける。

「今ナースコールしたから！　大丈夫だ、がんばれ！」

「ぐ……う……っ」

　ややあって看かん護ご師しさんが現れて、おれは自分のベッドにへたっと腰をかけた。頭が痛い。すごく痛くて、目の前が真っ白になる。痛みが強すぎて、他ほかにはなにも考えられない。

　痛み止めが欲しかったが、カーテンが閉められた向こうではなにか処置をしているようで、こんな軽傷のおれが声をかけて邪じや魔まをしてはいけない気がした。さらにワゴンを押した看護師さんがもう一人ひとりと、医師もやってきて、にわかに部へ屋やが騒さわがしくなる。話し声が何倍にも増幅されて、痛む頭の芯しんにガンガンと響ひびき渡る。

　耐えられなくなって、スリッパを履はいて立ち上がり、病室から出た。無人の廊下をフラフラ歩いて、エレベーター前のソファに倒れ込む。痛む頭を抱え込むように身体からだを丸め、眼めを閉じる。隣の高校生の、さっきの苦しそうな呻うめき声ごえが耳に蘇よみがえる。あの、傷だらけの姿。

　傷だらけの──おれの友達。

　包帯の隙すき間まからおれを見上げていたあの目は、どこかあいつに似ていなかったか？　おれの目の中に、おれ自身無む意い識しきの「侮あなどり」を見つけて、それでもなお感情を見せないガラス玉。

　確かめたい、と唐突に思った。なんにもわからないのだ。おれにはなんにもわからない。もうちょっとわかりたい。わからせろ。おれにも、踏み込ませろよ。

『わからないの？　光みつ央おはやっぱりばかなんだね』

　固く閉じた目の奥に浮かぶのは、制服姿の香こう子この姿だった。意地悪く笑って腕を組み、おれを冷たく見下している。あっちに行けよ！　今はおまえの相手してられねえよ！　そう怒ど鳴なってやりたいが、頭が本当に痛いのだ。痛くて痛くてたまらない。なにもできない、動けない、声も出ない。

『だから、私のせいなんだってば。全部。ほら、よく思い出してみて……？　まずは一つ目だよ。光央が落ちた、あの大学……』

　目の前で、突然謎なぞの小芝居が始まった。やめてくれ、一体なんなんだ。

　舞ぶ台たいは、おれが落ちたとある国立大学。その見覚えのある校舎を窓の外から映していて、ズームイン。秘密めいた小さな部へ屋やには後姿の偉そうな人物。なぜか金きん色いろの羽は織おり袴はかま、ちょんまげ。向かいには窓の方に顔を向けて、香子が制服姿で立っている。香子はちょんまげに山やま吹ぶき色いろの塊をずいっと差し出し、ほほほ、と笑ってみせる。

『それではお代官様、これにて商しよう談だんは成立ということで……』

　引き換えに、香子の方へずいっと押しやられる、紙の束。

『加か賀が屋や、お主も悪よのう、ほほほほ……』

『ほほほほほほ……ほーい！』

　びりっ！

　机の上の紙の束を、香こう子こは手に取るなりいきなり全力で引き裂いたのだ。さらにズームイン。入学試し験けん答案用紙、と印刷されていて、名前欄らんには柳やなぎ澤さわ光みつ央おとおれの字で書いてある。つまりあれは……ああ！　『ほーほほほほほーい！』びりびりびりっ！　さらに激はげしく香子はおれの答案用紙を細かく破り、引き裂き、ちぎり捨て、最後には紙ふぶきのようにぶわっとばらまいた。そうして高らかに笑う姿が、遠くなってフェイドアウト……って、そりゃ、落ちるだろうよ。おれ。答案を売り渡されて、びりびりに破かれたならそりゃ落ちるわ。

『それから二つ目。今回の件は……』

　場面は暗転。暗くら闇やみからいきなり二つのライトが出現する。

　それは子供が乗るような小さなサイズの車のおもちゃで、運転しているのは制服姿の香子だった。おもちゃとは到底思えないめちゃくちゃな速度を出し、長い髪を彗すい星せいの尾の如ごとく吹き散らし、『おーほほほほほほ！』不吉な高笑いでかっ飛ばしているのは、狭くて暗いキャットウォーク。アクセル全開で突っ込んでいった先には、壁かべ際ぎわに張り付くような階段が続いている。やめろ危ない、止まれ、ブレーキを踏め！　『ほほほほほほほっ、ほーい！』香子の車は狂おしい速度のまま、階段の下へまっさかさま。まさに登ってこようとしていたおれを巻き添えにして……って、そりゃ、落ちるだろうよ。あほか。あんな車、あんな速度で突っ込まれたんじゃひとたまりもなく一いち蓮れん托たく生しよう、崖がけっぷちのドン底までともに落ちるに決まってる。

『で、三つ目だよ。なんのことかわかる？』

　にやっ、と意地悪い笑えみ。

　香子の幻げん影えいに向き合って、おれは一いつ瞬しゆん身を竦すくめた。リンダ先せん輩ぱいのこと、か。一体おれたちになにが起こる。なにをするんだおまえは。

　と、急に香子が後ろを振り返った。その途と端たん、まるで魔ま法ほうがかかったみたいに、着ていた制服がふわっと広がりながら溶けていく。その端からふわふわ、きらきらと幾重にも淡い空気の層が重なって、形を変える。色も変わる。やがて一斉に薔ば薇らの花びらが舞まい散って、香子は綺き麗れいなドレス姿に変身する。

『万ばん里り！』

　それまで暗く尖とがった冷たい目つきでおれを睨にらみ付けていたのに、突然、弾はじけるような笑顔えがお。香子の全身から煌きらめく光の粒が無数に舞い上がった。その輝かがやく光は燃もえるようなピンクをしていて、触れられないほどに熱あつくて、香子の姿を眩まばゆく照らし出している。強く、儚はかなく、呼吸するように明滅しながら、必死に輝き続けている。そうか、それが恋か。それが恋だ。おれは妙に納得していた。ちゃんと見つけられたじゃないか、と。

　香子は走り出す。一心不乱に、一いつ直ちよく線せんに、勢いをつけて跳んでいく。弧を描いておれの幼おさな馴な染じみが舞い降りたその先には万里がいた。

　……万里、で、いいんだよな？　『万里！』って香子も言っているもんな。

　全身に、ギプスと包帯。ガーゼに覆おおわれた顔は見えない。あちこちからまだ血が滲にじんでいて、ひどい重傷だった。

　おまえ大丈夫かよ、と、つい訊たずねたくなってしまう。

　だってそれ……本当に治ってるのかよ？　おれにはよくわからないけど、でも全然治ってなさそうに見えるぞ？

　ガーゼの下から、万ばん里りらしきそいつはちらっとおれを見た。

「……っ」

　感情のない、まっさらなガラス玉。赤ん坊みたいな、恐ろしいほどの無む垢くさ。

　そんな目をして──これまで生きてきた時の重なりがまったく感じられない、本当にからっぽの眼まな差ざしで、どうしておれを見るんだよ。

　ずっと友達だったじゃんかよ。おまえは、おれが知っている万里なんだよな？　それでいいんだよな？　もしかして違うのか？

　おまえが確たしかにおれの知っている友達の多た田だ万里だということを、おれは、一体どうやって確かめたらいいんだ？

「いた……いたたた……っ」

　幼おさな馴な染じみは謎なぞの包帯男と腕を組み、どんどん歩いていってしまう。痛みに喘あえぐおれから遠ざかり、画面の右下には～ｆｉｎ～の文字が。ハッピーエンド、というやつか。おめでとう。ぱちぱちぱち……ていうか、待て。待て待て待て。ちょっと待て。まじで待て。

　三つ目の話がまだじゃねえか。

　おまえの呪のろいの三つ目は、一体なんなんだよ。おまえ以外の女と恋に落ちたりしたら、そのときは──なにが起きるんだ？　おい！　こら！　待てって、

『しつこいな』

「……っ……」

　気が付くと、おれは冷たいプールの水の中に浸ひたっていた。

　プールサイドには制服姿の香こう子こがしゃがんでいて、落ちてしまったおれを見つめている。真夏の匂においがする。これは塩素。

『いい加減気づきなさいよ、ばか。光みつ央おは確たしかに落ちてるよ。ただし、一人ひとりぼっちで、ね。まだ条件を満たしてないでしょ』

　ああ……なるほどね。

　言われてみりゃ、確かに。

　香子が消えればこの世界で、青い世界で、おれは一人ぼっちだ。たった一人で、青いプールの水底に沈んでいくだけだった。ぬるっと手が滑って、この身を支える力はもはやない。

　一年前のあのプールパーティーの日。おれは自分の進路のことで頭がいっぱいだったっけ。そのいっぱいの片隅に、本当の本当の本当に、自分だけが「目覚めし者」である、という優越を、本当に、欠片かけらも感じてはいなかっただろうか。感じていないさ、と否定しきれたあの夏よりも、今年ことしの夏はずっとハードだ。訪れた未来も、今のおれにはただの現実。

　音もなく落ちていく。一人ひとりで、声も出せないまま。

　スローモーションで、おれの手は虚むなしく水を搔かいている。

　摑つかみたいものはある。一いつ緒しよに落ちたい人がいる。でも、まだ、摑めていないのだ。必死に指を伸ばしても、まだ足りない。距きよ離りは縮ちぢまらない。あたたかなあの人の身体からだには、まだ届かない。







「この彼、すごくかっこいいけどちょっとばかなのかも」

「えーかわいそうじゃないですかそんなこと言ったら」

「でも運ばれてきた日、血まみれで頭にビキニ被かぶってたよ」

　あははは、まじすか、って──聞こえているからな、すべて。どうせおれはばかですよ。

　そっと目を開くと、頭の傷を診みてくれていた医師と目が合った。「ね？」と言われて、もうどうしようもなく、「テキーラ！」と喚わめいてみた。そして「ね」ともう一度、これは看かん護ご師しさんたちに。ね、この彼、ばかでしょ、と。

　高こう熱ねつを出してソファで気を失っていたおれは、ほどなく看護師さんに発見され、病室に運び戻されていた。点滴を繫つながれて、鎮ちん痛つう剤ざいがぽっ、ぽっ、ぽっ、と落ち始めると、痛みがはっきりした輪りん郭かくを失って、しゅわしゅわと淡く溶けていくのがわかった。

　ちなみに隣となりの高校生は、おれが開いた携帯の光が眩まぶしくて、文句を言おうとしていたらしい。それをおれがわからずに、さらにライトまでつけたりしたから、顎あごの骨さえワイヤーで連結されていなければ「おぉい！　眩しいよ！」と喚きたかった……んだとか。

　ごめん。悪かった。まあ、あと一晩だけの付き合いだから、どうか許して欲しいところだ。

　ぽっ、ぽっ、ぽっ、と血管にリズムが刻まれる。意い識しきが眠気に蕩とろけていく。カウントダウンの数字が減っていく。

　舞ぶ台たいに立つ夢はもう見なかったが、その代わりに何度か目が覚めた。夢の中でなにかを必死に摑もうとして、しかし摑めず、おれは目を開くたびに落胆した。摑みたいものがなんなのか、もちろんおれにはきっちりわかっていた。

　不安で、もがいて、あせって、でも摑めない。摑めないのは、香こう子このせいなどではもちろんない。

　糸いと魚い川がわ静しず岡おか構こう造ぞう線せんの前で、動けなくなっているおれのせいだ。

　踏み越えるな、なんて誰だれにも言われていないのに、勝手にびびってなにもできないでいる、このおれのせいで、届かないのだ。







　　　　＊＊＊







　退院手続きを終え、二日ぶりに病院の敷しき地ちから外に出た。歩きながら携帯を手に、アドレス帳をじっと見つめてしまう。二つの名前を交互に見て、しばらく迷って、やがて一つを選んで通話ボタンを押した。

　ややあって、

『……もしもし？』

「万ばん里り」

『やなっさん、大丈夫なのかよ』

　電話に出た万里の声は、妙に遠く感じられた。そういえばこんな声を前にも聞いた気がした。あのときも確たしか万里は実家に帰っていたんだっけか。

「おお、心配させて悪い。もう今退院してきたところ。ところでさ、変なこと訊きくけど」

　息を吸い込むと、心しん臓ぞうが嫌いやな軋きしみ方かたをした。

『うん、なに？』

「あのさ……」

　言葉を口から出そうとして、一いつ瞬しゆんだ。一瞬の間に、あの目を思い出した。立ち止まる。

「……ていうか……おまえ、大丈夫かよ？」

『うん？　俺おれ？　な、なんで？　俺はなんにもないよ？』

　ていうか。

　おまえ、本当におれが知っている万里かよ。

　そんなことは当然訊けず、訊きたかったことも訊けず、おれはしばらく意味不明に黙だまり込んでしまった。電話の向こうから、強い風の音が聞こえる。目には見えないカウントダウンは続いている。

　00：00：00が来たら、なにが起きるのだろうか。おれにはわからないことだらけで、まだ電話の向こうの友達に言葉を伝えることができず、沈ちん黙もくしたまま立たち竦すくむ。なにか言わなければと思うのに、喉のどから言葉が出てこない。動けなくなって、辺りをぼんやりと見回す。どうしよう。どうしたらいい。おれにはなんにもわからない。ビーチサンダルのつま先の尖せん端たんに、ぴーっと引かれた目に見えないライン。

　ここを踏み越える次の一歩が、どうしても、踏み出せない。
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　この世には、越えてはいけない一いつ線せんというものがある。

　加か賀が香こう子こにも、それぐらいのことはわかっている。この日に本ほんで、21世紀の日常を当たり前に生きる一人ひとりの女子大生として「リアルに」セーフｏｒアウト、その区別ぐらいは普通につけることができる。できるようになった。

　と、本人的には一応思っている。

　たとえばさっき寄ったコンビニでの出来事だ。ＡＴＭには長蛇の列ができていた。大学はまだ夏休みだけれど、社会人の皆様にはド平日であるこの月末。その、ちょうど昼休みタイム。ちょっと考えれば誰だれにでもわかるリミットありの混雑時に、一人でＡＴＭを独占し、延々と振込を何件も続けているババ……中年女性がいたのだ。

　並んでいる人々の列はレジの脇わきからにょろにょろと、店内を長く横断して、反対側の雑誌コーナーまで到達していた。自動ドアは反応しまくり。ガーガー何度も無為に開き、閉じ、開き、閉じ。

　腕うで時ど計けいを五秒に一度の頻ひん度どで見ながらつま先立ち、バ……中年女性の手元を覗のぞき込もうと首を伸ばすＯＬもいた。貧乏ゆすりしつつ聞こえるように「おっせえな」と舌打ちする飲食店の制服の若者もいた。携帯で「なんかすげー混んでるんすよ、そ、なんかすげー長い人がいて、そ、なんかすげー迷惑で、そ」と嫌いや味み丸出しに話しているサラリーマンもいた。

　香子も含めて並んでいる者のおそらく全員が、長すぎる占有行為に苛いら立だっていたのだ。それでもｂ……中年女性は頑としてＡＴＭを明け渡そうとはしない。やっとのことで「ご利用、ありがとうございました」と出てくるカードを抜き取ったと思えば、違うカードをすかさずズブリ。差し込み直し、「いらっしゃいませ」。はあぁぁ……。並んでいる人々の表情を落胆と呆あきれと怒りが真っ黒い影かげのように塗り込める。その繰くり返しだった。一体、何度の感かん謝しやと歓待を一人占めして受け続けるつもりなのか。どんだけありがたがられ、いらっしゃられれば気が済むのか。背後に渦巻くこんなにも不ふ穏おんなオーラを無視し続けられるとは、どんだけ鋼こう鉄てつのハートなのか。

　独占長すぎでしょ、と、六番目あたりでイライラしながら香子は思った。待っている人がいないならともかく、こんな列になってしまっているんだから、順番を譲ゆずって並び直すぐらいのことはしてもいいんじゃないの、と。もしも本当にどうしようもない、やむを得ない事情があるというなら、せめて「お待たせして申し訳ありません、私は振込を止やめた瞬しゆん間かんに死ぬのです」の一言（じゃないけど）ぐらいあるべきだろう。それもせずにいるのだから、常じよう識しきでいえば、これってもう完全にアウト。というか。

　店員さんだって注意するべきなのでは。それを怠おこたるなんて、ＡＴＭ設置店てん舗ぽとしてはアウトかもしれない。狭い店内を分断するように長い列ができてしまって、お店に入ってくる人も驚おどろいているし、買い物する人も歩きにくそうにしているし、このままでは客同士で揉もめ事ごとにもなりかねない。もしくは設置した銀行が初めからはっきりルールとして策定して、「混雑時の長時間のご利用はご遠えん慮りよ下さい」とでも掲示してくれればいいのに。利用者へのこの気づかいのなさもアウトだろう。

　でも、それらのアウト感は、「リアルにアウト」とはちょっと違う。迷惑ではあるがまだこちら側、まとも側だ。越えてはいけない一いつ線せんを越えてはいない。

　リアルにアウト、一線を越えるというのは、要するにこういうことだ。

ＯＬ「……っけんじゃねえよ……」

中年女性「（無視）」

ＯＬ「……聞こえねえふり、してんじゃねえよ……！」

中年女性「（無視、さらに次の振込）」

　ＯＬ、躍おどりかかって日傘で中年女性の後頭部を殴る。

中年女性「ぎゃっ!?　な、なにするのよちょっと、痛いじゃないの！　あーいった……！」

ＯＬ「うるせえババア！　てめえ長いんだよどんだけ振り込めば振込尽きるんだよ！」

中年女性「やー、いったぁ、これ、や！　血！　血だよー！（と手についた血を見せて騒さわぐ）おっかしいよあなた、なにするのぉ!?　なあにぃ、ＰＭＳ!?」

ＯＬ「ＰＡＲ」

中年女性「はあ!?　誰だれかー！　もうこれだめー！　変な人ー！　警けい察さつー！」

ＯＬ「パストラミサンド、アンド、ロイヤルミルクティー！」

　ＯＬ、馬乗りになって日傘でさらに中年女性に殴り掛かる。

中年女性「ぎゃっ！」

ＯＬ「テイクアウトで！（殴打）会社に！（殴打）持って！（殴打）帰って！（殴打）食べようと！（殴打）思った！（殴打）のに！（殴打）おめえの！（殴打）せいで！（殴打）」

中年女性「ぎゃっ、ぎゃあ！　誰か！　たすけ、やめ……がふっ！」

ＯＬ「昼休みが！（殴打）」

中年女性「……はがっ……！　あが……っ……ば……ぶ」

ＯＬ「終わりだよ！（殴打[image: ]）」

　中年女性、大量に出血して動かなくなる。

サラリーマン「（携帯で）そ、なんかすげー死んでるっぽい、そ、すげー無む縁えん仏ぼとけ」

若者「チッ、こんなに出血しやがって死に方まで迷惑だな（と、カードを抜いて投げ捨てる）」

ＯＬ「邪じや魔まだから死体どかさないと。ねえ手伝てつだってもらえます？　足の方、持ってほしいの」

香子「あ、はい……せーの」

　で、アウトー！

　殺人、死体遺い棄き。これって完全に一いつ線せんを越えている。

　もちろんただの妄想だけれど、これがリアルにアウトな展開だということは、香こう子こを含めてその場にいた全員が当然にわかっている。

　だから、コンビニではそんなことは起こらなかった。

　今から三十分ほど前。現実の香子は待ちきれなくなって列から離り脱だつし、結局そのままコンビニを出てきた。近くには銀行も、他ほかのコンビニも見当たらなくて、駅につくまでに現金を引き出すことはできなかった。

　おかげで持ち合わせがやや心こころ許もとないまま、電車に乗ってここまで移動することになったのだ。まあ、でもさして遠くでもないし、急ぐ理由もないし、Ｓｕｉｃａもあるし。財布の中身が少々心細い程度のことは、香子にとってたいした問題ではなかった。

　問題は、なぜ今、自分がここにいるか、ということだ。

　越えてはいけない一線があるということをちゃんと理解できているはずなのに、じゃあどうして。

　ちなみに「ここ」というのは、彼氏である多た田だ万ばん里りの部へ屋やのことなのだが。

　すうぅぅー……、とゆっくり鼻で息を吸い込む。

（……うん。万里のにおいがする）

　そして罪の香りもする。

　より具体的には、刑法第百三十条・住居侵入罪の香りがする。香りがするというか、普通に現在進行形で犯行に及んでいる気もする。気もするというか、もはや言い逃れようもなく、香子は素足で万里の部屋のド真ん中に突っ立っている。

　かつ、「私は本当に頭がおかしいのではないか」という自覚の真まっ只ただ中なかにも突っ立っている。

　彼氏が実家に帰省している隙すきに、こっそり合あい鍵かぎで留守宅に上がり込んで、すうすうにおいをかいで恍こう惚こつとしているって、客きやつ観かん的てきには相当やばい状況ではないだろうか。この、本物っぽさ。もはや「私ってストーカー系彼女☆」なんて冗じよう談だんにもできない。我ながら笑えない。我ですら笑えない行動を、この世の誰だれが笑えるという。

　こんなことをするのは、誓って初めてのことだった。私はいつだって万里を見張ってるよ、どんな手段を使ってでも監かん視ししているよ、私は危険な女だよ、と散々アピールしてきたけれど、それはあくまでも牽けん制せいだ。本当に常時見張るなんてこと、するわけない。

　まあ、万里が部屋にいるときを狙ねらって突然襲しゆう撃げきするのは、した。寝起きも狙った。出かけている万里をマンションの陰かげで待ち伏せして、いきなり現れて驚おどろかすのもした。万里が出てくるタイミングに合わせて「ばあ！」するために張り込みもした。そのために電柱の陰でアンパンも食べた。牛乳も飲んだ。一いつ緒しよに部屋にいるときに万里が買い物に出ていって、一人ひとりで残された隙すきに室内を軽く物色するのも……褒ほめられたことではないが、した。戻って来た万里に「かるーく物色、し・た・よ」とウインクしながらかわいく告白したら、万里はコンビニの袋を両手にぶら下げたまま愕がく然ぜんとその場にへたりこみ……、と見せかけて「なーんてね！　見られて困るもんなんかあなたと置いていきませーん、そんなの想定内だよーん」香こう子こを指さし笑ってクネクネ小こ躍おどりしてみせた。やだ～、一本とられた～、とそのときは香子も笑ってしまった。楽しいおうちデートの一コマだ。

　しかしこれ（留守宅侵入）は、さすがに告白できない。さすがの万ばん里りもこんな事態まではきっと想定していないだろう。

　自分はせっかくの「教育」を、無む駄だにしてしまったのだろうか。

　教育──してくれたのは、柳やなぎ澤さわ光みつ央お。あの幼おさな馴な染じみ。

　これまで香子は彼に散々迷惑をかけまくり、してはいけないことをしまくり、越えてはいけない一いつ線せんも越えまくった。その結果、彼は怒り、ブチ切れ、香子を思いっきり嫌ってくれた。香子は「なにをしたら人は怒るのか」「人を怒らせるとどうなるか」という、本当ならとっくに理解していて当たり前だったことを、つい最近までわからずにいたのだ。幼馴染は愚かだった自分に、ごまかしのない全力の体当たりでそれを教え込んでくれた。

　そんな教育を受けられたからこそ、自分はやっとまともに成長し、普通の人間レベルの常じよう識しきを備えることができたと香子は思っていた。それを経たからこそ、無事に万里という最愛の男性を恋人にすることができたのだ、と。

　それなのに、どうしてまた自分はこんな一線を越えた行動をしてしまったのか。これが万里にバレたらどうなるか。……万里なら、いつもみたいに笑って許してくれるかも？　いや、今度こそ本気で引かれるかも。

（だって！　万里も悪いんだよ！）

　……なんて。責任転てん嫁かを試みても虚むなしいばかりの静寂。

　狭い１Ｋはどこかよそよそしい。しーん、と白しらけて静まり返って、香子がここにいるという状況に対してもまったくの無反応だ。誰だれもいないのだから当たり前だけれど。

　香子はそっと窓辺に寄ってカーテンを開け、一週間も締しめ切られていたサッシも開けて、熱ねつ気きがこもってしまっている部へ屋やの空気を入れ替える。キッチンに向かい、電源が切れている冷蔵庫の中身もチェックして、腐ってしまったものがないか確たしかめる。

　──万里は、まだしばらく戻ってこない。

　はぁぁー……と重いため息をついて、冷蔵庫の扉を閉めた。キッチンの隅に置いてあるスツールによっこいしょ、と腰かける。

　主のいない部屋は、からっぽの、ただの大きな白っぽい四角い箱にしか見えなかった。埃だけが音もなく光の中に舞まっている。落ち着かなくて踵かかとを揺する。いつもは大好きな居場所なのに、何時間だってこもっていられる居場所なのに、万里がいない今は、こうしていてもただ寂しい。寂しくて寂しくてたまらない。この寂しさに耐える方法がわからない。

　後期が始まるまで東とう京きようには戻らないつもり、と、万里は言った。

　昨日きのうの定刻電話でのことだ。それを聞いて、香こう子こはへたへたと、身体からだの力が抜けるまま自室の床に座り込んでしまった。それでもどうにか声だけはいつもどおりに取とり繕つくろって、「えー、そうなの？　寂しいよ」とシンプルに答えたが。

　内心、それどころではなかった。じゃあまだあと一週間近くも離はなれ離ばなれ！　長すぎるだろ！　と。万ばん里りがこのまま遠く離れていってしまう気がして、気絶しそうだった。同窓会は楽しかったらしい。かつてのお友達は本当に優やさしく迎えてくれた、と喜んでいた。リンダ先せん輩ぱいも一いつ緒しよだし、やはり地元は居い心地ごこちがいいのだろうか。

　万里が幸せなら、楽しんでいるなら、自分も嬉うれしい。本当にそう思う。でも、不安なのも事実なのだ。意志の力ではどうしようもなかった。そんなに地元がいいのなら、自分のもとにはもう戻ってこないんじゃないか。気を抜くとすぐにそんな考えが忍び寄ってくるのだ。

　万里がこれまで地元と距きよ離りを置いてきたのは、前とは変わってしまった自分が受け入れられないのではないか、という恐怖ゆえだったと思う。

香子「でも、実際は受け入れられたんだよね」

万里「はい！　居心地、すんごくいいです！　なのでしばらくそちらへは戻りません！」

香子「ああ……（気持ちを押し殺す）」

万里「（気づかず）あーやっぱ俺おれのほんとの居場所ってこっちだったんだなーって」

香子「……そう、ですか」

万里「ぶっちゃけ記き憶おくがなくても受け入れてもらえるなら、東とう京きようにいる理由もないんですよ」

香子「……（言葉が出ず、ただ万里を見つめる）」

万里「（気づかず）俺、地元から逃げてただけなんで。おっと、呼ばれてるからいかないと」

香子「……ど、どこへ？」

万里「今からみんなでこれ（と、摘つままむ手つき）。そう、茶摘みっす」

香子「い、今から!?」

万里「あれ（と、山を指す手つき）。そう、富ふ士じ山さん見ながら」

香子「山見る必要ある!?　まあ確たしかにおひざ元だけど！」

万里「それ（と、煙突から煙を吐く手つき）。そう、ＳＬで」

香子「移動手段ＳＬ!?　え!?　静しず岡おかにＳＬあるの!?　って、待って！　待ってよ万里！」

　万里、振り向きもせず歩き去る。必死に香子は追いかけるが気づいてもらえない。

　ＳＥ・汽笛

香子「待って！　私も摘むから！　これ、着たから！」

　香子、いつの間にか茶摘み女の扮ふん装そうをしているが気づいてもらえない。

香子「万里待って！　籠かごもちゃんと背負ってるのよ！　だから……あれ!?　重い!?」

　背負った籠が重すぎて追えなくなる香子。訝いぶかしんで籠を下ろすと、

親おや父じ「（籠から飛び出してきて）こらあぁぁぁ！　俺のマルちゃん正せい麵めん食っただろう!?」

香こう子こ「きゃ～～～～！」

　……いや。

　いやいやいや。

　いやいやいやいや、なんだそれは。

　違う違う、違うというか、意味が分からない。そうじゃないだろう。

　そうじゃなくて、万ばん里りを静しず岡おかに送り出したのは自分なのだ。

　根拠のない不安で万里を縛しばるようなことはもうしないと決めたはずだ。万里が地元の同窓会に行くと言ってくれた時の気持ちを忘れてはいけない。よかった、と自分は思ったではないか。

　万里の心に詰まっていた哀しみや虚むなしさ、苦しみを、これで押し流すことができそうだと期待したのだ。それが万里にはできると信じて、おおらかに、どっしり構えて待っていようと決めたではないか。

　そうだ。だから香子は「いやだ！　今すぐ帰ってきて！　寂しいの、会いたいの！」などと電話口で騒さわぐこともせず、必死に寂しい気持ちを押し殺した。

　で、その結果がこれだ。

　住居侵入の現行犯。

（……ごめんね、万里……私、忍び込んじゃった）

　はあぁぁ～……。

　自分による自分のための自分にしか聞こえないため息。なんで自分という女は、こんなふうになってしまうのか。

　なにも、はなから留守宅に忍び込んでやろうというつもりでここまでやってきたわけではなかった。こんなに留守が長くなると郵便受けが心配だな、と思ったのだ。

　このマンションには、毎日毎日山ほど不要なチラシの類たぐいが突っ込まれていく。ふとそれを思い出して、心配になったのだ。必要な郵便物がチラシに紛れて溢あふれ出してしまって、捨てられたりしてはまずいだろう、と。

　だから電車で万里のマンションにやってきた。

　そして郵便受けを見たら、ほーら、案の定。満杯にチラシやらＤＭやらがめちゃくちゃに突っ込まれて、今にも開口部から零こぼれ落ちそうになっていた。南なん京きん錠じようの番号は香子の誕たん生じよう日び。カギを開いて、中身を出し、明らかに不要なものを取り分けてゴミ箱へ捨て、必要そうな郵便物だけをきちんとまとめて中へ戻した。

　それでミッションは完了のはずだった。が、ふと、冷蔵庫が気になった。そういえば、腐りそうなものは食べちゃって、電源を抜いていくと万里は言っていた。……大丈夫かな、それ。万里は結構うっかりなところがあるし、生ものを常温で放置して爆ばく発はつ、なんてことになってしまってないだろうか。

　いや、でも、だからって留守の部へ屋やに上がり込むなんてさすがに……待って。エアコンは？　エアコン、ちゃんと切っただろうか。今までも何度か一いつ緒しよに部へ屋やに帰ってきた時に「うわ、エアコンつけっぱだった！」ということがあったではないか。そういえばバスルームの換気扇も心配だ。あれも万ばん里りはしばしばつけっぱなしにしてしまっていた。そして窓。そうだよ窓。ちゃんと閉まっているのか。そもそも鍵かぎ。ていうか、若干トイレに行きたいような気もしてきた。

　──ちょっとだけだから。

　ほんと、一いつ瞬しゆん。お手洗いを借りて、冷蔵庫やエアコンや換気扇や窓や鍵を確たしかめるだけ。それだけ、なにもしない、絶対。ほんとにちょっとだけよ……なんて加か藤とう茶ちやか、もしくは飲んだ後に女の部屋に上がり込もうとする男みたいな言い訳を繰くり返しながら、香こう子こはエレベーターに乗り、越えてはいけない一いつ線せんを越えた。

　自分でも、自分の罪深さはわかっている。

　なにが罪深いって、ここに来る前に万里に連絡をしなかったあたりが罪深い。

　建前としては「別にこんなことになる予定ではなかったし、長い留守中にちょっと郵便受けを見るぐらいのことは彼女なら当然のお手伝てつだいだし、いちいちあれが心配、あれも不安、ってうるさくするのってきっとうざいって思ったから」。

　目を逸そらすことのできない本音は「連絡したらよせ、やめろ、しなくていい、って言われるかもしれないから」……これだ。

　日焼け止めでややペタペタする頰ほおを両手で包み込むようにして、香子はスツールに座ったままでがっくりと項うな垂だれる。

「だって、だって……違うのよ。違うの、ほんとに違うの」

　どんなに言い訳をしたところで、聞いている人間などここにはいないのだが。

「……だって、万里が、帰ってきてくれないんだもん……！」

　ほとんど泣き声みたいに一人ひとりで語る声は静かな部屋に響ひびいた。

「万里が私をほっとくんだもん！　完全放置、なんだもん！　夏休みが終わっちゃうのに、もっと思い出作りたかったのに、私は会いたいのに、ほんとは一緒にいたいのに、それなのにここにいないんだもん！　もういやっ！　やだっ！　耐えられないっ！」

　そう、誰だれもこんなぼやきを聞いてくれる人などいない。ここにいてこの声を聞くべき人は、まだまだ帰ってこない。わかってもらえない。だからこんなことになってしまうのだ。もはややけになって、

「うあぁぁ～ん！　だあっ！　とりゃあーっ！」

　スツールから飛び出して大きくジャンプ。でぇーいっ！　と跳んで、ベッドにずむっと背面飛び込み決めてやる。転がってジタバタ、

「万里のばかばかばかばかばーかばーかもう嫌いっ！　うそうそ好きっ！　ていうか嫌い嫌い嫌い！　好きっ！　好きっ！　好きっ！　ばかっ！　好きっ！　ばかっ！　好きっ！」

　どうせ誰も見ていないのだから、なにをしたって構わないだろう。越えてはいけない一線だってとっくに越えているのだし。なにもかも今更だ。スカートの裾すそなぞ完全にまくれてパンツも全開、香こう子こは思うさまびっくんびっくん身体からだを魚みたいにくねらせてマットレスでジタバタ暴あばれ、ぐるっと回転、うつ伏せて、

「チューとかしてよおぉぉー！」

　万ばん里りの枕まくらに思いっきり顔を埋める。ぐりぐり鼻も口も押し付けて、すーはーすーはー狂ったように息をして、

「……枕カバーたまには洗いなよおぉぉー！」

　負けた。がばっと顔を起こしてそのままシーツにもう一度仰あお向むけ、大の字になる。迸ほとばしる激げき情じようのまま腰を反らし、実は子供時代からこれだけは妙に得意なブリッジ。のまま、

「エクソシストぉぉー！」

　ちょっと歩ける、という特技があるのだ。夫になる人にだけは見せてあげてもいいつもりの、はしたない隠し芸。かつて一人ひとり、自室でこの芸を磨いているところを静しずかにうっかり見られてしまったことがあるが、彼は翌日から四日間ほど学校を休んだ。もちろんこの芸とは関係ない。ただのノロウイルスだ。

「私は、万里になら、エクソシスト見せてあげてもいいって思ってるのにぃぃー！」

　どさっと倒れ込み、ゴロゴロ転がる。

「ほんとだよ！　本気なの！　なのになんで帰ってこないのよ！　多た田だ万里ならぬばか万里に改名してよ！　香子ちゃん放置罪は重罪だよ！　夏の思い出が足りない罪も重いよ！　帰ってきたらただじゃおかない、執しつ行こう猶ゆう予よなんかつけてあげない、もう即逮捕、そしてこうやってこうやってこうやってこうやって、」

　転がりながら枕を抱きしめ、レスリングみたいにマウントとってがっちり抑え込み、

「ダーリンおかえりなさーいっ！　まずはお風ふ呂ろにする!?　それとも御飯!?　それとも、ず・つ・き!?」

　がっつんがっつん枕に頭突きしまくる。頭突きしながら泣きたくなる。本当に、こうしてやりたかった。今すぐこうしてやりたい。頭ず蓋がい骨こつと頭蓋骨でダイレクトに語り合ってやりたい。愛する彼女にこんなに寂しい思いをさせておくなんて、万里のばか。不安にさせないって約束したくせに、こんなに長く離はなれ離ばなれで平気でいるなんて、ばかばかばか。

　あんまりだよ。

「……うえーん……！」

　枕を締しめあげてフォールの体勢。３、２、１……で、顔を上げた。

　マットレスに手足を投げ出し、ごろんと転がって、しばし天てん井じようを眺める。

　ハイテンションでバカをした後の静けさは、なんて心に沁しみすぎるのだろう。

「……もう、帰ろ」

　このままでは本当に泣いてしまいそうだ。部へ屋やに侵入したという形跡は消して、このことは万ばん里りには黙だまっておこうと決めた。郵便物の整せい理りをしたことだけ言おう。

　身体からだを起こし、私って本当に頭おかしいかも、などと思いながら乱れた髪をかきあげる。誰だれも見ていないからって一人ひとりでこんな大おお騒さわぎしちゃって。もしもこんな有あり様さまを見ている人がいたとしたら、本当に恥だと思う。恥っていうか、通報されても文句は言えない。留守宅に侵入してエクソシストだもん、普通に怖すぎるよ。

　やれやれ、とベッドから立ち上がろうとしてふと窓の方に目をやったそのときだった。ベランダの境きよう界かい壁へきの、その向こうから。

　こちらをじっと見ている二つのまっ黒な目、と、視し線せんがあったのだ。

　ぞわっ！　といきなり総毛立ち、口からは絶叫が溢あふれ出した。







　　　　＊＊＊







　万里の部へ屋やからマンションの開放廊下へ出ると、その人は咥くわえ煙草タバコで住居侵入の現行犯・香こう子こを待ち構えていた。

　思いっきり動揺しているせいで、合あい鍵かぎがなかなか鍵穴に刺さらない。落ち着け、落ち着くのよ香子……自分に言い聞かせながら、何度かカツ！　カツ！　と冗じよう談だんみたいに違うところを鍵の先で突き、ようやくずぶっと挿そう入にゆう完了。しっかり回して、ロック確かく認にん。

　恐る恐る、振り返る。

「どっかおかしーんじゃないのあんた」

「うっ……」

　シンプルながら、これはなかなかパンチが効いたセリフではないだろうか。しかも「どっか」とおかしそうな箇所を言葉ではボカしながら、身振りはくっきり具体的。こめかみ付近を人差指で指しているし。

「た……確たしかに私、おかしいのかもしれません」

　香子も悄しよう然ぜんと項うな垂だれながら、「このへんが」と自分の頭を指さしてみせる。より正せい確かくを期すならば脳みそを取り出して片手に乗せ、「これが」と指さしたいところだ。

「ま、自覚があるだけ救われるかな」

　名残なごり惜おしげに深く長く煙草を吸い、色の淡い唇を窄すぼめ、その人は猫のようにすっと目を細める。肺に致死性の毒をたっぷり沁しみこませたいみたいにそのまま数秒息を止め、やがて香子から顔を背けて、唇の隙すき間まから煙を細く吐き出す。指でつまんだ煙草はギリギリまで吸いすぎて、ほとんどフィルターしか残っていない。

　顎あごのラインで切りそろえた漆しつ黒こくのボブヘアはターバンで額ひたい丸出し。細すぎる身体には黒のタンクトップとデニムのショートパンツ。腰にやった手もサンダルの足もネイルは黒。青白いノーメイクの顔立ちは涼しげに整ととのってはいるが、しかしどん底までローテンション。気け怠だるいをとっくに通り越して、表情はほとんど死んでいる。

　そう、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいである。

「上がんなよ。なんもないけど」

　顎あごをしゃくりながらＮＡＮＡ先輩は自室のドアを開けてみせるが、

「……いえいえー、もう帰るところでしたしー、私になどどうかお構いなく……」

「うるせえ」

　後頭部から有う無むを言わせぬ先輩オーラが放出されているのを肉眼で確かく認にん。

　もはやお誘いを拒否することもできず、香こう子こはしぶしぶ、先に立って部へ屋やの中へ入っていくＮＡＮＡ先輩の後に続いた。玄関に上がり、ハイヒールサンダルを脱ぎ、こっそりあたりを見回す。

　隣となりの万ばん里りの部屋と、造り自体はほぼ同じらしい。短い廊下の右側にユニットバスを配したほぼ真四角の１Ｋ。違うのは、西側の窓がないことぐらいだろうか。

　そして室内の造り以外のことは、圧倒的に、なにもかもが、万里の部屋とは違う。煙草タバコとお香が混ざったような匂においが渦巻くように充満しているし、サッシには遮しや光こうカーテン、しかも黒。ベッドはなくてその代わりに壁かべ際ぎわにはギターが三本となぜかターンテーブル。ステレオ。そして香子には用途がわからない機き材ざいやケーブルが所せましと積つみ上げられて、いくつもある衣装ケースの中にはぎっしりとＣＤやらＤＶＤやらレコードやら。

「そこ。座んな」

　ＮＡＮＡ先輩は妙にぺっとりと潰つぶれてスライムみたいな形に成り果てている一人ひとり掛がけソファに腰を下ろし、顎で散らかったローテーブルの向かいを指し示す。それはどう見ても座布団とかクッションではなく、畳まれた敷しき布ぶ団とんではあったが。

「じゃあ、失礼します……」

　ちんまりと正座して、香こう子こは「えへ」ととりあえず愛想笑い、向かいのＮＡＮＡ先輩の顔を見上げる。ＮＡＮＡ先輩は火をつけずに新しい煙草を咥くわえ、香子の顔をどこか虚うつろな目で見下ろしている。目の下のクマがやや怖い。

　考えてみれば、こうしてＮＡＮＡ先輩と二人ふたりっきりでいるなんて、香子には初めてのシチュエーションだった。妙に緊きん張ちようしてしてしまい、なにも話せないまま布団の上で固くなる。一体いつから見られていたかはわからないが、住居侵入の犯行現場は確実に目もく撃げきされてしまったし、ＮＡＮＡ先輩が自分を部屋に入れた意図も読めないし、そもそもＮＡＮＡ先輩という人をそんなにもよくは知らないし。悪い人ではないと思うのだが、改めてこうして対面してみると、思いっきり悪い人にも見えてくるし。

「あれさあ」

　掠かすれた低い声で、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいが呟つぶやいた。

「はい、ええ」

　固くこわばったままで銀行員みたいに返事をするが。

「……なに？　エクソシスト？」

　あう、はう、ふう、と妙な声が喉のどから漏れる。最も触れられたくない核心にいきなり毒針突き刺された気分。

「いいと思うよ。あたしは。見た時はかなりびっくりしたけどさあ……いいんじゃない？　ああいうの、嫌いじゃないよ」

　ほとんどぷるぷる震ふるえながら、香こう子こは老衰死寸前のメス牛の枯れ果てた乳にゆう腺せんから最後のミルクの一滴を無む理り矢や理りに絞り出すように喉を引き絞り、どうにか「それはそれは……ありがとうございます」とだけ呻うめいた。そんなにもばっちり見られていたんだ……。今、ありありと身の置き場がない。

「隣となり、帰省してるっていうじゃん？　あたしずっと戻ってくるの待ってたんだよね。ちょっとあいつに用事があってさあ。そしたら物音が聞こえてくるし、いるじゃん、と思ってベランダから覗のぞいたら、あんたがおかしなことになってたんだわ。つかさあ、あいつはいつこっちに戻るの？」

「……万ばん里りは、お休み中はずっと実家にいるつもりって言ってました……」

「そうなの？　あー、んだよ、参ったな」

　チッ、とＮＡＮＡ先輩は舌打ちし、ソファに身体からだを深く埋める。そっかそっか、そうなんだ、などと独りごちつつ、香子をチラ見し、手の中でライターをくるくる弄もてあそぶ。取り落とし、軽い音を立ててライターはどこかへ転がっていってしまう。ＮＡＮＡ先輩はそれを拾おうとはせず、また香子を見やる。ふと、悪い予感が香子の背中を這はい上ってくる。

「あんたさあ。あのエクソシスト、ライブで披ひ露ろうしない？」

「……はっ!?」

　這い上るや否や、的中。ずどん、ド真ん中。

「今度またライブやるんだよね。テーマは『恐怖』。でも演出でちょっと行き詰っちゃってさ。一応なんとなく形はできてんだけど……どうもこう、マンネリ感？　新しん鮮せんさ、鮮烈な衝しよう撃げき、驚おどろきが足りないんじゃないかって話になったんだわ。だから多た田だ万里になんかやらせようかと思ってたんだけど、意外にももっとよさそうなのが見つかっちゃった、と」

　煙草タバコの先でびしっと指され、香子は必死に身体を左右に揺らして逃れようとする。

「いえいえいえいえ！　とんでもないっ！　だめだめだめあれはだめです！　あれは加か賀が香子、一生モノのかくし芸なんです！」

「いいじゃん。ステージを、そうだな、あれで五往復ぐらいしてくれたらいいや」

「ていうか５センチぐらいしか動けないんです！　まだまだ未み熟じゆく者ものなので！」

「じゃあ５センチ分、ゴトゴト動いてくれりゃいいや。壊こわれたおもちゃって感じでどうよ」

「いやです！」

「なに？　いやなの？　……ふーん。あっそ」

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいは急に興きよう味みを失ったみたいに、ソファに座ったままで大きく仰のけ反ぞり、伸びをした。

「そんなに嫌いやならじゃあいいや」

　あっさりと、それだけ。

　話は終わった、とばかり、軽く勢いをつけて立ち上がる。衣装ケースの隙すき間まに入り込んでしまったライターを拾うとして身を屈かがめる。では失礼して、と香こう子こも立とうとするが。

千ち波なみ「ちょっと待ったー！　タイム！」

　キャッチャーの千波、マウンドに駆け寄ってくる。

千波「（マスクを上げつつ）加か賀がさん！　ついこの間のこと忘れたの!?」

　マウンドにはピッチャー香子。ドームの客席は満員、大歓声で盛り上がっている。

香子「（グローブで口元を隠して）この間のことって？」

千波「（ミットで口元を隠して）激臭大戦のことだよ！　あたしが玲れい那な先輩にされたこと！」

　バッターボックスには玲那。

玲那「（バットを構えて）おーっほっほっほっほっ、あーっはっはっはっはっ！」

千波「先輩という生き物は、いつだって理不尽な我わが儘ままを通そうとしてくるものなの」

玲那「（バットをぐるぐる回して）言うことききなさぁ～い！　さもなくばいじめるわよぉ～！」

千波「そのためになら脅迫すら辞さないんだよ奴やつらは！」

香子「た、確たしかにそうだったわ……」

　ネクストバッターズサークルにはＮＡＮＡ先輩。不敵な笑えみでガムを嚙み、香子を見ている。

千波「だから油断は禁物！　さ、性格ドブスの玲那をとっととブチのめそう」

　──そうだ。しょせん小者だった玲那はとっととこないだブチのめしてやったけれど。このＮＡＮＡ先輩という人はあそこまで簡かん単たんには御ぎよせないだろう。

　犯行現場は見られてしまったし、どんな証拠を握られているかもわからないし、もし脅迫されたらどうしようか。エクソシストを披ひ露ろうすることだけは避けなければいけない、あれは未来の夫（予定）・多た田だ万ばん里りだけに限定公開されるべき特典映像だ。……映像というか、状況か。特典状況だ。

　ああ、どうしよう、困った、どうしよう、どうしたらいい。息さえ止めて悩んだのは一秒あまり、

「な、ＮＡＮＡ先輩……っ！」

「うお!?　なんだよ!?」

　立ち上がった香こう子こは進行方向を華か麗れいに変更、ジャンピング。しゃがみこんでいたＮＡＮＡ先せん輩ぱいの背中に思いっきりのしかかり、首にしがみついて体重をかけた。華きや奢しやなＮＡＮＡ先輩はそのまま香子の重さを支えきれずにぐしゃっと潰つぶれ、

「なにして……く、苦しいっ！　のけ、ばかやろ……っ！　首……背骨……がっ！」

「先輩、言わないで下さいっ！　お願ねがいします、お願いします、お願いしますぅ！」

「ふぐっ……ぐっ……!?」

「私が万ばん里りの留守宅にこっそり忍び込んで、発情しながらエクソシストしてたこと、絶対万里に言わないで下さいっ！　あれをバラされたら私本当に困るんですっ！　エクソシストを披ひ露ろうする以外のことならなんでもしますからっ！」

　全力。両腕でがっちりと背後からＮＡＮＡ先輩の首を固め、全体重をかけ、香子は必死の声で懇こん願がんした。哀れな姿でお願いするしか脅迫（予定）をかわす方法はないと思えたのだ。いわゆる、窮きゆう鳥ちよう懐ふところに入れば猟師も殺さず、というやつ。アンド、先手必勝。ちなみに自分の両手がＮＡＮＡ先輩の気道を完全に押し潰し、失神寸前の窒息に追い詰めていることには気づいていない。どっしりと子こ泣なき爺じじいポジションで背中に馬乗りになっていることには薄うす々うす気づいているが。

[image: ]

「お願いしますっ！　ね!?　いいですよね!?　言わないですよね!?　ねっ!?」

「……っ、……っ」

「なんでもしますっ！　そうだ、演出のアイデア、私も一いつ緒しよに考えますよ！　そういうの意外と自信あるんです！　だから絶対に言わないで下さいねっ!?　ねっ!?　いいですかっ!?」

　声もなく、うつぶせになって床に潰つぶれたＮＡＮＡ先輩が震ふるえる手で二度、床を叩たたいた。ギブアップのサインだ。よし、と香こう子こはのしかかっていた細身から離はなれる。

「ああよかった、ご理解いただけて……先せん輩ぱいはちゃんとお話が通じる方なんですね」

「……っ……ごほっ！　息が……くそ！　おま……まじ……まじ……っ」

　よぼよぼと起き上がりながらまだ苦しげ、ＮＡＮＡ先輩は自分の頭を指してみせる。その指先をぐるんぐるん回す。

「ええ？　それはさっきもやった下りですよ？」

「……ああ、そう、だったな……」

「ていうか、ちゃんとわかってます。確たしかに私は頭がおかしい。認めます。でも、卑ひ怯きよう者ものではありません。さっき約束したことは守ります。恐怖の演出のアイデア、考えます。うーん、そうだな……恐怖、恐怖、恐怖といえば……あ、先輩、そこにどうぞ」

　さっきまでＮＡＮＡ先輩が座っていたスライムソファにどさっと腰を下ろし、香子は家主に敷しき布ぶ団とんを進めた。なにか言いたげな顔をしつつ、しかしＮＡＮＡ先輩は素直にその指示に従った。気のせいか、ローテーブルを挟んで正面の香子からはできるだけたっぷり距きよ離りを取り、首のあたりをまだ押さえている。

　と、そのとき、香子の記き憶おくの蓋ふたが一つポン！　と音を立てて開いた。そうだ。恐怖といえばこれがあった。

「先輩、私の体たい験けん談だん、聞いてください。これってきっと演出の参考になると思うんです。私が体験した、恐らくは人生最大の恐怖体験です。もしよかったらメモのご用意を」

「……」

「メモのご用意を！」

「……」

「メモ！　の！　ご用意を！」

　手近にあったチラシの紙をぺらんとやる気なく裏返し、ＮＡＮＡ先輩は心底嫌いやそうに右手にペンを摑つかんだ。うぜえ～、と唇が動いた気がするが、気のせいだろうと香子はスルー。こんなに参考になる話、聞きたくないなんてわけがない。







　Ｋ・Ｋさん（東とう京きよう都と　学生）の恐怖体験




　私が中学生だった頃ころ、家族旅行で海外の某遊園地へ遊びに行ったんです。

　そこには高さ何十メートル、速度も百キロ超え、みたいなすごいグルングルン構造の巨大ジェットコースターがあって、大人おとな組ぐみはパス、私と弟だけで乗りに並びました。

　ところが結構並んで、やっと私たちの番が来たってときに、急に弟が「やっぱり怖いから乗れない」って泣いちゃったんです。しょうがないからじゃあ止やめようか、って二人ふたりして抜けようとしたら、係員の人が「弟はここで見てるから君は乗っていい」みたいなことを言って、私だけシートに座らされてしまいました。

　知らない外人さんが隣となりに来るの……ってちょっと不安に思ったんですけど言えなくて、どうしよう……とか俯うつむいてモゴモゴしてる隙すきに、「Ｈｉ！」って優やさしそうな若い女子の声がして、車体がぐらっと傾きました。

　え。と思って顔を上げたら、「Ｙｅａｈｈｈｈｈｈｈｈｈ！　Ｈｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」って、前後の席のお仲間たちとハイタッチしまくり、テンション激アゲの、縦たて２メートル、幅１メートル、奥行き１メートルぐらいの、巨大な女子高生が私の隣に座ってたんです。でかい。とにかくでかい。はみ出たお肉が完全に私の半身に乗ってるし、シートの領域も侵しているんです。なんだか厳きびしい展開、と彼女の腿もものお肉の下から自分の足を引っこ抜いているうちに、前方のバーが降りました。

　そのジェットコースターの安全装置は腿辺りを押さえるバーだけなんですけど、私の隣の女子高生の腿の厚みたるや、軽々私の下乳ラインまで来ているんです。当然バーは私の身体からだまで届かない。私を押さえるものが全然ないんです。私だけフリー状態。

「バーが！　ミーにバーが届いてません！」

　って係員の人に必死に伝えようとしたんですけど、女子高生一行の盛り上がりが本当に凄すさまじくて、爆ばく撃げきみたいに騒さわがしくて、全然気づいてもらえない。弟に至っては綺き麗れいなブロンドの係員の人に優やさしく抱きかかえられちゃって、キャンディーなんかもらっちゃって、「この人がぼくの本当のおねえさんだよ……」みたいな目をしてうっとり別世界に達してるし。

「ちょっと待ってー！　降ろしてー！　プ、プリーズレッミーゲッ……あ～～～～～～～！」

　ドォォォーン！　始まるっていうか、射出されちゃうし。

　出発しちゃったからにはもう必死に摑つかまるしかなくて、両手で浮いてるバーにしがみついて、とにかく足を前方の壁かべにつっぱって耐えました。進行方向が右だとして、完全に、ヒの字です。

　ヒの字で両手両足をつっぱっていてもお尻しりが跳ねて浮いちゃって、カーブのたびに放り出されそうになるし、これはもう気を抜いたら終わりなんだ、って思いました。自らの全パワーを握力に変換するしかない、って。でも目の前には３連続螺ら旋せんのグルグルグルが迫っていて、もはや絶望です。落下Ｇの逃がしどころがありませんもの。目の前がドーンと暗くなって、ジェットコースターはえー、としか考えられなくなりました。

　私の死に向かって、すげー、一いつ直ちよく線せんじゃーん

　ちょうはえー

　やべー

　こえー

　……あまりの絶望状況に脳みその出力が一気に低下したんだと思います。事態を把握してしまったら発狂するしかないから、「すげー」「はえー」「こえー」ぐらいの認にん識しきしかできないようになったんですね。そんな私の顔面に謎なぞの水しぶきがいきなりびびびっとかかってきて、思わず目を開けると「オオオ……」隣となりの女子高生が泣いていて、その涙が雨のように私に降り注いでいたんです。「オーオオオオ……アーイワナゲッオーフ……オオオー」両手をバーから離はなしてしまって顔を覆おおっているから、彼女のシートからはみ出た巨体が私の半身にのしっとのしかかってくる。しまいには「オオオオオーオオオ……！」身体からだを捻ひねって私の肩に顔を埋めてくる。しめた！　と思いました。重石おもし！

　もしかしたらバーよりずっと安定感のある頼れる濡ぬれ重石を得て、なんとか３連続ループを通過し、私は無事に発着所へ帰き還かんすることができたのです。







「……以上です」

　ふー、と一気に話し終え、香こう子こはその息を整ととのえた。

「どうですか？　超怖かった、作り一切なしの本物の体たい験けんです。あのときはほんとに死んじゃうかと思いました」

「そうだな……」

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいはおもむろにペンをチラシの裏に走らせて、

「エクソシストのインパクトが10だとしたら、今の恐怖体験談はせいぜい」

　ぺらりと香子に向け、見せる。そこには「１」という数字しか書いていない。

「１？　……え、１点ってことですか？　うそ！　そんなわけないですよ！　ほんとのほんとにすっごい恐怖体験だったんですから！」

「ぜんぜん伝わんねー。あたしの感想は『へー、海外の遊園地なんて行ってんのかよ、優雅な暮らししやがって』ってだけだな。ま、危険だったのは認めてやってもいいけど、そもそも危険と恐怖って似てるようで別モンだ」

「……それは……確たしかに……そうかもしれませんけど……」

「今のが人生最大の恐怖体験、ね。へー。感性、たいしたことねーな」

　飽きたようにＮＡＮＡ先輩はペンを放り出し、白しらけた目をして香子を見上げてくる。やばい、今開いてしまった９点の差を埋められるだけの新たなる恐怖を追加しなければ、エクソシストを披ひ露ろうさせられるのかもしれない。

「ちょ、ちょっと待って下さい……まだ考えはあります！」

　携帯をバッグから取り出し、とりあえず万ばん里りにかけてみる。

「先輩、今万里に電話してるんで、しばらく声出さないで下さいね。居所がバレたらやばいんで」

　はん、と適当な返事。自分のとびっきりがたったの１点だった以上、人の話をもらってくるしかない。しかし、頼りの彼氏は出てくれず、そのまま留守電になってしまう。なによ、と切って、次に千ち波なみにかけてみる。しかし千波も出てくれず、幼おさな馴な染じみにかけてみる。ところがこいつも留守電で、二に次じ元げんくんにまでかけてみる。二次元くんすら出てくれない。すら、って失礼かもしれないけれど。

「あれ？　おかしいな、なんでみんな出てくれないのよ……」

「友達いないんだ。そっか、嫌われてるんだ、あんた」

「……そういうリアルな恐怖を与えるの、やめてくれませんか？」

　などと言っていると、千波から電話がかかってきた。

『もしもーし？　今電話くれた？』

「したわよ。あんた今なにしてるの」

『バイトの休きゆう憩けい中ちゆうだよー。今日きようなんか妙に忙しくてさー、十時からシフトで今やっと座れたって感じ。足がパンパンだよ。今はお昼のまかない、作ってもらってるところなんだ』

　さりげなく携帯をスピーカーに切り替えて、ＮＡＮＡ先輩にも千波の声が聞こえるようにし、ローテーブルの真ん中に置く。すげえ声だな、とＮＡＮＡ先輩が小さく呻うめく。

「庶民の勤務事情になんぞこれっぽっちも興きよう味みないの。そんなことより、あんたのとっておきの恐怖体たい験けん談だんが聞きたくて電話したのよ。さあ、話して！」

『ん？　恐怖体験談？　なにそれ、そんなの急に言われてもあるわけないじゃん……っていやいやいや！　ある！　あったよ、とっておきの恐怖体験！　話していい!?』

「もちろんだよ。どうぞ伸び伸びと超音波を発してちょうだい」







　Ｏ・Ｔさん（東とう京きよう都と　学生）の恐怖体験




　前に住んでた家の近所に、喫茶店があったのね。

　チェーン店とかいわゆるカフェじゃなくて、昔からある系の、ちょっと懐なつかしいような、地元のお年寄りが毎日通って煙草タバコ吸って新聞読んでて、みたいな古びたお店。入り口のドアの前からずらっと植木鉢が並んでて、水草の鉢とか金魚やメダカの水すい槽そうまで置いてあって、歩道まではみ出してるの。あたしは入ったことがないんだけど、うちから駅に行く途中にあったから、お店の前は結構頻ひん繁ぱんに通ってた。

　今年ことしの春、あったかくなってきた頃ころの話だよ。

　そのお店の前をいつものように通りがかったら、大き目のバケツが一つ置いてあったのね。水が張ってあって、なにがいるんだろう？　って軽い気持ちで覗のぞき込んだの。すこし離はなれたところからは、黒い泥みたいなものが底に沈んでるように見えてた。でも近づいてみたら、大後悔。うげっ……！　って。

　泥に見えてたのはバケツにたっぷりのおたまじゃくしだったんだよね。底からたっぷり20センチぐらいの深さまで、小さなおたまじゃくしがそれこそ何百匹も、うじゃうじゃと堆たい積せきしていたの。ぴぴぴぴ、って泳いでいるヤツもいたし、バケツの内側にびっしり張り付いてるヤツもいた。

　小指の先ぐらいの、真っ黒な、とろろんとした半溶けの音符みたいなのが無数にぴこぴこぴこぴこ……どこから獲とってきたんだよ？　ていうかなんのために！　って思ったよ。ビジュアル的にかなり気持ち悪かったし、第一こいつらどうするつもり？　住宅街にこの何百って数の蛙かえるを放つつもりなわけ？　勘弁してよ、って。両生類系ってあたしあんまり得意じゃないし。

　で、うっへえ……ってなりながら、お店の前を離れたの。それが確たしか、午前十時ぐらいのこと。

　大学行って、その日はバイトもなかったから四時ぐらいに帰ってきたんだけど、その帰り道、おたまバケツが歩道を遮さえぎるように置いてあって、いや～も～なんでこんなとこに置くかな……と思いつつ、避けながらつい覗いちゃったんだよね。そしたらさ、ひぃぃぃぃ～……ぞわぞわぞわ、ってきた。

　は、生はえてるじゃんか……！

　朝見たときには気け配はいもなかった脚が、生はえてきてるんだよ。この六時間ぐらいの間に。透明の薄うすい膜の中に、黒い肉玉部分から分ぶん離りされたみたいに、Ｚ型に黒い脚が明らかに収納されてるのが見えてるの。その薄い膜を突き破って、Ｚが生えてきちゃってるの。で、底に溜たまってたヤツらが、バケツの内側にこぞって張り付いて、こころなしか登ってきてるの。水面から出ちゃってるヤツとか余裕でいるし。そいつら、ちっちゃく口あけて、なんかはあはあしてるし。もはや肺呼吸を開始してるってことだよ。

　これあと何時間かで蛙かえるになっちゃうんじゃないの？　とりあえず、ほんと、蓋ふたしてくれよ！　って、それしか出てこなかったよね。

　だって蓋、いるでしょ！　それはもう絶対！　マジで見てるうちにも両側にＺ生やした音符が若干色を茶ちや色いろっぽく薄くしながら縁ふちまで這はい上がろうとトライしてるもん！

　でもそんなこと、知らないお店の人に言えるわけないし、ただひたすらも～いやだ～！　って思いながら家に帰ったの。果たしてどうやって始末するつもりなのか、放置するつもりなのか、想像するのもいやだった。

　ところがね、次の日の朝、いつものように通りがかったらバケツが撤てつ去きよされてたの。かなり本気でほっとしちゃった。奥に引っ込めたのか、それとも獲ってきたところに返したんだろうって思ったんだ。近所に蛙が放たれなくて、あたしは本当に安心したんだよ。

　その日は確か講こう義ぎが午前中だけで、お昼には帰ってきてたのね。で、そのお店の前を通ったら、ランチをやってる時間帯だったみたいで、メニューの黒板がドアの前のイーゼルにかかってた。空のバケツがそのイーゼルの下に伏せて立てかけてあって、まだ中が濡ぬれてるのか、歩道につーって水が一筋流れちゃってた。

　黒板には、

『Ｔｏｄａｙ，ｓランチ・発芽黒豆チャーハン♪コーヒー付き８００円』

　って。

　ふーん、って通り過ぎようとしたんだけど、でもさ。ねえ、待って。

　発芽黒豆って、なに？

　発芽した黒い豆……を、炒いためた……？　バケツは、空……？　あそこに入ってたのは、発芽黒……いやいや、まさかそんなわけ絶対ないけど、でも、でも想像してみたらさ……

　ぎゃあああああああああ～～～～～～～！







　さらさらさら、とＮＡＮＡ先せん輩ぱいは無言のままペンを走らせた。チラシの裏に書かれた点数は、５。香こう子このジェットコースターが１だったことを考えればかなりの高得点だ。

『……っていう話。どうどう？　ぞっとしない？』

　スピーカーから聞こえてくる甲かん高だかい千ち波なみの声に、ＮＡＮＡ先輩は小さく頷うなずいてみせている。そこそこ恐怖を感じたようだ。

　しかし香子はどこか納得いかないものを感じ、顎あごの割れ目に親指をつけてしばし今の話を反はん芻すうする。

『加か賀がさん？　ねえってば、聞いてた？』

「ちょっと待って。今の話……あんた、微妙に盛ってない？」

『……うっ……うんん……？』

「微妙な返事でごまかそうとしないで。正直に言いなさいよ。オチをつけようとして、ラストを盛ったでしょ。あんたの前住んでた家も最寄り駅も私知ってるんだよ。確たしかめようと思えば確かめられる。それをふまえてもう一度答えさせてあげる。あんた、今の話、盛ったよね」

『……も、盛りました……』

　呆あきれ果てたみたいにペンを放り出し、ＮＡＮＡ先輩は座布団にしていた敷しき布ぶ団とんにごろっとそのまま寝転がってしまう。

「ったく……なんて奴やつなの！　これだからあんたって油断できないのよ！」

『ごめんごめん！　せっかくだからおもしろくしようと思って～！　わかった、本当のこと言うよ！　本当はね、バケツはＺが生はえてきた次の日から木の板で蓋ふたされて、ずーっとそのまま蓋され続けてるの！　かれこれ、えっと、４か月以上！』

「……気のせいかしら。その方がよっぽどぞっとするんだけど」

『まあ、もう引っ越したし、あたしには関係ないや。っと、そろそろ切るね、まかないできたみたい。ちなみに千ち波なみの今日きようのランチ、聞いてくれる？』

「なによ」

　もはや下らない予感しかしないが一応相手をしてやって、

『チキンカレーと、発芽黒豆パン♪』

　予感が的中するのと同時、力いっぱい通話を切ってやった。受けるとでも思ったか、ばかめ。その次の瞬しゆん間かん、再び着信。いきなり電話を切られた千波がかけ直してきたのかと思いきや、

「あら、光みつ央おだわ。ＮＡＮＡ先せん輩ぱい、今度こそ大丈夫だと思います。こないだ入院したばっかりだし、恐怖体たい験けんの一つや二つ、してるんじゃないかな」

「光央？　ああ、柳やなぎ澤さわかよ。なにあいつ、入院なんかしてたの？　ていうかなんかあいつの話ってだるそうなんだけど」

「そうおっしゃらず、聞いてみましょうよ。もしもし光央？」

『……おう……』

　いかにも寝起きの、どん底まで機き嫌げんの悪そうなガラガラ声。

『……おまえ電話かけてきた……？』

「したよ。寝てたの？」

『……あぁ……なんか用かよ』

「ちょっと話を聞きたくて。ねえ、光央の人生最大の恐怖体たい験けんってなにかしら？　教えてくれない？』

『……あぁん？　んなわけわかんねえ話で人を起こしたのかよてめえ……ていうかんなもん、決まってんだろうが』







　Ｙ・Ｍくん（東とう京きよう都と　学生）の恐怖体験




　大学に入学したら、加か賀が香こう子こが同じ大学に入学していた。







「……えっ？　それだけ？　ていうか、どうしてそれが恐怖体験なの？　意味が分からない。そりゃまあ驚おどろかせただろうけど、今となっては微笑ほほえましい幼おさな馴な染じみ同士のエピソードじゃないの。結局私たち、なんだかんだでうまく友達付き合いもできてるし。それにそもそもあれは光央が悪いんだよ。だって私に黙だまって……あれ？　もしもし？　もしもーし!?」

　返事は一切ない。というか、もはや通話はつながっていない。んまあ……と香子はむっとする。

　ガチャ、ともいわずにとっくに電話は切られていたのだ。こんなの失礼ではないだろうか。とことん感じの悪い奴やつ。先日は見み舞まいにも行ってやって、ハーゲンダッツだっておごってやったのに。ＮＡＮＡ先せん輩ぱいはまったく興きよう味みないとばかり、だるそうに自分の敷しき布ぶ団とんに寝転がったまま身を起こしてもくれていない。

　いけない、こんなことじゃ……ほのかな危き機き感かんをもって、もう一度愛いとしい彼氏、万ばん里りに電話をかけてみる。すると今度はあっさりと能天気な、耳になじんだいつもの声が聞こえてきた。

『香こう子こ？　ごめん、さっきかかってきてたの気が付かなくて！』

　ほっとして、香子はぐにゃ～っと姿勢を崩す。

「んも～万里ったら！　いきなりクールな側面見せてくるし～！」

『いやいや、そういうんじゃないって！　ほんとに気づかなくて。どうしたの？　なんかあった？』

「なにかなかったらかけたらだめなんですかあ～？」

『そんなことありませ～ん！　いつでもかけてくださ～い！』

「じゃあじゃあかけます～！　用事なくてもかけます～！」

『いいです～！　それでいいです～！』

「もしも～し、用事はありませ～ん！　きゃっきゃっ！」

『なんだよも～ばかなこと言ってさあ～、ばかわいいな～香子は～！』

「や～だ～も～な～に～そ～れ～！」

　……などと笑っていると、そのとき、ズギュン。

　眉み間けんに凄すさまじい圧を感じて思わず黙だまる。

　ローテーブルの向こうから、ＮＡＮＡ先輩が神経毒でも噴ふき出しそうな魔ま眼がんで香子を眺めているのだ。ＮＡＮＡ先輩の苛いら立だちは、視し線せんを注がれている一点、いわゆる『天さんの目』の部位から脳を通じて神経系と背骨を駆け抜け、尾てい骨の底の底、要するに女子のお大事部位にまで黒く冷たく鋭するどく沁しみ渡る。思わぬところでチャクラのラインが開通しかける香子であったが、もちろんそんなクンダリーニなことになっている場合ではない。

（わ、わかってます……！）

　こっそり唇を動かしてＮＡＮＡ先輩に謝あやまる。すいません、調ちよう子しに乗りました。万ばん里りにもさらっと恐怖体たい験けんを聞きますから。すぐに終わりますから。

　さっそく改めて話題を切り出そうとするが、そのとき急にスピーカーから大きな雑音が聞こえてきて香子の声は遮さえぎられてしまう。

『あ、ごめん！　ちょっと騒さわがしいから、また夜にでもかけ直していい？　今、実は駅にいて、これからプチ観かん光こう、ＳＬ乗るんだよ！　すごくない？』

「え？　ＳＬ？　……やっぱり静しず岡おかにＳＬあるんだ!?」

『そうそうあるんだよ！　最近ちょっとお茶手伝てつだったからたまには遊びに連れてってやるって、父＆母で来てんの！　天気いいし、富ふ士じ山さんもここからだとちらっとだけど見えるから、また後で写メ送る！』

「ま、待って万ばん里り！　今すごい奇跡が起きてる……！」

『へ？』

　お茶、富士山、ＳＬ。

　奇くしくも、だ。さっき勝手に脳内ねつ造した香こう子このマイシナリオに出てきた三つのキーワードのこれ・あれ・それ、が、現実にリンクしているではないか。この奇跡のシンクロぶり。気が付いて、やだ！　と香子は一人ひとりで興こう奮ふんして両手で口を押さえ、目を潤うるませて打うち震ふるえる。ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの存在？　消えた。というか忘れた。

「やっぱり私たちって出会うべくして出会った二人ふたりなんだ！　やだ～感動だよ！　どうしよう、泣けてくる！　万里、愛してる！　ねえ愛してるったら愛してる！　歯車ががっちり嚙かみあってるー！」

『ん!?　な、なに!?　どうした!?　……大丈夫!?』

「大丈夫すぎるよっ！　完全の完かん璧ぺきに大丈夫すぎるのっ！　怖いぐらいに大丈夫だよ私たち、運命の軌跡が完全一致の完璧最強カップルだよぉー！　万里大好きぃー！」

『……香子、深呼吸をするんだ。ゆっくりと』

「すー、はー、きゃあ～！　万里の息吹いぶきを感じる～！」

『……うん。そうだね。そうだと思う。それでいいから、周囲の安全を確かく認にんしよう。人目はない？　倒れそうなものとか、熱あついお湯とか、刃物はない？　もしもあったらすぐに距きよ離りをとって』

「ないないな～いっ！　ここには完璧な愛情しかな～いっ！　あ～ん万里、大好き大好き大好ききゃあ～……ふぐん……」

『……香子？　今の声、なに？　悲鳴？』

「……」

『香子どうした!?』

「……」

　マイディア、万里。

　あなたが愛した香子は今、脳天に頭ず蓋がい骨こつが真っ二つに分断されそうなほどに鋭するどく重いチョップを食らって、声も出なくなって、膝ひざの間に顔を埋めて苦しんでいます──。

『香子ー！　返事してくれー！　……だああ警けい笛てきうるせー！　ん!?　なに、なんだよ今ちょっと彼女と電話してるから待って……え!?　冷凍みかん!?　ああ、いるからちょっと待っててって！　あ!?　一個だよ一個！　さっき煮付け定食食べたばっかりなのになんで冷凍みかん複数個入ると思うわけ!?　デザートにフルーツポンチついてたじゃんかよ！』

「おめえも存分にうるせえんだよ！」

　と──今のは、ＮＡＮＡ先せん輩ぱい。……ＮＡＮＡ先輩！

　ひー！　と香こう子こは埋めていた顔を跳ね上げる。

　もちろん、電話の向こうの万ばん里りにも今の一声は聞こえたのだろう。いきなりぴたっと万里は喋しやべるのをやめ、騒そう々ぞうしい背後の雑音だけがスピーカーから漏れてくる。そしてかすかに「おとうさーん、万里もみかん一つほしいってー」と、家族のあたたかな営みも。

　ややあって、

『……今の……ＮＡＮＡ先輩の声じゃない？』

　よろっ、と香子はクッションから半ばずり落ちながら、必死に片手を携帯に伸ばす。もう片手はいまだに押さえていなければ割れそうな脳天を摩さすったまま。

『な、なんで？　どうして香子がＮＡＮＡ先輩と一いつ緒しよにいんの？　ていうか、ちょっと待て。……そこどこだよ』

「……」

　指が届いた。

『まさか香子、お』

　ぽちっと電話を切った。そして、

「……ＮＡＮＡ先輩ってばー！」

　ローテーブルを乗り越えてラグにスライディング。

「万里に恐怖を与えてどうするんですか!?　私がここにいること、バレちゃいそうだったじゃないですか！」

　思わず白い膝ひざ小こ僧ぞうにしがみつくが、ぺっと剝はがされ、相手にもされない。

「あんまりにもおまえらがうざいから、ついね。わりーわりー」

「もう、信じられない！　……ていうか脳天……すっごい痛いし……」

　半ば涙目で抗こう議ぎしつつ、香子は一気にやる気を失いつつあった。恐怖の演出について、自分にできるだけの協力はしたと思う。もうこの辺で切り上げて、とっとと帰るのがいい頃ころ合あいかもしれない。ＮＡＮＡ先輩も興きよう味みを完全に失ったように枕まくらを敷しき布ぶ団とんの隙すき間まから引っ張り出して、本格的にゴロゴロし始めているし。

　と、そのとき、携帯が鳴る。万里だったら即切ろうと思うが、二に次じ元げんくんからの着信だった。さっき残した履り歴れきを見て、かけてきてくれたのだろう。もはや特に期待もしていないが、これでラスト、と通話ボタンを押した。

「はい、加か賀がです」

『……』

「もしもし？　あれ、聞こえてる？」

『……ふふ……』

　香子は目を見開く。驚おどろいた。スピーカーからかすかに聞こえた笑いは、若い女の声のように聞こえたのだ。

「あの……もしもし、二に次じ元げんくんだよね？　私、香こう子こだけど。もしもし？」

『……まじだ、これ……まじ、リアル、女のひと、みたいな……』

　くすくすくすくす。

　やはり聞き違いなどではない。絶対に二次元くんの声ではない。

『……超うける……』

「もしもし、あの……二次元くんじゃないの？」

『浮うわ気き？　とかいって……隆たか哉や先せん輩ぱいまじうける』

　くすくすくすくす。

「……あなた、どちらさま……？」

　質問に返事はなく、そこまでで通話はいきなりぷつっと切られてしまった。ほとんど呆ぼう然ぜんとして、香子は今の電話の相手を考える。絶対に、女だった。二次元くんの携帯を見て、おそらくは着信履歴を見て、知らない女が香子に電話をかけてきたのだ。

　二次元くんの近くにいる女といえば、それはすなわち──お母かあさん？　じゃ、なくて！　そんな年ねん齢れいの声じゃなかった！

「……きゃあああああ～～～～～～～！」

　るせえな！　とＮＡＮＡ先輩が枕を投げつけてくるが、華か麗れいに避けて香子は騒さわぐのをやめられない。この人にはこの異常事態の意味がわかっていないのだ。

「ＶＪが私にイタ電かけてきたぁぁ～～～～！」

「ああ!?」

「すごいよ二次元くん！　ついに次元を超越したんだ！　すっご～いっ！　三次元の現実世界に自分で創作したキャラ、召喚しちゃったよあの人～～～～！　きゃ～～～～～！」

「……」

　一人ひとり興こう奮ふんして大おお騒さわぎする香子に、ＮＡＮＡ先輩は無言のまま、手しゆ刀とうを高々掲げてみせる。それを見て、香子はぴたりと口を閉ざす。はい、うるさいです。はい、すいません。ＮＡＮＡ先輩のチョップをもう一度食らったら今度こそ全チャクラ穴が二度と閉じない大全開、水芸みたいに生体エネルギーをぴゅーぴゅー吹き出すおもしろ人間になってしまう。

「ったく、どんだけ落ち着きがない女なんだよ。……ちょっとそこで待ってろ」

　行ぎよう儀ぎのいい犬みたいにちんまり座り直した香子を残し、ＮＡＮＡ先輩は立ち上がった。

「騒ぎすぎて喉のど渇いただろ。コンビニ行って飲み物買ってくる」

「え？　いいです、大丈夫です。私はもうお暇いとまします」

「いや、待っとけ」

「でも」

「あー……つか……宅配。待ってんだよ。もし来たら、受け取っておいて」

「そうなんですか？」

　留守番をいきなり頼まれてしまった。

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいは携帯をショートパンツの尻しりポケットに捻ねじ込み、煙草タバコとライターを手にもって、そのまま身軽に部へ屋やをするりと出ていってしまった。

　あれよあれよという間に、香こう子こは一人ひとり、することもないまま取り残される。







　　　　＊＊＊







　テレビはあるがリモコンが見当たらず、仕方なく自分の携帯でネットなどしながら、かれこれ20分。

　ＮＡＮＡ先輩はいまだ帰らず、宅配も来ず、香子はスライムソファでもぞもぞと脚を組み替える。コンビニなんてすぐそこなのに、あまりにも遅すぎやしないか。自分がいる部屋では煙草を吸えなくて、どこかで一服しているのだろうか。本当にそろそろ退散するつもりだったし、そんな気き遣づかいは不要なのだが。

　携帯にかけてみようにも、考えてみれば、香子はＮＡＮＡ先輩の電話番号もメルアドも知らなかった。万ばん里りに訊けばわかるかもしれないが、今ここから再び連絡をするのは危険すぎる。リンダ先輩なら確実だろうが、こんなしょうもないことで目上の人に電話やメールをするのは失礼にあたるような気もする。

　というか、ＮＡＮＡ先輩の本名すら香子はいまだ知らない。隣となりに住んでいる万里すら、知らないと言っていた。同じ法学部の、元おまけんの三年生のはずだが、実際に大学でみかけたことも実はない。こんなに謎なぞめいた人っているだろうか。

　小しよう人じん閑かん居きよして不ふ善ぜんをなす──とはよくいったもので。

　あまりにもすることがなく、ネットも重く、さして見たいものもなく、香子は携帯を放り出した。なんとなく辺りをきょろきょろと見回してみる。音楽の機き材ざいや生活雑貨が雑然と散らかった、女性らしさ皆無の部へ屋や。ローテーブルには灰皿代わりらしいガラス瓶と、のど飴あめのから袋。ガムのゴミ。さっき点数を書いたチラシとペン。絡まったイヤホン。そして……あれはなにかの請せい求きゆう書しよだろうか。封筒が何通か重ねられて、コーナーに置いてあるのだ。

（あららら、ら……）

　不用心ですよ、ＮＡＮＡ先輩。こんなところに、個人情報丸出しのブツを置いて家を空けてしまうなんて。

　でももちろん、それをすかさず手に取って覗のぞき見るなんてお行ぎよう儀ぎの悪いことをするわけがない。自分はそんないけない女ではない。まあ、本日はすでに住居侵入という罪を犯し済みのこの身ではあるが、それはそれ。これはこれ。……寂しさゆえの心しん神しん耗こう弱じやくだったともいえるし。というわけで、本来はこの加か賀が香こう子こ、別に犯罪傾向のある人物ということもないのだ。

　けれど、うっかりさんではある。たとえばほら、こんなふうに、

「おっとっとー。あーらいっけなーい」

　たまたま、組み替えた脚が大きく宙に弧を描いて、ローテーブルの片隅に置いてあった封筒類につまさきがあたってしまったりして。床にバサバサと落としてしまう。てへ、と笑って誰だれも見ちゃいないがペロ。まったく本当にドジな香子。

　これは、拾って元通りに置いておかなくては。それが人としての筋だ。ていうか常じよう識しきだ。香子は素す早ばやくスライムソファから降りて、すたっと片かた膝ひざ立てたくノ一座り。……さあ、ついにＮＡＮＡ先せん輩ぱいの本名が割れる時がきた。ドルルルルルルル……脳内にはドラムロール。髪をばさっとかき上げて、我知らず、片かた頰ほおだけをきゅぅっと上げて唇を歪ゆがめた悪女笑い。別になにを知りたいというのでも、知ってなんの得があるというのでもないのだけれど、本能的な喜びが溢あふれ出すのは止められない。隠されていた情報が今、つまびらかになるのだ。自分が異常だとは思わない。だって誰だれでも、土に埋まった根菜を引き抜くときにはわくわくするだろう。芋いも類るいを掘り出すときにも笑顔えがおがこぼれるだろう。要するに、それだ。同じでしょ、みんな。

　にやぁ～……とあくどい笑えみを滴したたらせながら、裏返しに落ちていた封筒に白い手を伸ばす。摑つかんで、表に返し、視点が宛あて先さきの部分に定まり、万里と同じ住所を頭からゆっくりと辿たどって、さあごちそうにありつこうかという、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　ドンッ！

「……っ！」

　突然玄関から大きな物音がして、息が止まるほど驚おどろいた。封筒も再び床に取り落としてしまい、香子はバネ人形みたいに立ち上がって玄関を振り返る。

　続けざまにドンッ！　ドンッ！　ドンッ！　と、暴ぼう力りよく的てきな重い音。玄関ドアを誰だれかが外から蹴けっている、のだろうか。これが……宅配？　まさか。身が竦すくんで、香子は警けい戒かい中ちゆうのミーアキャットみたいに棒立ちになる。

（な、なんなの？　もしかしてＮＡＮＡ先輩？）

　いくら荒っぽい人であっても、自宅のドアに立て続けに蹴りを入れるなんてありえないと思うけれど。ドンッ！　とさらに強くもう一度。あまりの音声にほとんど飛び上がる。

　とりあえず、様よう子すを窺うかがおうと玄関に向かった。裸足はだしでつま先立ち、ドアスコープを覗のぞいて見て、

「……だば……」

　わけのわからない悲鳴が溢あふれ出しそうになった口を必死に両手で押さえる。ばぶ。それでも漏れかける。香子はドアスコープを覗いたまま硬直し、引きはがすようにドアからそっと身を離はなし、恐る恐るドアチェーンを見た。即、プチ絶望した。ドアチェーン……ＮＡＮＡ先輩の部へ屋やのはなぜか根元の金具だけを残してブチ切れている。そしてカウンターの上にことりと置かれている。この絶望がプチなのは、まだ本番ではないことを理解しているからだ。ドアチェーンがかけられない、なんてのは、まだプチ段階。いわゆる序の口だ。

　ドンッ！　ドンドンドンドンドンッ！

「うぉるぁぁぁぁぁっ！　中にいることはわかってんだぞてめえこの野郎ぉぉぉぉぉっ！」

　一枚のドアを隔てた向こうには、本格的に絶望的な状況が立ちはだかっていた。もっとわかりやすく表現するなら、あからさまなヤクザが立っていた。

　オールバックにサングラス、かまきりみたいな細身の素肌に金のチェーン。白スーツ。それだけで十分にヤクザなのに、もうおなかいっぱいにヤクザなのに、

「てめぇが金持ってばっくれやがったせいでこのザマだぞこん畜生ぉぉぉぉぉぉっ！」

　どうしてなのかしら。香こう子こわからない。脳内にアルプス。世の物理を無視した巨大なブランコ。赤い民みん族ぞく調ちようのワンピースで香子は大空をバックに、ぐおおおお～……と揺れる。

　♪どてっぱらに、なぜ、包丁が半身ほどぶっ刺さっているの。白いスーツの上下は、なぜ、真まっ赤かな血でびしゃびしゃになっているの。教ーえて、おヤーさん。教ーえて、おヤーさん。教えてー……ヤクザの組の人よ。

「出てきやがれてめえもぶっ殺ぉぉぉぉすっっっっ！」

　香子は、息を止めたままでそおっと方向転換する。

　ドラえもんはすこし宙に浮いているんだよ。だから足音なんかしないんだよ。そのイメージで気け配はいを必死に押し殺し、部屋の中まで戻る。自分のバッグを引ひっ摑つかみ、クロゼットを開き、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの服の隙すき間まに身を潜ひそめる。隠れるしかないと思ったのだ。とりあえず居留守でやり過ごすしかない。そうしている間もずっと罵ば声せいとドアキックが続く。近所からとっくに通報されていてもおかしくないと思うのだが。

（一体なにしたんですかＮＡＮＡ先輩!?）

　皮臭いライダースの間、香子は耳をふさいで身体からだを固く竦める。金を持ち逃げしてどうのと言っていた。そのせいであのヤクザは刺された？　のだろうか。で、復ふく讐しゆうに？　ＮＡＮＡ先輩はそんな危険な生活をしていたのか。ていうか、あんなに血が出て……あの人やばくないのだろうか。

（とにかく早く帰ってきて下さい……！　いやいやいや、違う、帰ってきちゃだめです！　そうだ、警けい察さつ！）

　ご近所の通報などなにも待っている必要はなく、今ここで自分が１１０すればいいということに、香子はやっと気が付いた。そして同時にもう一つ、重大なことに気が付いた。

（ていうか鍵かぎ、かかってたっけ……）

　チェーンがないことに気が動転して、そのままここに逃げ込んでしまったのだが。そもそも鍵がかかっていたかどうかはちゃんと確かく認にんしていなくて、

「……ああん!?　んだよ、開いてんじゃねえか！」

　ガチャッ、と、ドアが開く音が聞こえた。

「……だぶ……」

　両手で口を思いっきり押える。びゅーっとなにかが体内から吹き出す。ああ、チャクラから生体エネルギーが……ではなくて、眼めの縁ふちからびっくり涙が鉄砲水みたいに飛んだのだった。すごい、人間の身体からだってこんなふうになっているんだ。

　ドカドカドカずかずかずか！　と荒っぽく人が踏み込んでくる足音。（ぎゃあああ……いやあああ……やばああああ……）声もなく心だけで叫びながら、香こう子こはバッグの中から携帯を取り出そうとした。が、さらに気づいたことがあった。

　けけけ携帯。ソファのあたりに放り出してきちゃったじゃん。通報できないじゃん。愕がく然ぜんと震ふるえて、全身の筋肉が硬直して、そのまま顎あごが外れそうになる。

「ど～こ～に～か～く～れ～た～の～か～な～!?　ＮＡ～ＮＡ～ちゃ～ん!?　売りとばした挙句にブチ殺して沈めてやるから出～て～お～い～で～!?」

　クロゼットの細い隙すき間まからは、血だるまのヤクザがトイレやバスルームをがちゃっ、がちゃっ、と覗のぞいている姿が見えている。香子の頭の芯しんで、なにかがプツンと切れた。感情の起伏のバイタルサインが、ぴっ、ぴっ、ぴっ、……んー……、とフラットになる。

　うわー

　こえー

　ちょうやべー

「こ～こ～か～な～……!?」

「びぶ」

　指が、クロゼットの隙すき間まに入り込む。どアップで、サングラスの獰どう猛もうそうなのっぺりとした顔。あのジェットコースターなんて目ではない、もっともっとずっと大きな恐怖が香子の鼻先に迫ってきている。見つかって、そうしたらどうなるんだろう。ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの身代わりにさらわれたりして。そして売られた挙句にブチ殺されて沈められるんだったりして。ここに来ていることは誰だれも知らないし。謎なぞめいたＮＡＮＡ先輩はそのまま消えてしまって、私は失踪したことになって、二度と万ばん里りには会えないんだったりして。

光みつ央お「あれからもう何年経たったんだろうな……本当に美人だったな、あいつは」

千ち波なみ「まさか、加か賀がさんが突然失踪なんてしちゃうとはね……うん、すごい美女だった」

二に次じ元げん「きっとどこかで幸せにやってるんだよ。綺き麗れいだったけどもう忘れようぜ。な、万里も」

万里「（頑なに背中を向けたまま）いいからみんな、もう帰ってくれ」

千波「万里……まだ立ち直れないんだ。だよね、あんな美しい恋人が消えちゃったんだもん」

光央「リアル美形の香子が消えてから、ずっとこの調ちよう子し、か……」

二に次じ元げん「ああ、加か賀がさん、まじで世界一麗うるわしかったからな……」

千ち波なみ「でも、過去は忘れて前向きに生きようよ。諦あきらめるしかないんだよ」

（そんなの、いや！）

万ばん里り「……そう……なのかな……」

（私、ここにいる！）

万里「香こう子こはもうどこにもいない……諦めて別々の人生を歩むしかないのか……」

（万里、私を諦めないで！　まだあなたに言えてないことがたくさんあるの！　見せてないものもたくさんあるのよ！　本当に大好きだし、愛してるし、そう、それに……）

「おっやあぁぁぁ～……？　これは、つまさきかなぁ～……？　誰だれか、ここに、隠れてるぞぉぉぉぉ～……!?」

（これだって見せたかった！）

　ぎー……と外からもったいつけてクロゼットの扉が開かれるのと同時。香子は思い切り背を反らし、仰のけ反ぞって両手を床につく。バーンと、そう、

「エークーソーシースートォォォ────ッ！」

「うわあああっ!?」

　カサカサコソコソ、本気を出せば結構動けるものだった。裏表逆になった蜘く蛛もさながらの異常な姿で、香子は血まみれヤクザに突進を試みたのだ。さすがに驚おどろいたのか、ヤクザは声を上げて香子を避け、そのまま体勢を崩して尻しりもちをついた。サングラスがガチャン！　と床に落ちる。しめた、相手は手負い、このまま逃げ切れるかも！

「食らえっ、シャネルアターック！」

　素す早ばやく身を起こしながらチェーンバッグを振り回し、目のあたりを思いっきりブチのめしてやった。悲鳴を上げて顔を押さえ、ヤクザが苦しげに仰のけ反ぞるのをみて、さらにもう一発。もう一発だ！　なんだこいつ、全然弱いじゃん！　さすが怪け我が人にん！

「ちょっ、だっ、まっ……！　ぐあ！」

　しかしまだふらふらと、手負いのヤクザはこちらに歩み寄ろうとしてくる。廊下をふさがれてしまっていて、万事休すであった。あせった香子はバッグを「きゃー！」と思いっきり顔面に投げつけてしまう。「ふがっ！」と結構なヒットを食らわせてやったが、これで武器がなくなってしまった。

　もはや肉弾戦で脱出ルートを切り開くしかない。香子はパニックに陥りながら、阿あ波わ踊おどりの下げ駄たで微妙に鍛きたえられた右足で、思いっきりヤクザを蹴けり飛ばした。その足がちょうどぶっさり刺さった包丁の柄の付近に当たる。すると包丁はなんの抵抗もなく、そのまますっぽ抜けるみたいに飛ばされて、壁かべに当たってカラーン、と床へ落ちた。本物の刃物とはとても思えない、間の抜けたあまりにも軽い音。

「あら……!?」

　プラスチック……？　二発目の蹴けりを入れようと体勢を整ととのえていた香こう子こにも、それはさすがに不自然に聞こえた。と、

「ちょっと、待って！　まじ待って！　お願ねがい、お願いします、話し合おう！」

　ヤクザが必死に懇こん願がんしながら両手を高く上げ、跪ひざまずいているのに気付く。

「あれあれひょっとして信じちゃった!?　もしかしてだけど信じちゃった!?　だはあ、まじですまん！　俺おれは俺の演技力が憎い！　きりっ！　ヤクザなんてうそうそ、うっそー！　ほーら俺だよー！　てか誰だれー!?　それ正しいー！　俺たち初対面ー！」

　妙にへらへらとヤクザのはずだった男はジャケットを脱ぎ、「ケチャップケチャップ！」と真まっ赤かなシミをぺろぺろ舐なめてみせる。

「ＮＡＮＡやーい！　この気まずい空気をなんとかしてくれー！　美人が俺をすごい眼まな差ざしで見つめているー！　的な状況ー！」

「え？　ええ？　え、え、え……？」

　あまりにもわけがわからずにそのまま立ち尽くす香子の前に、ひょいっとＮＡＮＡ先せん輩ぱいが玄関から入ってくる。そして一言、

「どうよ」

　と。

　香子に言っているのだ。視し線せんの方向からして恐らく。

「……どうよ、とは……？」

「怖かったか？」

「……は、はい……」

「ジェットコースター超えた？」

「……20……ぐらいは、いったと思います……」

　ひゅー、と口笛を吹いて、ＮＡＮＡ先輩はヤクザ男とハイタッチ。まだ意味がわからない。一体これはなんだったのか。ＮＡＮＡ先輩だけは深々となにかに納得して頷うなずき、

「じゃあこの演出、取り入れることで決定だな。血まみれヤクザがライブに乱入、あたしを狙ねらって大おお暴あばれ、って感じで。ところでこいつはトモヤスっていうんだ。うちのバンドのベース」

「いつもうちのＮＡＮＡがお世話になってまーす。ばかでしょーこの真ん中わけ。この演出が受けるかどうか確たしかめたいから、今から即うちに来て暴れろ、だって」

　香子はＮＡＮＡ先輩の顔を思わずまじまじと見てしまう。

「つまりこれって全部……お芝居だったんですか!?　ど、どこから!?」

「おめーがつまんねーことちんたらしゃべってる間に考え付いたんだよ。とりあえずこいつで一発試してみようか、って」

　トモヤス、と紹介されたオールバックの長身男が、へらへらと笑いながらＮＡＮＡ先輩の肩になれなれしくもたれかかった。

「つうかＮＡＮＡ。あれ、マジでいいね。エクソシスト、取り入れてみたいねえ」

「だっろ!?　取り入れたいだろ!?　てかてめえ全然動けんじゃねえか！　なにが５センチだよ、余裕でステージ横断できんだろ！」

「あれは追い詰められた果ての奇跡のエクソシストですので二度とできません。……はあ、もう、やだ……！　本当に、ほんとにほんとにすっごく怖かったのに！　もう帰りますから！」

「はは、どうぞどうぞ」

「ごめんよー、名も知らぬ美人さん！　あっそーだ、お詫わびに今度カラオケ行かない!?　俺おれの桑くわ田たは桑田も逃げ出すほどにエリーが愛いとしくて原坊もソースイートっすよ！」

「トモヤス。こいつ、多た田だ万ばん里りの彼女だよ」

「はあ!?　うっそおおぉぉ!?　今世紀最大のうっそぉが今俺を襲おそってインユアサイッ！」

　騙だまされた恥ずかしさとほっとしたのがないまぜになって、香こう子こはドスドスと足音も高らかに玄関に向かおうとして、携帯を忘れているのに気がついた。

　取りに戻ろうと振り返りながら、さりげなく片手をぽん、と、ちょうどほど良い高さにあった丸くて黒いものに置いた。そして「ぎゃあ！」とその妙な生温かさに驚おどろいて跳とび退すさる。

　人間の頭……だ！

　わははははは、と腹を抱えて香子の驚き顔を指さし、笑い合うＮＡＮＡ先輩とトモヤス。香子が片手を置いてしまったところには、中腰で身を屈かがめる太めの男が佇たたずんでいた。無言のままでロングヘアの頭をぬっと罠わなのように差し出していたのだ。

「見ろよＮＡＮＡ、美人がいい顔で驚いてる！　これも結構地味ながら効くんだな～」

「『暗がりに気け配はいを消してこっそり佇たたずむタクロー』な。よっしゃ、これもやろうぜ！」

　げらげらげら、って──この人たちは絶対に頭がおかしい。私よりもおかしい！

　香子は携帯を摑つかむなり、へっぴり腰で走り出した。サンダルに足を突っ込んで、ようよう玄関から外へ出る。まったく、なんという日だろうか。ちょっとしたいたずら心でここまで来てしまったら、こんな目にあうだなんて。ひょっとして、天罰か？

　やっぱり私って、悪い女？

　息をつき、ティッシュを取り出し、身を屈かがめる。廊下に点々と垂れている赤い液体を拭ぬぐう。トモヤスが垂らしたケチャップだと思われる。もしも誰だれかが見ているならば、こんな陰かげながらの善行でもって全部帳消しにしてほしい。

　げっそり疲れ果てた顔をして、香子はエレベーターのボタンを押した。

　この世には、越えてはいけない一いつ線せんというものがある。今日きようは幾度かこの足で、それを踏み越えてしまった気がする。開いたエレベーターのドアの中へ滑り込み、閉じるボタンを強く押す。さあ、早くセーフの側に戻らなくては。大好きな彼氏が帰ってくる前に。










　香こう子このあずかり知らぬところで、ある夜、トモヤスはエクソシストの体勢でライブハウスの天てん井じようから吊つり上げられ、火を放たれて炎上した。ステージの物陰ではタクローが物言わぬままこっそりと佇んでいて、中央ではヤクザに仕留められたＮＡＮＡがケチャップを吐きながら白目を剝むいていた。観かん客きやくたちは、火の粉を避けながら熱ねつ狂きようの渦の底に沈んでいった。

　いまだ、多た田だ万ばん里りは、東とう京きようには戻ってこない。







　あとがき




　夏バテしてしまったのか、ここ数日というもの全身スカスカで身体からだに力が入りません。近くのマンション建設現場の足場で作業をしている方々から、我が身、我が家、我がプライベートの諸々が見え隠れしているにもかかわらず、このイスから立ち上がって、ブラインドを閉めに行く気力も出ません。いやいや……うち汚いし、裸の方がマシってぐらいボロいパジャマ着てるし……。なけなしの恥じらいを振り絞って立ち上がったものの、動きが遅い。あまりに鈍い。

　今、なにか大規模な人間狩りみたいなことが行われたら、まずいことになりそうです。真っ先に狩られる、どころではない。真っ先に狩られた上に、活いきが悪くてこいつなんか変だ、同じカゴに入れておくと他ほかの人間まで傷いたみそうだ、という理由でリリースされてしまいそう。しかもそのあとフラフラ必死に逃げ惑うも、即、また狩られ、「まーたこいつかよ!?」を繰くり返し、やがて魚でいう「外道」的な意味合いで、私にだけ固有の屈辱的名称をつけられそう。いや、平地でリリースされるならまだしも、太平洋のド真ん中とか、紛争地帯とか、北極とか南極とか、ヘタすりゃ大気圏外でぽいっとされてしまったら、私はもうどうすればいいのかわかりません。

　このままではいけない。建設現場の方には見たくもなかろうアラフォーの私生活をダダ漏らし露ろ出しゆつではビジュアル的にご迷惑だろうし、人間狩りも恐ろしいし、なにより秋には本ほん編ぺんの新刊をお届けする予定なのだから……！　と、さりげなく自ら退路を断ってみます。そのようなスケジュールで進行中ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

　というわけで、このスカスカ状態をなんとかしなければ、と、マッサージに行ってきました。60分コースをお願いするつもりが、ポイントがたまっていて、「無料で15分できますよ」と言って下さる。つまり45分の料金で60分やってもらうか、60分の料金で75分やってもらうか、の二択。「75分お願いします！」と答えた私に迷いなし。「おっ、疲れてるんだね？」と、お店の方も指をバキバキ鳴らしてやる気横おう溢いつ。

　そして首から肩から背中からこめかみから、つまさきからふくらはぎから腰から足の裏から……揉もみに揉まれ。しだきにしだかれ。ずんっ！　と圧された部位から、信じられないような痛みが脳天まで抜けていきまくり。うつ伏せの状態で全身をサディスティックにぐいぐいいたぶられながら、このとき私は、私の肉体における最もやばい部分がどこにあるかを知りました。

　歯です。奥歯。左上の、親知らず。

　その真下で嚙かみ合うはずの左下親知らずがちゃんと生えなくて歯は茎ぐきに潜ってしまっていて、そのせいでこいつはどんどん伸びて、歯列の高さから、一人ひとりだけにょきっと３ミリぐらい飛び出してしまっているのです。

　こいつがやばい。

　ドーナツ型の枕に顔を伏せて施術を受けるのですが、身体をゆさゆさぐいぐいされるたび、枕に押し付けられた顎あごの圧が、その親知らずの根元、ただ一点にかかってくる。下の奥歯の縁に引っかかってしまって、根元の上じよう顎がく骨こつに、傾いた角度でぐりぐりネジ込まれてくる。ぐりっ、と上方にネジ込まれるたびに、恐ろしいことに目の前が真っ暗になる。吐き気を伴う痛みが、こめかみまで突き抜けてくる。もう絶対だめ。おかしいこれ。

　思い出してみれば、以前から、この歯はやばい気がしていました。寝ている時に歯は軋ぎしりをしてしまう癖くせがあるのですが、歯軋り中に、出っ張ったこいつが、顎を横にずらした状態で下の歯に引っかかってしまい、動かなくなって、やがて顎が外れかけて飛び起きる……みたいなことが何度もあったのです。そしてその後は、必ずひどい肩こりと頭痛に襲おそわれます。マッサージより先に、歯医者に行くべきだったのです。

　もしも勧められたら、私は一切拒まずにこいつを抜こう……そう決意して、いそいそと歯医者へ向かいました。レントゲンも激写。その白黒の世界には、明らかに他ほかの歯よりもでかく育ちすぎてしまった、一本の哀しい親知らずの姿がありありと写し出されている。

　ユニットに身をゆだねてレントゲン写真を眺めながら、いつしか私の脳裏には、クラスの中で一人ひとりだけ早く成長期の絶頂を迎えてしまって、先生よりも体格が良くなり、その早熟すぎるビジュアルから「おっさん」と呼ばれていた男子の姿が思い出されていました。なぜか男子も女子も長ズボン禁止、真冬でも短パンしか許されなかったあの時代……１７０センチの短パン男子withランドセル……パワーも一般小学生レベルを軽々凌りよう駕がしており、男子たちがこぞって「おっさん！　頼む、思いっきり俺おれの胸を叩たたいてみてくれ！」と列を作ってせがんでいたっけ。あれはなんの遊びだったんだろう。危険な香りしかしないけれど。

　さておき、今日きよう、抜かれるのかなあ、おっさん……じゃないや、親知らず。お別れなのかなあ、この後すぐに……と妙な感慨に耽ふけっていると、頭上で歯医者さんは「どうしても痛いというなら抜くことしかできないけど」と曖あい昧まいなことを言い出す。「腫はれたりはしていないし、歯も歯は茎ぐきも健康だし、微妙なバランスで一応嚙かみ合ってるし、こいつを抜くと上の歯の隙すき間まが目立つようになるよ」と。そう言われると、現状、なにもしなければ、痛くは、ない。抜きたいかと言われると、抜きたくは、ない。……のど元過ぎればなんとやら。結局そのままなにもなしに、帰ってきてしまいました。全身スカスカのまま、パソコンに向かっております。

　さて、この本をお手に取って下さった皆様。ここまで読んでいただきまして、どうもありがとうございました！　心よりお礼申し上げます。主人公を変えた三つの短たん編ぺんをお届けいたしましたが、ちょっとでも楽しいひと時を過ごしていただけましたでしょうか？　次は本編、第七巻を予定しております。よろしければどうかこの先も、引き続き『ゴールデンタイム』にお付き合いいただけますよう、ぜひぜひお願ねがいいたします！　そして、アニメも秋から始まります！　本編、コミック版ともども、ご一いつ緒しよに楽しんでいただけましたら、なにより嬉うれしく存じます！　そして駒こま都つえーじ先生、担当の湯ゆ浅あささま、これからもよろしくお願いいたします。


竹たけ宮みやゆゆこ
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竹たけ宮みやゆゆこ

２月24日生まれ、東京都在住。とある猛暑の祝日、どうしても神保町ボンディのチキンカレー（中辛）が食べたくなって、炎天下を決死の行軍。古書センターまでたどり着くも、階段の遥か上階までグルングルンと行列が続いていて、最後尾までたどり着けず、敗走。

[image: ]




駒こま都つえーじ

神奈川生まれの神奈川育ち。暑い日続きで枝豆と卵豆腐が捗ります。とくにお酒を飲むわけでもないのですが。









電撃文庫





ゴールデンタイム列れつ伝でん




ＡＦＲＩＣＡ











竹たけ宮みやゆゆこ








二〇十三年九月二十六日　配信
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